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社会科学入門
奥 和義／髙瀬武典／松元雅和／杉本竜也 著

ここが

ポイント
!!

社
会
科
学

◎ 社会科学の 3 つの柱，経済学，政治学，社会学を一冊
　 で学べる
◎ 3 本の柱の相互連関，総合してスタディ・リテラシー
　 が身につけられるテキスト

社会科学をつかさどる三本の柱，経済学，政治学，
社会学の三つの学問体系の歴史，思想，理論を学ぶ
とともに相互に連関し，総合する学びの形を提案す
る社会科学系学部の初学者が入学後まず読む，「学
問のリテラシー」を身につけるテキスト。

はしがき

序　章　社会科学とは何か
　１ リベラルアーツとしての社会科学
　２ 現代を生きる知恵を読み取る

　第Ⅰ部　経済学で捉える
第１章　経済学とは何か
　１ 経済思想の変遷と古典派経済学の成立
　２ 古典派経済学の創始と思想
　　 ――アダム・スミス
　３ 古典派経済学の完成と思想
　　 ――リカードウ
　４ リカードウ以降の展開
　Column ①リカードウ

第２章　ケインズ経済学の思想と経済学
　１ ケンブリッジ学派の展開
　２ ケインズ革命
　３ ケインズ以降の展開
　４ 現代のケインジアン
　Column ②経済学の10大原理

第３章　現代経済学の思想と経済学
　１ 限界革命と新古典派経済学の生成
　２ 新古典派経済学の発展
　３ 現代経済学の制度化と新しい分析
　　 ツール⑴
　４ 現代経済学の制度化と新しい分析
　　 ツール⑵
　Column ③日本の経済学者

第４章　マルクス経済学の思想と経済学
　１ マルクス経済学の思想
　２ マルクス経済学と経済政策
　３ 社会主義経済の成立と崩壊
　４ 現代のマルクス経済学
　Column ④社会主義計画経済と日本

　第Ⅱ部　政治学で捉える
第５章　政治学とは何か
　１　政治とは何か
　２　政治の構成要素
　３　政治と経済
　４　政府と市場はどちらが有能か

　５ 政治学の方法
　Column
　　⑤政治の範囲
　　⑥政治学はどこで学べるか

第６章　近代政治学の萌芽
　１ ヨーロッパ中世社会の政治秩序
　２ 人間性の追求を目指したルネサンス
　３ マキアヴェリが成した人間の学として
　　 の政治学
　４ 宗教改革がもたらしたもの
　５ 「主権」概念の確立
　Column ⑦『プロテスタンティズムの倫理
　　と資本主義の精神』

第７章　近代政治学の発展としての
　　　　社会契約説
　１ ホッブズによる
　　 生き延びるための政治学
　２ 安定と自由の思想家としてのロック
　３ 一体性を求めた思想家・ルソー
　４ 社会契約説がもたらしたもの
　Column ⑧「絶対王政」

第８章　政治学における実証主義
　１ 実証主義の成立背景
　２ 実証主義の特徴と反動
　３ 政治学における実証主義
　４ 行動論革命とその批判
　５ 脱行動論革命以降の政治学
　Column
　　⑨亡命知識人とアメリカ政治学
　　⑩日本政治学の実証科学化

　第Ⅲ部　社会学で捉える
第９章　社会学とは何か
　１ 「社会学」の対象とするもの
　２ 社会学は何を研究するか
　３ 社会学のさまざまな定義
　４ オーギュスト・コント
　　 ――実証科学としての社会研究
　５ エミール・デュルケーム
　　 ――社会的事実を考察する

　６ マックス・ウェーバー
　　 ――行為と意味理解
　７ 社会を科学する社会学
　Column
　　⑪「社会科」と「社会学」の違い
　　⑫２つの「社会学」

第10章　経済と産業の社会学
　１ 経済社会学と経済学
　２ 産業社会学が生まれるまで
　３ 産業社会学の誕生
　４ 産業研究における「社会学らしさ」
　５ 産業社会の社会学
　Column
　　⑬「社会」と「社会人」
　　⑭「経営人」と意思決定モデル

第11章　社会システムの構造と機能
　１ システム的な考え方とは何か
　２ 社会をシステムとして考える
　３ 社会を比べる・社会の変化を捉える
　４ 社会のはたらきを捉える
　Column
　　⑮システムとネットワーク
　　⑯「無作為」ということ

第12章　現代の社会変動
　１ 社会変動と未来予測
　２ 20世紀までの社会変動
　３ 21世紀の社会
　Column
　　⑰近代化と階級・社会階層
　　⑱文化資本と社会関係資本

終　章　私たちの未来
　１ 学問・経済成長・科学技術の発展
　２ いま社会科学を学ぶ意味

人名・事項索引

A5判美装/348頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-07947-6　2020年3月刊行



A5判美装/228頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09557-5　2023年10月刊行

現代の政治学に登場する「用語・人物」の解説・紹
介を見やすく配置し，初学者たちにやさしく手ほど
きする。「政治から学ぶ」を合言葉にして，単なる
学説の紹介や，概念の整理だけにとどまらず，現代
政治を具体的に考えるための手がかりを示す。

◎ 「用語・人物」の解説・紹介を見やすく配置
◎ 現代政治を具体的に考えるための手がかりを示す

MINERVA TEXT LIBRARY 72

入門・現代政治理論
石井貫太郎 著

ここが

ポイント
!!

まえがき

第１章　政治現象と政治学
　１ なぜ政治学を勉強するのか
　２ 政治現象と政治学
　３ 現代政治理論の分類

第２章　ミクロ政治学
　１ 政治過程論
　２ 政治行動論

第３章　マクロ政治学
　１ 政治体制論
　２ 政治社会論

第４章　国際政治学
　１ 国際体制論
　２ 外交政策論

第５章　現代政治学の新展開
　１ 政治と経済の交錯
　２ 国内政治と国際政治の交錯

参考文献
人名索引／事項索引

コラム
　１ 民主主義と非民主主義
　２ 民主主義の構造的弱点
　３ 技術革新と企業家精神
　４ 司法国家への道
　５ 民主主義国と非民主主義国の戦争
　６ 資本主義の「最終商品」としての自動車

▷
本
文
レ
イ
ア
ウ
ト
見
本

政
治
学

近　刊



学問へのファーストステップ 1　　　　　　　

政治学入門
永井史男／水島治郎／品田 裕 編著

ここが

ポイント
!!

政
治
学

◎ 「ショート・ストーリー」とともに，政治学を分かり
　 やすく紹介する
◎ 必ずしも合理性では捉えられない政治の現象への視
　 座を示す

政治学とはいかなる学問なのか。本書では，政治学
の世界を分かりやすく紹介する。また，「合理的個人」
という視座では説明が付かない政治の現象も視野に
収めた，包括的な内容を目指す。

はしがき

序　章　政治学を学びませんか

第Ⅰ部　政治は身近なところから
第１章　政治を知ろう――メディアと政治
　１ マスメディアはなぜ必要？
　　 ――メディアの役割
　２ マスメディアは中立？
　　 ――産業としてのメディア
　３ マスメディアは影響力がある？
　　 ――強力効果と限定効果の間
　４ 変わるテレビニュース
　５ メディア環境の変化
　　 ――ポスト・トゥルースの時代に
　コラム１ ワンフレーズ・ポリティクス

第２章　選挙に行こう――18歳選挙権
　１ 投票参加
　２ 選挙のしくみ
　３ 投票行動
　　  ――人は少ない情報の下でどのように
　　　　 投票してきたのか
　４ 投票行動
　　 ――人は情報を用いてどのように投票
　　　　 するのか
　コラム２ ドント式とサンラグ式

第３章　政治家の生活を覗いてみよう
　　　　――政治家と有権者，政治家と政党
　１ 政治家のすがた
　２ 政治家と選挙
　３ 政治家と政党
　４ 政党間の関係
　コラム３ 政党助成制度

第Ⅱ部　政治はみんなで決めるもの？
第４章　議会を知ろう
　　　　――なぜ「会派」が必要なのか
　１ 国会の不思議
　２ 国会の１年

　３ 国会の制度
　コラム４　会派

第５章　政策を考えてみよう
　　　　――政策過程・執政制度・政官関係
　１ 政策過程と政策決定の方法
　２ 政治家と官僚
　３ 執政制度
　４ 政策形成をめぐる日本の政官関係
　コラム５ 自民党の党議決定

第６章　デモクラシーを考えてみよう
　　　　――「みんな」で決める複数のやり方
　１ なぜデモクラシーが大切なのか
　２ 自由に意見を伝える――集団理論
　３ ｢関係者」を集める
　　 ――コーポラティズムと
　　　　 ステークホルダー・デモクラシー
　４ 代表を決める――代表制の再検討
　５ みんなで話し合う――熟議民主主義
　６ やっぱり１人で決めた方がよい？
　　 ――デモクラシーの「魅力のなさ」と
　　　　 必要性
　コラム６ デモクラシーは「関係ない」？

第Ⅲ部 「まち」と地域で支え合う政治
第７章　社会の現場を知ろう
　　　　――市民社会の意義
　１ 政府への不満と市民社会への期待
　２ 市民社会の３つの機能
　３ 市民社会組織はなぜ形成されるのか
　４ 日本の市民社会の特徴と今後の課題
　コラム７ 市民社会組織とファンドレイジング

第８章　市役所と地方議会に行ってみよう
　　　　――地方自治の理念と現実
　１ 二元代表制という地方自治のしくみ
　２ 市民参加による地方自治の可能性
　３ 住民投票の意義と課題
　コラム８ 地方分権改革

第９章　支え合う仕組みを考えよう
　　　　――福祉国家とその変容
　１ 福祉国家とその三類型
　２ グローバリゼーションと福祉国家の変容
　３ 福祉国家のゆくえ
　　 ――社会的包摂と地域社会
　コラム９ 一世紀を経ても残る「労働者宮殿｣

第Ⅳ部　世界と関わり合う政治
第10章　国家の仕組みと運営を考えてみよう
　　　　――政治体制とガバナンス
　１ 多様な「民主主義」
　２ 多様な政治体制
　３ 東南アジア諸国の政治体制
　４ ガバナンス
　コラム10 比較の方法

第11章　海外と関わろう
　　　　――グローバル化する政治と経済の
　　　　　　相互作用
　１ グローバル化する経済
　２ 無政府状態の中での国際経済秩序
　３ 戦後国際経済秩序の形成と変容
　４ 新しい問題群
　コラム11 グローバリズムと格差問題

第12章　海外に出よう
　　　　――安全保障の問題と国際協力
　１ 国家の安全保障，国際安全保障
　２ 新しい戦争
　　 ――21世紀の安全保障を考えてみよう
　３ 国内紛争への対応
　　 ――国連ＰＫＯと平和構築を中心に
　４ 人間の安全保障
　　 ――難民，国内避難民をめぐる状況
　５ テロを引き起こす要因と対テロ対策
　コラム12　武力紛争とジェンダー

人名索引／事項索引

A5判美装/384頁　定価：3,850円（本体3,500円＋税）
ISBN 978-4-623-08568-2 2019年5月刊行



A5判美装/384頁　定価：4,180円（本体3,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09454-7　2022年11月刊行

政治学を学ぶ上で共通基盤となる知識を各論連関の
うえで捉え，理論と歴史の世界に初学者を誘う。ま
た福祉国家論，そしてネオ・リベラリズムと大衆デ
モクラシーを論じ，一冊で政治学を網羅的に学べる
テキスト。

◎ 広範な知識から理論と歴史の世界へ誘うテキストの決
 　定版
◎ political scienceでなく，political studiesである政
　 治学の試み

政治学
―― 概念・理論・歴史

新川敏光 著
ここが

ポイント
!!

はじめに

第１章　政治の世界
　１ 政治とは何か
　２ 行為と権力
　３ 制度と権力
　４ 支　配

第２章　近代国家
　１ 近　代
　２ 主権国家
　３ ネイション
　４ 国民国家形成の多様性

第３章　リベラル・デモクラシー
　１ リベラリズム
　２ デモクラシー
　３ 大衆デモクラシー
　４ 保守主義

第４章　資本主義
　１ 資本主義と市場経済
　２ 資本主義前史
　３ 自由主義経済体制
　４ 社会主義――資本主義の批判理論
　５ 帝国主義
　　 ――自由主義経済体制の崩壊

第５章　全体主義と福祉国家
　１ 第三の道――全体主義
　２ ファシズムの展開
　３ 大衆と全体主義
　４ 福祉国家
　５ 社会民主主義

第６章　福祉国家の生成
　１ イギリスにおける福祉国家前史
　２ ニュー・リベラリズム
　３ 資本主義経済の変容
　４ 埋め込まれた自由主義

第７章　比較福祉国家論
　１ 福祉国家類型論
　２ 福祉国家の政治体制
　３ 福祉国家の経済体制
　４ 階級的政党政治の衰退

第８章　グローバル化と
　　　　ネオ・リベラリズム
　１ 「埋め込まれた自由主義」の終焉
　２ ネオ・リベラリズム
　３ グローバル化の衝撃
　４ グローバル化の帰結

第９章　ポスト福祉国家の模索
　１ 社会的投資国家
　２ 社会的投資福祉国家
　３ ベーシック・インカム
　４ ソーシャル・キャピタル
　　 （社会関係資本）

第10章　大衆デモクラシーの再編
　１ コスモポリタニズム
　２ ポピュリズム
　３ リベラル・ナショナリズム
　４ パトリオティズム
　５ 市民社会の再生

参照文献
人名・事項索引

コラム
　　理念型
　　政治経済学
　　生権力論
　　法の支配
　　ロックの所有論
　　二つのナショナリズム
　　　――フィヒテとルナン
　　イソノミヤ
　　自由貿易帝国主義
　　ジェントルマン資本主義
　　リブ―ラブ
　　限界革命
　　資本主義の多様性
　　社会的包摂とＥＵ
　　左翼による負の所得税
　　間文化主義

政
治
学

新　刊



見開き２ページで一項目を解説するわかりやすい構
成で政治思想を概説するテキスト。時代順に主な思
想家を紹介し，重要なキーワード（テーマ）は個別
に解説する。また，「日本」の章を設け，現代にも
つながる思想の系譜を示す。

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる政治思想
野口雅弘／山本 圭／髙山裕二 編著

はじめに

序　課題と方法
　１ 政治思想とは何か
　２ 政治思想の方法

Ⅰ　古代・中世
　１ トゥキュディデス
　２ プラトン
　３ アリストテレス
　４ キケロ
　５ アウグスティヌス
　６ トマス・アクィナス
　７ サラマンカ学派

Ⅱ　近代
　１ マキアヴェッリ
　２ ボダン
　３ ホッブズ
　４ スピノザ
　５ ロック
　６ プーフェンドルフ
　７ モンテスキュー
　８ ヴォルテール
　９ ルソー
　10 ディドロ
　11 ヒューム
　12 アダム・スミス
　13 カント
　14 ハミルトン
　15 バーク
　16 コンドルセ
　17 ド・メストル
　18 スタール夫人
　19 コンスタン
　20 フィヒテ
　21 ヘーゲル
　22 マルクス
　23 プルードン

　24 トクヴィル
　25 ベンサム
　26 ミル
　27 バジョット

Ⅲ　現代⑴：ニーチェ以後の政治思想
　１ ニーチェ
　２ フロイトとラカン
　３ デューイ
　４ ウェーバー
　５ シュミット
　６ マンハイム
　７ ラスキ
　８ シュトラウス
　９ アーレント
　10 オークショット
　11 バーリン
　12 フーコー
　13 ハーバーマス

Ⅳ　現代⑵：
　　ロールズ以後の北米の政治思想
　１ ロールズ
　２ ノージック
　３ ドゥオーキン
　４ ローティ
　５ キムリッカ

Ⅴ　キーワード
　１ 功利主義
　２ リベラリズム・ニューリベラリズム・
　　 ネオリベラリズム
　３ リバタリアニズム
　４ 共和主義
　５ 保守・リベラル
　６ ラディカル・デモクラシー
　７ 多文化主義
　８ コミュニズム
　９ アナーキズム

　10 フェミニズム
　11 フランクフルト学派
　12 ケンブリッジ学派
　13 統治性
　14 代表
　15 アソシエーション
　16 ポピュリズム
　17 熟議
　18 ファシズム・全体主義
　19 ナショナリズム
　20 寛容
　21 シティズンシップ教育
　22 主権
　23 正しい戦争
　24 グローバル・ジャスティス
　25 現代思想と政治思想
　26 憲法パトリオティズム
　27 公共性
　28 公教育
　29 レジティマシー（正当性・正統性）
　30 リアリズム
　31 政治経済学

Ⅵ　日本
　１ 儒学
　２ 徂徠学
　３ 国学
　４ 開国
　５ 翻訳語
　６ 大正震災
　７ 「戦後」
　８ 丸山眞男
　９ 憲法９条
　10 高度経済成長期の思想
　11 日本とアメリカ

人名索引
事項索引

B5判美装/216頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09099-0　2021年4月刊行
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◎ 見開き２頁で一項目を解説するわかりやすい構成
◎ 主な思想家の紹介とともに，重要キーワードもしっ
 　かり解説
◎ 日本の思想も取り上げる
◎ 思想史の大きな流れを把握しつつ，トピックごとに
 　学びを深められる
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B5判美装/226頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
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比較政治学とは何か，比較政治学を学ぶ意味，比較
政治学の歴史，比較政治学の方法論を簡潔に解説す
る。政治現象を理解するうえで重要なテーマを取り
上げ，各章の前半で理論を，後半で事例を扱い，わ
かりやすく説明する。

◎ 比較政治学について，初歩から網羅的に解説
◎ 理論と事例で平易に解説

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる比較政治学
岩崎正洋／松尾秀哉／岩坂将充 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

序　章　
　１ 比較政治学とは何か
　２ 比較政治学の系譜

第１章　国　家
　１ 国家とは何か
　２ 近代国家の広まり
　３ 非西欧諸国の国家建設
　４ 事例Ⅰ：外部介入と国家建設
　　 ――イラクの事例から考える
　５ 事例Ⅱ：イギリス国家の変容
　　 ――EUと分権化との間で

第２章　民主化
　１ 民主化の理論
　２ 民主化研究の発展
　３ 民主化研究の現状と課題
　４ 事例Ⅰ：南欧の民主化
　５ 事例Ⅱ：交渉による民主化
　　 ――南アフリカの事例

第３章　民主主義体制
　１ 民主主義体制の複数性の発見
　　 ――多極共存型民主制
　２ 合意型民主制と民主体制の
　　 マッピング
　３ 民主主義体制分析の新たな展開
　４ 事例Ⅰ：イギリス
　　 ――多数決型民主制のモデル
　５ 事例Ⅱ：ドイツ
　　 ――権力の分散と共有

第４章　権威主義体制
　１ 権威主義体制とは何か
　２ 権威主義体制の類型
　３ 権威主義体制の持続性と
　　 政策パフォーマンス
　４ 事例Ⅰ：タ　イ
　　 ――国王を元首とする民主主義
　　 　　政体
　５ 事例Ⅱ：エジプト
　　 ――軍支配型体制の民主化の失敗

第５章　政治的暴力
　１ 抑圧としての暴力
　２ 抵抗としての暴力
　３ テロリズム
　４ 事例Ⅰ：テロ組織・非国家武装
　　 主体としての「イスラーム国」の実践

　４ 事例Ⅲ：ヨーロッパのキリスト教
　　 と政治

第17章　君主制
　１ 君主制とは何か
　２ 事例Ⅰ：権威主義的な君主制
　　 ――中東
　３ 事例Ⅱ：デモクラシーと共存する
　　 ヨーロッパの君主制
　４ 事例Ⅲ：東南アジア
　　 ――冷戦に翻弄された君主制

第18章　ポピュリズム
　１ ポピュリズムとは何か
　２ 事例Ⅰ：メキシコ現代史にみる
　　 ３つのポピュリズム
　３ 事例Ⅱ：アメリカ合衆国
　　 ――主要政党からの疎外から
　　 　　乗っ取りへ
　４ 事例Ⅲ：イタリアにおける
　　 ポピュリズムの主流化

第19章　クライエンテリズム
　１ クライエンテリズムをめぐる議論
　２ 事例Ⅰ：買票にみるインドネシア
　　 の単発型クライエンテリズム
　３ 事例Ⅱ：クライエンテリズムと
　　 政治腐敗
　　 ――ルーマニアとブルガリアの
　　 　　事例から考える
　４ 事例Ⅲ：関係性型クライエンテリズム
　　 の典型例としてのアルゼンチン

第20章　政治的リーダーシップ
　１ 政治的リーダーシップを捉える
　２ 事例Ⅰ：英仏米のリーダーシップ
　３ 事例Ⅱ：トルコのリーダーシップ
　４ 事例Ⅲ：ヨーロッパ大陸の合意型
　　 リーダーシップ

補　章　方法論
　１ 比較政治学の研究とは
　２ 比較の重要性
　３ COVID-19研究の実例
　４ 仮説をどう作るか
　５ 研究の手法
　６ 研究してみよう

　５ 事例Ⅱ：インドネシアにみる
　　 国家暴力の変容

第６章　政軍関係
　１ 政軍関係とは何か
　２ 文民統制
　３ 軍の政治介入
　４ 事例Ⅰ：インドネシア国軍
　　 ――治安維持を志向する軍の政治
　　　　 介入
　５ 事例Ⅱ：メキシコ政軍関係の変容
　　 ――革命，支配政党独裁，民主化

第７章　連邦制
　１ 連邦制とは何か
　２ 「連邦制の逆説」論
　３ 多民族連邦制の現実と課題
　４ 事例Ⅰ：カナダの連邦制
　　 ――多民族連邦制の可能性
　５ 事例Ⅱ：ロシア
　　 ――連邦制の下での中央集権化

第８章　政治文化
　１ 定義と古典的理論
　２ 世論調査インフラの整備と
　　 ソーシャルキャピタル
　３ 最後通牒ゲーム実験と腐敗文化の
　　 国際比較
　４ 事例Ⅰ：現代欧州諸国の政治文化
　　 ――市民と民主政治
　５ 事例Ⅱ：発展途上諸国の政治文化

第９章　選　　挙
　１ 選挙で政権が決まる？
　２ 選挙制度の機能
　３ 連立形成の諸モデル
　４ 事例Ⅰ：完全比例代表制のオランダ
　５ 事例Ⅱ：ドイツ
　　 ――多党制を許容する選挙制度の
　　 　　もとでの連立形成の変容

第10章　政　　党
　１ 政党とは何か
　２ 政党はどのような機能を果たして
　　 いるのか
　３ 政党組織
　４ 事例Ⅰ：日本の自民党
　５ 事例Ⅱ：トルコの公正発展党

第11章　政党システム
　１ 政党システムとは何か
　２ 政党システム分類の基準
　３ 政党システムのタイポロジー
　４ 事例Ⅰ：二政党の代表例
　　 ――イギリスにおける揺らぎ
　５　事例Ⅱ：多党制
　　 ――穏健から分極へ

第12章　執政制度
　１ 執政制度とは何か
　２ 執政制度の安定性
　３ 政治の大統領制化
　４ 事例Ⅰ：アメリカ合衆国
　　 ――弱い権力基盤と大きな期待の
　　　　 狭間の大統領
　５ 事例Ⅱ：英国の議院内閣制

第13章　利益団体
　１ 利益団体とは何か
　２ ネオ・コーポラティズム
　３ 政治制度と利益団体
　４ 事例Ⅰ：多元主義の政策過程
　　 ――アメリカを事例として
　５ 事例Ⅱ：ネオ・コーポラティズム
　　 の政策過程
　　 ――フィンランドを事例として

第14章　社会運動
　１ 社会運動の特徴と社会心理学的
　　 理論
　２ 社会運動の構造理論
　３ 社会運動論の転回
　４ 事例Ⅰ：反原発運動
　５ 事例Ⅱ：労働運動

第15章　福祉国家
　１ 福祉国家の類型論
　２ 福祉国家の政治経済学
　３ 福祉国家のゆくえ
　４ 事例Ⅰ：東アジア
　　 ――家族主義／生産主義レジーム
　５ 事例Ⅱ：北欧
　　 ――社会民主主義レジーム

第16章　民族・宗教
　１ 民族共存の模索
　２ 事例Ⅰ：中東・イスラーム地域
　　 の宗教と民族
　３ 事例Ⅱ：アメリカの宗教と政治
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A5判美装/280頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-07144-9　2014年9月刊行

比較政治学

粕谷祐子 著

比較政治学における主要なテーマ（国家建設，民主
化，政治制度，福祉国家など）を幅広くカバーし，
各テーマにおける基礎的概念，中心的な検討課題，
そして最新の理論までを紹介した必読のテキスト。

はじめに
序　章　比較政治学とは何か
　１ 「なぜ」を問う
　２ 比較政治学という学問領域
　３ 比較政治学の誕生と発展
　４ 本書の特徴と構成
　５ なぜ比較政治学を学ぶのか

第Ⅰ部　国家と社会
第１章　国家建設
　１ 古くて新しい問題
　２ 国家および国家建設とは何か
　３ 西欧における国家建設
　４ 非西欧における国家建設
　５ 国家をめぐる研究の今後

第２章　市民社会
　１ 市民社会の台頭
　２ 市民社会という「問題」
　３ 市民団体形成の理論
　４ 市民社会の政治的効果
　５ 市民社会研究の今後

第３章　ナショナリズム
　１ ナショナリズムの多面性
　２ ナショナリズムの分析枠組み
　３ マクロレベルの説明
　４ ミクロレベルの説明
　５ ナショナリズムのガバナンス帰結
　６ ナショナリズム研究の今後

第４章　内戦
　１ 内戦研究台頭の背景
　２ 内戦の定義と実態
　３ 内戦の経済・社会的要因
　４ 内戦の政治的要因
　５ 内戦研究の今後

第Ⅱ部　政治体制
第５章　政治体制としての民主主義
　１ 民主主義という難問
　２ 政治体制の諸類型
　３ 民主主義体制の定義
　４ 民主主義体制の測定
　５ 民主主義体制の下位類型
　６ 体制分析の今後

第６章　民主化
　１ 「民主化の第３の波」と民主化研究
　２ 民主化の歴史的展開
　３ 帰納的アプローチをとる民主化研究
　４ 演繹的アプローチをとる民主化研究
　５ 民主化研究の今後

第７章　民主主義体制と政治文化
　１ 文化をめぐる論争
　２ 文化をどう分析するか
　３ 政治的態度と民主主義
　４ 宗教と民主主義
　５ 政治文化研究の今後

第８章　権威主義体制の持続
　１ 独裁者の抱える２つの問題
　２ 政権内コントロール問題
　３ 社会的コントロール問題
　４ 権威主義体制研究の今後

第Ⅲ部　民主主義の多様性
第９章　選挙制度
　１ 選挙と民主主義
　２ 世界の選挙制度
　３ 選挙制度の帰結
　４ 選挙制度の選択
　５ 選挙制度研究の今後

第10章　政党と政党システム
　１ 政党をめぐる論点
　２ 政党の定義と類型
　３ 政党システムの形成
　４ 政党システムと政党の政策位置
　５ 政党研究の今後

第11章　執行府・議会関係
　１ 執行府・議会関係への注目
　２ 定義，実態，本人・代理人モデル
　３ 議院内閣制・大統領制・半大統領制
　　 の政治的帰結
　４ 執行府・議会関係研究の今後

第12章　福祉国家
　１ 福祉国家をめぐる論争
　２ 概念と歴史
　３ 戦後の発展
　４ 1980年代以降を対象とした福祉国家
　　 研究
　５ 福祉国家研究の今後

参考文献
おわりに
索　引
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◎ 比較政治学について，初歩から網羅的に解説
◎ 最新の研究動向を盛り込んでおり，上級者にも満足
　 できる内容となっている
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近代日本ではいかなる政治が展開したのか。本書で
は，黒船来航から幕末維新を経て，明治国家・大正・
昭和の政党内閣時代から挙国一致内閣期，そして終
戦と占領期に至るまでの約100年間を中心に概観す
る。

◎ 憲法，議会，政党，内閣，官僚制の整備以前においては，
　 憲法や制度構想，公論・公共圏に関わる思想形成に，以降
 　はその運用と実態に力点をおく
◎ 昭和戦前期の非常時局下や，戦後の占領下といった特殊な
　 時代状況における憲法や議会，政党，内閣，また占領軍と
 　の相互関係にも着目
◎ 最新の研究成果を反映した近現代政治史を網羅的に紹介

Minerva Modern History 4

日本近現代政治史
―― 幕末から占領期まで

小川原正道 編著
ここが

ポイント
!!

はしがき

　第Ⅰ部　維新から明治国家建設へ
第１章　鎖国の終わりと維新への道程
　１ 幕末期の政治思想状態
　２ 鎖国という政治
　３ 尊皇攘夷運動の論理と心理
　４ 幕末政治の展開
　５ 「鎖国」の終わり
　６ 国家構想の模索
　コラム１ 「公共の道」はあるか
 　　　　　  ――吉田松陰と横井小楠の国際社会認識

第２章　近代国家の建設過程
　１ 王政復古と「公議」「公法」
　２ 戊辰戦争と太政官制の整備
　３ 明治初期の政治問題
　４ 岩倉使節団と留守政府
　５ 明治六年の政変と民撰議院設立建白書
　６ 士族反乱から言論闘争へ
　７ 西洋思想の移入と新たな国家像の形成へ
　コラム２ 維新の三傑と福沢諭吉

第３章　立憲政体の樹立
　１ 明治一四年の政変後の展開
　２ 太政官制から内閣制度へ
　３ 大日本帝国憲法の制定過程
　４ 憲法発布と議会開設
　コラム３ 御雇外国人の貢献
 　　　　　――憲法編纂とヘルマン・ロエスレル

第４章　初期議会から立憲政友会創立へ
　１ 立憲政治の出発
　２ 政府・議会の全面対立と自由党の路線転換
　３ 藩閥と政党の提携
　４ 政党内閣の出現と立憲政友会の創設
　コラム４ 伊藤博文と福沢諭吉

　第Ⅱ部　立憲政体の成熟と変貌，戦後復興へ
第５章　政党政治の模索――桂園体制～原内閣
　１ 第四次伊藤・政友会内閣の経験と「政党改良」
　２ 世代交代の動揺と多角的同盟・協商体制の模索
　３ 日露戦争と桂園体制

　４ 政友会の自立と大正政変――閥族対政党から政界再編へ
　５ 改革政権の治世――第一次山本内閣の意味
　６ 同志会の順境と蹉跌――挙国一致の模索
　７ 「初の本格的政党内閣」の誕生
　８ 「初の本格的政党内閣」の国内政策
　９ 「初の本格的政党内閣」の外交政策
　コラム５ 政党と官僚のはざまで――原敬と後藤新平

第６章　流動化する戦後政治――高橋内閣～第一次若槻内閣
　１ 政治体制の流動化
　２ ワシントン体制の受容
　３ 政策課題の噴出
　４ 政党内閣期
　コラム６ 水野直

第７章　「憲政常道」の時代――田中内閣～犬養内閣
　１ 田中義一内閣
　２ 浜口雄幸内閣
　３ 第二次若槻礼次郎内閣
　４ 犬養毅内閣
　コラム７ 浜口雄幸――その性格と政治指導

第８章　総力戦と立憲制
　１ 挙国一致内閣期の政治
　２ 日中戦争と近衛新党運動
　３ 太平洋戦争と翼賛政治体制
　コラム８ 硫黄島に出征した代議士・濱田尚友

第９章　占領下の日本政治
　１ 「戦後民主主義」の萌芽
　２ 戦後改革と憲法改正
　３ 議会政治の復興
　４ 中道政権の挫折
　５ 占領政策の転換・独立・国際社会への復帰
　６ 国内冷戦と一九五五年体制の成立
　７ 憲法と日米安保の体制化
　８ 草の根の分断と「戦後民主主義」の展望
　コラム９ 吉田茂

あとがき
日本近現代政治史年表
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政治コミュニケーション概論

石澤靖治 編著

メディアの第一線で活躍する研究者がアメリカや日
本，そして国際関係における政治とメディアの関係
性をあぶりだす。政治コミュニケーションの射程と
変容に加え，基礎理論，注目のパブリックディプロ
マシー等も紹介する。

はじめに
　第Ⅰ部　アメリカ
第１章　総論：
　　　　アメリカにおける政治コミュニケーション
　　　　――ルーズベルトからトランプまで
　１ 大統領の権力とメディア
　２ 米国におけるメディアコミュニケーション理論の展開
　３ 大統領とメディアの関係をどうみるか①
　　 ――いかにメディアを道具にするか
　４ 大統領とメディアの関係をどうみるか②
　　 ――メディアのバイパス化とネット時代
　５ トランプ以前／トランプ以降
　６ エンターテインメント化と思想問題
　コラム 敗者はヒラリー・クリントンと新聞の
　　　  支持表明 (endorsement)
第２章　マーケティング・デモクラシーとしての
　　　　大統領政治
　　　　――選挙と統治の戦略技術とその影響　
　１ 政治マーケティングとは，応答性の戦略技術である
　２ 政治マーケティングのプロセスとステップ
　３ 大統領たちのマーケティング利用と特徴
　４ 討論点
　　――大統領政治におけるマーケティングの意義
　コラム 大統領の有名な演説フレーズ
第３章　政治的対立とメディア：歴史的視点から
　　　　――保守政治の発展と世論・メディア
　１ はじめに
　２ 戦後政治分極化の基本構造
　３ 戦後保守思想形成とメディア
　４ 保守系メディアの拡大
　５ 影響力の構図
　６ 保守大衆運動とメディア
　７ おわりに
　コラム ローカル紙の危機
第４章　政治とメディアの分極化進む現代アメリカ
　　　　――存在感増すソーシャルメディア
　１ 世論とメディアの分裂
　２ フェアネス・ドクトリンの廃止とその影響
　３ デジタル戦略とフェイクニュース
　４ トランプ政権とメディアとの対立
　５ エコーチェンバーをどう乗り越えるか
　コラム トランプ大統領をめぐる「人格障害」論争
　第Ⅱ部　日本
第５章　総論：
　　　　日本における政治コミュニケーションの
　　　　射程と変容
　１ はじめに

　２ ニューメディアとオールドメディアの競合
　３ ４つの仮説と日本的現状
　４ 結び
第６章　プレーヤーとしての政治メディア・
　　　　政治ジャーナリスト
　　　　――首相とメディアの関係性の変遷から
　１ はじめに
　２ 新聞メディアとの対立――佐藤栄作
　３ 「テレポリティックス」序章――中曽根康弘
　４ 「テレポリティックス」の申し子――細川護熙
　５ 「テレポリティックス」2000年の変
　６ 〈視える政治〉の絶頂――小泉劇場
　７ 安倍流「テレポリティックス」
　　――選別・独演・予定調和
　８ ポスト安倍政権誕生とメディア
　９ 結び
　　――〈職業としての政治ジャーナリズム〉という視点
第７章　インターネット世論と政治
　　　　――日本におけるインターネット選挙運動の　
　　　　　　解禁と近年の動向
　１ はじめに
　２ インターネット選挙運動解禁以前の状況と論点
　３ インターネット選挙運動解禁の政策過程
　４ 解禁後の動向，課題と展望
第８章　メディアの分断と政治の分断
　　　　――各紙社説の実証的分析
　１ はじめに
　２ 分極化現象の特徴
　３ 新聞の言論機能への注目
　４ 経営戦略としての差別化
　５ おわりに
　コラム 「社論」とは何か
　第Ⅲ部　国際関係
第９章　総論：国際関係とメディアの構図
　　　　――メディアコミュニケーションによる国際
　　　　関係の視点
　１ ニュース生産のプロセスと国際報道のドメスティック性
　２ 自国以外のメディアの報道とパーセプションギャップ
　３ 国際関係とメディアとの基本的な構造
　４ 国際コミュニケーションの担い手：
 　　報道機関の国益と客観性
　５ 国際情勢の変化と国際情報戦の展開
　６ ネット社会による「革命」と混乱：アラブの春とその後
　７ ネット世論と国際紛争の光景：
 　　情報のグローバル化と閉鎖現象
　コラム トルコでのクーデターで明らかになったもの

第10章　戦争とメディア――歴史的事例からの視点
　１ 日露戦争（1904-1905年）：
　 　新聞の時代に交互に入れ替わった勝者と敗者
　２ 第１次世界大戦（1914-1918年）：
 　　総力戦の戦争に溢れるプロパガンダと虚報
　３ 第２次世界大戦（1939-1945年）：
 　　リアルなメディアとしてのラジオと対外宣伝
　４ ベトナム戦争（1960年代-70年代前半）：
 　　テレビ時代に敗れた戦争
　５ 湾岸危機・戦争（1990-1991年）：
 　　活かされたテレビと殺されたリアリティ
　６ イラク戦争（2003年）：
 　　衛星，ネット時代の国際世論戦
　コラム 戦争が始まると豹変し「感動」があふれた
 　　　　イラク戦争の「誤報」
第11章　日米，日中，日韓関係とメディア
　　　　――日本外交と世論の視点
　１ 日米関係：
　　上下関係という意識の中での変わらないバイアス
　２ 日韓関係：
 　　日米関係と裏返しの「贖罪」バイアスとその転換
　３ 日中関係：
 　　米と組んだ旧対日戦勝国，戦後は日米同盟と対立
　４ 米中韓の枠組みと日米の枠組み：
 　　日本の国際メディア戦略の要点
　５ 日本のメッセージ発信の手法として
　コラム 中国国民党・蒋介石夫人，宋美齢の
 　　　　対米世論工作での活躍
第12章　大国の覇権争いとしてのメディア戦
　　　　――パブリック・ディプロマシー（ＰＤ），
　　　　　　ソフト・パワー，シャープ・パワーの視点　
　１ メディア戦略の手段：
 　　プロパガンダ，広報（PR），
 　　パブリック・ディプロマシー（ＰＤ）
　２ アメリカとＰＤ：先駆者・覇権国としての政策
　３ 中国とＰＤ：
 　　新たな大国としてアメリカを猛追する戦略
　４ 日本とＰＤ：自らが主張する道を模索して
　５ ロシアと国際情報戦略：
 　　ネット時代の情報・メディア戦争の展開
　６ 国際政治の現実主義と理想主義：
 　　ソフト・パワー，シャープ・パワー
　コラム 捕鯨問題で日本はなぜ悪者になったのか
人名索引／事項索引／執筆者紹介

ここが

ポイント
!!

◎ 複雑な政治コミュニケーションの現実や最新動向　 
　 をやさしく解説
◎ メディアの現場，そして研究の最前線からの臨場　 
　 感あふれる報告
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治
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政策づくりを支援する問題解決思考やロジカル・シ
ンキング，SWOT分析など，多種多様な思考方法
を紹介するとともに，基礎的な用語の定義や内容の
重要ポイントも明示。自主的に学べる課題「Work」
を設け，さらに一歩踏み込んで考える道筋をつけた。

◎ 学ぶべき「ポイント」や，基本用語の定義を随所に提示
◎ 政策をつくるうえでの多種多様な思考のツールを紹介
◎ 基礎的な考え方が身につく課題「Work」を設定

実践的アプローチで学ぶ 総合政策学入門

加賀見一彰 著
ここが

ポイント
!!

はしがき

　PART Ⅰ　総　論
第１章　総合政策学の理念と背景
　１ 総合政策学の基本理念
　２ 総合政策学の背景
　３ 本書の基本方針と構成

第２章　政策と総合政策学の定義
　１ 政策の意味と意義
　２ 総合政策学の意味と意義
　３ まとめ
　補論　社会科学の全体的整理

第３章　総合政策学の内部構成
　１ 内部構成を整理する２つの視点
　２ 対象に着目した知識や技能
　３ 政策過程の定義，構造，応用
　４ タイプに着目した知識や技能
　５ まとめ

　PART Ⅱ　タイプに着目した
　　　　　　 知識・技能
第４章　着眼力と発見力
　１ 知識や技能としての着眼力と発見力
 　　の向上
　２ 目的の発見あるいは顕示化
　３ 理想－現実ギャップ
　４ アイデアの創出と発展
　５ まとめ

第５章　知識力と情報力
　１ 情報と知識
　２ 情報の収集
　３ 情報の選別
　４ 情報の整理
　５ まとめ

第６章　分析力と考察力
　１ 分析力と考察力
　２ 考察対象へのアプローチ
　３ 論理的思考
　４ ロジック・ツリー
　５ 科学的考察方法
　６ 相関関係と因果関係
　７ まとめ

第７章　提言力と実践力
　１ 提言力
　２ 実践力
　３ まとめ

　PART Ⅲ　対象に着目した知識・技能
第８章　社会の全体像
　１ 社会とはなにか？
　２ 主体
　３ 環境
　４ 要素間関係
　５ 調整メカニズム
　６ まとめ

第９章　環　境
　１ 総合政策学と環境
　２ 内部環境の分析
　３ 外部環境（マクロ環境）の分析
　４ 外部環境（タスク環境）の分析
　５ 内部環境と外部環境との結びつき
　６ 環境に関わる政策課題
　７ まとめ

第10章　主体：個人
　１ 個人とはなにか？
　２ 個人の分類
　３ 個人の活動
　４ 個人に関わる政策課題
　５ まとめ

第11章　主体：企業
　１ 企業とはなにか？
　２ 企業に関するデータ
　３ 企業の活動
　４ 企業形態
　５ 企業に関わる政策課題
　６ まとめ

第12章　主体：政府・国家
　１ 「国」の位置づけ
　２ 「国」へのアプローチ
　３ 政府と国家の定義
　４ 政府の制度
　５ 政府の目的
　６ 政府の活動
　７ 政府・国家に関わるその他のトピック
　８ まとめ

第13章　主体間関係と政策
　１ 主体間関係における問題の発生
　２ 主体間関係を通じた政策の設計と
 　　遂行
　３ 調整メカニズムのさらなる理解へ
　４ まとめ

第14章　調整メカニズムの分類と活用
　１ 公権力と政治的調整
　２ 共通感覚と慣習的調整
　３ 取引と市場的調整
　４ 調整メカニズムの選択と適用
　５ まとめ

　PART Ⅳ　まとめと展望
第15章　総合政策学の「おもしろさ」へ
　１ 学習成果の振り返り
　２ さらなる学習に向けたブックガイド
　３ 総合政策学のおもしろさ

人名索引／事項索引

近　刊
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パワーポリティクス的な動きが増えつつある現代の
国際政治を理解する必携のテキスト。不可欠な基礎
理論をしっかりと押さえ，現代の国際政治の現状を
読み解き，展開を見据えるための主要なイシューを
学ぶ。

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる国際政治
広瀬佳一／小笠原高雪／小尾美千代 編著

はじめに
略語表
序　国際政治の視点
　１ 国際政治の性格
　２ 国際政治の主体
　３ 外交と戦争
　４ 国際政治を動かす力
　第１部　国際政治の歴史
Ⅰ　国際社会のはじまり
　１ 国際社会の原型
　２ 主権国家体系の誕生
　３ 国民国家の発展と帝国主義
Ⅱ　二つの世界大戦と平和
　１ 第一次世界大戦
　２ ヴェルサイユ体制と
　　 集団安全保障
　３ 第二次世界大戦
Ⅲ　冷戦と現代
　１ 冷戦の起源
　２ 米ソ軍拡競争と軍備管理
　３ 冷戦とアジア⑴
　 　中国革命と朝鮮戦争
　４ 冷戦とアジア⑵
　 　ベトナム戦争
　５ 冷戦とアジア⑶
　 　米中ソ関係の変転
　６ 冷戦とデタント
　７ 冷戦の終焉
　８ 「歴史の終わり」かパワー
　　 ポリティクスの復活か
 　　――冷戦後の世界
　第２部　国際政治の基礎
Ⅳ　国際政治の理論
　１ リアリズム
　２ リベラリズム
　３ マルクシズム
　４ コンストラクティヴィズム
　５ 「科学」としての国際政治学
Ⅴ　対外政策分析
　１ 対外政策
　２ 対外政策決定⑴

　 　合理的選択，国際交渉，
　　 国内政治
　３ 対外政策決定⑵国内レベル
　４ 対外政策決定⑶個人レベル
Ⅵ　国際制度・機構
　１ 国際連合
　２ 安全保障理事会
　３ その他の政府間機関・制度
　４ 地域機構・制度
　５ 非政府組織
 　第３部　国際安全保障
Ⅶ　戦争・内戦
　１ 戦争の類型
　２ 戦争の原因⑴個人レベル
　３ 戦争の原因⑵国家レベル
　４ 戦争の原因⑶
　 　国際システムレベル
　５ 内戦
　６ 紛争研究における計量的
　 　アプローチ
Ⅷ　平和・秩序
　１ 勢力均衡
　２ 覇権
　３ 同盟
　４ 集団安全保障
　５ 協調的安全保障
　６ 紛争予防
　７ 平和構築
　８ 経済安全保障
　９ 経済援助・経済制裁
　10 宣伝・広報
　 第４部　国際政治経済
Ⅸ　経済のグローバル化と
　　歴史の展開
　１ 国際通貨体制
　２ 自由貿易体制
　３ 地域統合・市場統合の展開
　４ 経済支援・開発支援
　５ 通貨危機

Ⅹ　グローバル経済の新局面を
　　めぐる国際政治
　１ 世界金融危機
　２ 21世紀型貿易と自由貿易
　 　体制
　３ 持続可能な開発
　４ IT革命
　５ 知的財産権をめぐる国際政治
　６ 新興経済国と国際経済体制
　 　への影響
　第５部　現代の課題
Ⅺ　国家・地域の課題
　１ アメリカの動向
　２ 漂流の危機にあるNATO
　３ 主権国家を
　 　乗り越えられないEU
　４ ロシア
　 　――プーチン「2020年体制」
　 　は持続できるか
　５ 中国――激動の「大国」
　６ 「世界大国」をめざすインド
　７ 古くて新しい回廊
　 　――「中央アジア」
　８ 朝鮮半島
　 　――武力不行使の三類型
　９ 生き残りをはかる台湾
　10 東南アジア
　 　――米中対立の新たな舞台
　11 中東――綻ぶ主権国家体系
　12 アフリカと地域主義
　13 オーストラリア
　 　――アジア太平洋のミドル
　 　　　パワー
　14 ラテンアメリカ
　 　――噴出する社会の矛盾と
　 　　　政治の混迷
Ⅻ　グローバルな課題
　１ 国際テロリズム
　２ 大量破壊兵器の拡散とその
　 　身近な脅威
　３ 貧困と格差
　４ 気候変動をめぐる国際政治

　５ 偏在するエネルギーと接続性
　６ 人道的介入
　７ 民主主義と人権
　８ 複雑化する人の越境移動
　９ 国際政治とジェンダー
　10 感染症の時代における
　 　国際協力と対立
ⅩⅢ　日本の課題
　１ 安全保障政策
　２ 国連外交
　３ 経済外交
　４ アジア太平洋の多国間協力
　５ 近隣諸国との関係⑴
　 　歴史認識
　６ 近隣諸国との関係⑵
　 　領土問題
人名索引／事項索引
コラム一覧
　１ 国際政治史のなかの
　　 イギリス帝国
　２ 20世紀の戦争と技術
　３ ベトナムの国名表記
　４ 地政学
　５ 米中戦争は不可避か
　６ 戦場としての宇宙
　７ 人工知能は戦争を変えるか
　８ ミサイル防衛
　９ サイバー防衛と国際政治
　10 移行期正義
　11 「二酸化炭素」排出実質
　 　ゼロへの道
　12 国際連帯税と特許プール
　13 一帯一路
　14 国際紛争持ち込まれ型テロ
　15 大量破壊兵器の『暗殺』使用
　16 地球温暖化と北極
　17 感染症と安全保障
　18 インド太平洋
　19 秋野豊氏の死と日本の
　　 平和構築の夜明け

ここが

ポイント
!!

国
際
政
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◎ 国際政治を学ぶ上で必須のトピックを網羅
◎ 各トピックを見開きでコンパクトにわかりやすく解説
◎ 充実の用語解説とクロスリファレンスで構造的に学べ
　 る１冊
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安全保障，国際貿易と金融，開発，環境，人権……
一見すると遠くにあるようで，実際には近くに存在
する国際関係についての主要な「理論」と「争点」を，
大学１年生が日常生活で経験する国際関係を基にし
たストーリーと共に，わかりやすく紹介する。

◎ 国際関係論における基礎的な理論から主要な争点まで
　 網羅した初学者必携の入門書
◎ ストーリーや図を交えて複雑な理論もわかりやすく紹
 　介

学問へのファーストステップ 5

国際関係論入門
草野大希／小川裕子／藤田泰昌 編著

はしがき

序　章　遠くて近い国際関係を学ぼう

　第Ⅰ部　国際関係の構図　
第１章　国際関係の全体像を知ろう
　１ 国際関係とは何か
　　 ――国際関係を「定義」する
　２ ウェストファリアから世界へ
　　　――主権国家体制の誕生と拡大
　３ ３つの分析レベルから国際関係を見てみよう
　コラム１ 冷戦後に顕在化した主権国家体制の
　　　　　 「ほころび」？

　第Ⅱ部　国際関係論の主要理論　
第２章　リアリズム
　　　　――ジャングルの世界の権力闘争？
　１ リアリズムの基本的考え方
　２ 古典的リアリズムとネオリアリズム
　３ アナーキーの重要性
　４ 勢力均衡
　５ 同盟
　６ 覇権
　コラム２ 日米同盟における「見捨てられ」，
　　　　　 「巻き込まれ」の問題

第３章　リベラリズム
　　　　――ジャングルを克服して平和を
　　　　　　つくろう！
　１ リベラリズムの基本的考え方
　２ 平和をつくる三角形――リベラル・ピース
　３ 民主主義国家どうしがつくる平和
　　 ――平和をつくる三角形⑴
　４ 経済的相互依存がつくる平和
　　 ――平和をつくる三角形⑵
　５ 国際組織がつくる平和
　　 ――平和をつくる三角形⑶
　コラム３ 民主的平和の後退？

第４章　ラショナリズム
　　　　――合理的に選択してなぜ戦争が
　　　　　　起こるのか？
　１ 国や人は合理的？――合理的選択という仮定
　２ 合理的な主体による戦争？
　　 ――交渉の失敗としての戦争
　３ 合理的主体による交渉失敗？
　　 ――交渉失敗の３つのメカニズム

　コラム４ 強制と安心供与の組合せとしての
　　 　　　日本の安全保障政策

第５章　コンストラクティビズム
　　　　――世界は「社会的に構築」できる！
　１ コンストラクティビズムによる挑戦
　２ コンストラクティビズムの理論的視座
　３ 国際規範の拡散――規範のライフサイクル
　４ 国際規範の多様な展開
　コラム５ 規範の拡散における非欧米
　　　　　 （non-Western）主体の活躍

　第Ⅲ部　国際関係論の争点　
第６章　国家間の戦争と平和
　　　　――大国間の「悲劇」は繰り返されるのか？
　１ 第１次世界大戦
　２ 第２次世界大戦
　３ 「冷戦」という名の平和
　４ 冷戦後の世界
　　 ――１極時代から大国間競争の復活へ
　コラム６ 拡大抑止――日米安保体制を例として

第７章　内戦と平和構築
　　　　――隣人どうしが「敵」になる悲劇に
　　　　　　どう対処するのか？
　１ なぜ内戦は起こるのか
　２ 冷戦後の国際社会で多発する内戦
　３ 国際社会による内戦への介入
　４ 平和構築
　コラム７ ルワンダの悲劇と国際社会の対応

第８章　国際貿易
　　　　――自由貿易は誰にとって得なのか
　１ 自由貿易と保護貿易――貿易と国家
　２ 貿易をめぐる国内政治社会の動き
　３ 国際貿易体制の展開
　４ グローバル化する貿易
　　 ――グローバル・バリューチェーンの出現
　５ 貿易と連関する安全保障
　コラム８ メガＦＴＡ時代

第９章　国際金融
　　　　――国境を越えるマネーはどのように
　　　　　　管理されているのか
　１ 国境を越えて動くマネー
　２ 誰が国際金融システムを管理するのか？
　３ 通貨をめぐる国際関係
　　 ――通貨制度と通貨外交

　４ 頻発する国際金融危機
　　 ――発生メカニズムと危機対応
　コラム９ 仮想通貨（暗号資産）と国際関係

第10章　開発協力
　　　　――地球上の誰もが発展できる世界を
　　　　　　求めて
　１ 開発協力とは何か――概念・主体・種類
　２ 開発援助のはじまり（1940年代後半～50年代）
　３ 開発援助の国際制度化（1950年代～60年代）
　４ 望ましい開発援助のアイディアを求めて
　　 （1970年代～2000年代）
　５ 新興国の台頭とポスト開発援助時代の到来
　　 （2010年代）
　コラム10 世銀の融資を受けて開通した東海道
　　 　　　新幹線

第11章　地球環境
　　　　――環境を「維持」するのも「壊す」のも
　　　　　　私たち次第
　１ 地球環境問題とは
　２ 地球環境問題の登場
　３ 地球環境レジーム
　４ 地球環境問題とＳＤＧｓ
　コラム11 新興国と温暖化交渉

第12章　人権と人の移動
　　　　――人間としての権利をどう守るのか
　１ 人権規範の誕生と発展
　２ なぜ国家は人権条約を締結するのか
　３ なぜ国家は人権条約を遵守するのか
　４ 人権と人の移動――難民保護をめぐって
　コラム12 国内避難民問題とは何か？

第13章　グローバル化とグローバル・ガバナンス
　　　　――世界の秩序づくりに参加しよう！
　１ グローバル化する世界
　２ グローバル化と国際関係理論
　３ グローバル・ガバナンス
　　 ――誰がどのように地球を管理するのか？
　４ 反グローバル化の高まりとグローバル・
　　 ガバナンスの動揺
　コラム13 「日本のトランプ」が登場しないのは
　　 　　　なぜか？

人名索引／事項索引
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プライマリー国際関係学
足立研幾／板木雅彦／白戸圭一／
鳥山純子／南野泰義 編
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◎ 初学者にも分かりやすい平易な記述
◎ 学生が親しみやすい具体的事例から説き起こし，それ
　 を徐々に抽象的な次元まで掘り下げ，最後に学生たち
　 の生き方や暮らしに結びつけることを目指す　

国
際
政
治

はしがき

　第Ⅰ部　国際関係学とは何か
第１章　国際関係における秩序の形成を
　　　　目指して
　１ 力による秩序の模索
　２ 国際協調による秩序の模索
　３ ｢国際関係」学の崩壊？

第２章　国際経済から見た国際関係
　１ 生産性，利潤と賃金，成長と消費
　２ 不等労働量交換と国際分業の形成
　３ 国内総生産と貿易サービス収支
　　 不均衡

第３章　国際関係と「文化」
　１ ナショナリズムと文化
　２ ポストコロニアリズムと文化
　３ レイシズムと文化

　 第Ⅱ部　国際関係の分析視角
第４章　国際社会の法秩序と国連の役割
　１ 国際法の基本的枠組み
　２ 国際法と国連
　３ 国連による国際法の形成と発展

第５章　デモクラシーのジレンマ
　１ デモクラシーの勝利
　２ 国境を越えるデモクラシー
　３ デモクラシーの影
　コラム１ デモクラティック・ピース論

第６章　貧困と社会開発
　１ 貧困と貧困対策の考え方
　２ 貧困の測り方
　３ 開発政策の変遷と貧困への対応
　４ 経済成長と社会開発の意義
　５ 現代の貧困問題へのアプローチ
　コラム２ 開発援助の現場から得たもの

第７章　発展途上国の開発問題と
　　　　持続可能な開発目標（SDGs）
　１ 発展途上国の開発問題とその背景
　２ 地位向上を目指す発展途上国の運動
　３ 国連ミレニアム開発目標（MDGs）
　　 の作成と諸主体の努力
　４ 国連ミレニアム開発目標（MDGs）
　　 の達成状況と持続可能な開発目標
　　 （SDGs）への継承

第８章　グローバル化とジェンダー
　１ ジェンダーとは何か
　２ 作られた格差としての女性差別
　３ なぜ国際関係学でジェンダーを
　　 扱うのか

第９章　グローバル化とメディア
　１ メディア，コミュニケーション技術，
　　 領土化
　２ 文化帝国主義とアメリカの時代
　３ 複雑化するメディアフロー
　４ グローバルメディアの時代

　第Ⅲ部　現代世界を読み解く　　　
第10章　紛争はなぜ起こるのか
　　　　 ――シリア内戦と「イスラーム国」
　　　　　　 から考える
　１ 紛争の定義・タイプ・発生要因
　２ 内戦はなぜ起こるのか
　３ シリア内戦の発生・長期化・国際化
　４ ｢イスラーム国」から見る 21世紀の
　　 紛争の特徴と課題
　コラム３ 紛争から捉え直す国家

第11章　地球温暖化と人類の選択
　１ 地球温暖化の科学
　２ 地球温暖化防止のための国際制度

第12章　移民
　　　　――越境者たちが変える世界
　１ 国際移民が生きる世界
　２ 国際移民を規定する制度
　３ 国際移民と日本
　　　
第13章　グローバル化時代の越境組織犯罪
　　　　――ビジネス・悪漢（ワル）・
　　　　　　安全保障
　１ 拡大する越境組織犯罪のビジネス
　２ 悪漢（ワル）の世界
　３ 越境組織犯罪対策

第14章　米中覇権のせめぎあい
　１ アメリカによる覇権
　　 ――戦後国際経済秩序の誕生
　２ 中国の台頭とアメリカの対応
　３ 米中覇権競争の行方
　　 ――パックス・アメリカーナの終焉？

第15章　統合と分断の狭間で揺れるＥＵ
　１ ヨーロッパ統合の歩み
　２ 統合の飛躍的進展の時代から危機
　　 の時代への移行
　３ グローバル社会で問われるＥＵの　
　 　役割

第16章　｢ラストフロンティア」
　　　　 アフリカの胎動
　１ アフリカ理解の第一歩
　２ アフリカの歴史を知ろう
　３ アフリカの可能性と課題
　コラム４ 孤立していなかった北朝鮮：
　　　　　 エチオピアで見た
　　　　　 「もう一つの世界｣

あとがき
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A5判美装/312頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09126-3　2021年4月刊行

国際関係学を初めて学ぶ読者へ向けた入門書。行き
過ぎたグローバリゼーションがもたらす光と影，「異
形の大国」中国の動向，米中覇権争いの行方……山
積する課題から目をそらさず，21世紀の国際関係を
学び研究するための基盤を提供する。



A5判美装/336頁　定価：3,520円（本体3,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09372-4　2022年11月刊行

国際関係史はどのように学び，研究すべきか。本書
では，その学問的枠組みから資料探索や論文執筆の
方法までを，冷戦史研究の泰斗がわかりやすく解説
する。

◎ 冷戦史・米欧関係史の泰斗である著者が，歴史研究の哲学
　 的基礎付けから資料の読み方，論文執筆までを解説した，
　 英語圏で定評ある概説書の翻訳
◎ 第一次・第二次世界大戦の勃発や日米開戦を題材に，紹介
　 した手法を著者自身が実践。歴史研究が組み立てられてい
　 く現場を体験することができる

国際関係史の技法
―― 歴史研究の組み立て方

マーク・トラクテンバーグ 著
村田晃嗣／中谷直司／山口 航 訳
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日本語版の読者へ
はじめに
凡　例

第１章　歴史研究の理論
　　著名な伝統――ヘンペル vs コリングウッド
　　構成主義者の挑戦
　　科学哲学は歴史哲学でもある

第２章　外交史と国際関係理論
　　歴史家と国際関係理論
　　歴史と理論家

第３章　歴史研究の批判的分析
　　研究状況の把握
　　文献の分析――方法を説明しよう
　　A・J・P・テイラーと第二次世界大戦の起源
　　フリッツ・フィッシャーと第一次世界大戦の起源
　　リチャード・ニュースタットとスカイボルト問題

第４章　文献分析で解釈を向上させる
　　　　――1941年の場合
　　1941年のアメリカとドイツ
　　ローズヴェルトと日本
　　日本側の観点
　　アメリカの政策を説明する
　　　――その名も間接アプローチ
　　全体の構図

第５章　文書を使いこなす
　　一次資料の調査――基本的な考え方
　　証拠を評価する――いくつかのテクニック
　　歴史研究の基本

第６章　プロジェクトを始める
　　技術移転の問題――アメリカの事例
　　19 世紀のイギリスの貿易政策

第７章　書き上げる
　　何を目指すべきか
　　方　法

主要参考文献
訳者あとがき
索　引
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テキスト日米関係論
―― 比較・歴史・現状

畠山圭一 編著
ここが

ポイント
!!

◎ 日米関係史，日米関係論，日米比較などについて体
　 系的に学ぼうとする学生をはじめ，研究者，大学院
 　生，実務家，社会人にとっても格好のテキスト
◎ 文化・社会・歴史などさまざまな角度から，日本と
　 アメリカの関係を立体的に捉える構成

国
際
政
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A5判美装/458頁　定価：4,400円（本体4,000円＋税）
ISBN 978-4-623-09357-1　2022年4月刊行

本書は，日米関係とは何か，「比較」と「歴史」の
両面から描きだす。歴史と現状，政治・経済・社会・
文化等の特質，日米交流と相互作用，国際社会にお
ける意義と役割など，その全体像を把握できる包括
的なテキスト。

はしがき
序　章　日米関係の深層
　　　　――その意義と影響
　１ 日米交流の原風景
　２ 日米関係の原点
　 　――幕末日本と新興アメリカの
　　 　　外交戦略
　３ 日米関係の文明史的意義
 　　――時空を超えた邂逅
　第Ⅰ部　日米比較⑴――文化
第１章　伝統的精神基盤の日米比較　
　　　　――「やまと心」と「アメリカン・
　　　　　　マインド」
　１ 日本の伝統的精神基盤
　２ 国家形成と伝統的精神基盤
　３ アメリカの精神基盤
　　 ――国民統合と宗教意識
第２章　国家統治の日米比較
　　　　――「伝統の国」と「理念の国」
　　　　　　の民主主義
　１ 政治比較・社会比較の難しさ
　２ 国家とは何か
　３ 日本の国家像とアメリカの国家像
第３章　政教関係（政治と宗教）の
　　　　日米比較
　　　　――異なる政教分離の意味
　１ 政教分離
　２ アメリカの宗教と政治
　３ 日本の宗教と政治
第４章　意思決定システムの日米比較
　　　　――協調原理と競争原理の
　　　　　　バランス
　１ 政治決断の必要性
　２ 日本の意思決定システム
　３ アメリカの意思決定システム
　第Ⅱ部　日米比較⑵――社会
第５章　経済・経営観の日米比較
　　　　――日本企業の企業文化と
　　　　　　経営戦略
　１ 日米の経済成長の推移と
　　 重点投資分野
　２ 日米の産業構造
　３ 日米企業の経営観
 　　――製造業を中心に
第６章　法文化の相違
　　　　――日米関係の視点から
　１ 日米法文化を理解する意義
　２ 訴訟にみる日米の違い
　３ 訴訟への違和感と制度的背景
　４ 専門化に伴う国家機能肥大化への
　　 統制にみる相違
　５ 法制度の基底をなす文化的な相違

第７章　外交・安全保障の伝統
　　　　――国際システムの歴史的
　　　　　　展開の中で
　１ 日米の外交・安全保障の伝統の分析
　２ 孤立主義と国際主義
　　 ――アメリカと日本
　３ 20世紀アメリカの国際主義の
　　 登場と日本
　４ 第二次世界大戦後のアメリカの
　　 国際主義と日本

第８章　国際経済政策の理念
　　　　――揺れ動く自由貿易主義
　１ アメリカの国際経済政策
　２ 日本の国際経済政策
　３ 日米の共通点と相違点

　第Ⅲ部　日米関係史⑴
　　　　　――近世・近代
第９章　遭遇する二つの新興国家
　　　　――幕末期の日米関係
　１ 日米和親条約（神奈川条約）の締結
　２ 日米通商航海条約の締結
　３ 幕末期の日米関係

第10章　近代国家日本の歩みと
　　　　進展する両国関係
　　　　――1868～95年の日米関係
　１ 明治政府の誕生
　２ 岩倉使節団
　３ アメリカの対日外交
　４ 条約改正交渉
　５ 近代化政策の推進
　６ グラント前大統領の来日
　７ 日清戦争

第11章　台頭する二つの新大国
　　　　――1896～1914年の日米関係
　１ アメリカ外交政策の転換
　２ 日清戦争後の極東
　３ 日露戦争
　４ 日露戦争後の国際関係
　５ 日本人移民をめぐる日米関係

第12章　軋み始めた日米関係
　　　　――1915～30年の日米関係
　１ 第一次世界大戦の衝撃
　２ 旧秩序の解体から新秩序の建設へ
　３ 日米友好の時代
　　 ――新秩序の強化とその意図
　　 　　せざる結果
　４ 経済外交への期待と人種・移民問題

第13章　破綻する日米関係
　　　　――1931～45年の日米関係
　１ 満洲事変と日中戦争

　２ 開戦までの日米交渉
　３ 日米戦争

　第Ⅳ部　日米関係史⑵――現代
第14章　戦後激動期の日米関係
　　　　――同盟の「対等性」を求めて
　１ 勝者のアメリカと敗者の日本
　２ 対日講和と日米安保条約
　３ 安保改定
　４ 新安保条約後の日米関係

第15章　日米摩擦激化の時代
　　　　――1980年代の日米関係
　１ 新冷戦と日米「同盟関係」
　２ 「ロン・ヤス」の時代
　３ 日米摩擦
　４ 冷戦の終焉へ

第16章　転換する日米関係
　　　　――日米同盟の再定義
　１ 湾岸戦争
　２ 同盟漂流
　３ 日米同盟の新たな意義の模索
　４ 日米同盟の深化

第17章　グローバル時代の日米関係
　　　　――2000年代
　１ ブッシュ政権の成立と2000年代
　　 の日米関係
　２ 小泉政権の成立と対テロ戦争の
　　 開始
　３ イラク戦争と日米関係
　４ 安倍第一次政権・麻生政権・
　 　福田政権と日米関係
　５ 日米における民主党政権の成立
　　 ――オバマ政権と鳩山政権下の
　　　　 日米関係

第18章　多極化時代の日米関係
　　　　――2010年代の日米関係
　１ 「覇権なき世界」へ
　　 ――動揺する日米関係
　２ 日米同盟の転機
　　 ――「トモダチ作戦」と
　　 　　 「リバランス政策」
　３ 日米関係の再構築
　４ 拡大する日米防衛協力
　５ 日米新時代の幕開け
　６ 深化する日米関係・日米同盟

　第Ⅴ部　現状と展望
　　　　　――競争・協調・協力
第19章　安全保障
　　　　――日米同盟の特徴と展望
　１ 海洋国家としての日米の地政学的
　　 国益の一致

　２ 世界覇権国としてのアメリカの
　　 野望・対立・日米戦争・占領
　３ 再独立後も「事実上の保護国」か
　４ アメリカから見た日本の位置付け
　　 と期待
　　 ――対米追加・補完機能
　５ 展望
　　 ――米国覇権の黄昏，多極化，
　　 　　自立を求められる日本

第20章　日米経済通商関係
　　　　――歴史と現状
　１ 日米貿易摩擦の政治的解決
　　 ――二国間個別交渉の時代
　２ 1985年「日米逆転」とそれ以降
　　 の通商問題
　３ 多国間主義・新地域主義と日米関係
　４ すれ違う日米
　　 ――二国間交渉への回帰か，
　　 　　多国間枠組みへの回帰か

第21章　エネルギー問題
　　　　――多岐にわたる日米協力
　１ 日米両国のエネルギー事情
　２ 日米エネルギー関係の経緯と現状
　３ 日米エネルギー関係の課題と展望

第22章　宇宙開発
　　　　――日米同盟の下で進化する
　　　　　　宇宙協力
　１ アメリカからの技術導入と自主
　　 開発路線への転換
　２ 日米衛星調達協議の結果とわが国
　　 宇宙産業への影響
　３ 信頼関係の構築と日米協力の深化
　４ 安全保障分野における日米宇宙
　　 協力の進展

第23章　世界の中の日米関係
　　　　――国際的役割と課題
　１ 「二国関係」から「グローバル・
　　 パートナー」へ
　２ 突き付けられた難題
　　 ――問われる日本の国際戦略
　３ 日米関係への教訓と課題
　４ 日米新秩序の展望
　　 ――後退するアメリカ

終　章　将来展望
　　　　――日米関係の新時代
　１ 国際潮流と覇権の行方
　２ アメリカにとっての日米同盟
　３ 日本にとっての日米同盟
　４ 日米同盟の将来
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変動し続ける世界情勢のなかで今なお中心的な地位
を占めるアメリカの政治と経済について，わかりや
すく解説する。体系的な知識だけでなく，独力で研
究を進める力を身につけることにも配慮したテキス
ト。

現代アメリカ政治経済入門

河﨑信樹／河音琢郎／藤木剛康 編著

はじめに

序　章　現代アメリカ政治経済を見る目
　　　　――歴史的展開と今日的特徴
　１ 現代アメリカ政治経済の歴史的展開過程
　２ 今日のアメリカ政治経済の特徴
　　 ――トランプ政権の誕生と退陣

　第Ⅰ部　経済を捉える
第１章　国内経済情勢
　　　　――アメリカ経済は復活したのか
　１ 1990年代以降のアメリカ経済の概況
　２ 「ニューエコノミー」と「ITバブル」
　　 ――1990年代
　３ 住宅バブルの形成――2000〜06年
　４ 金融危機から新型コロナショックへ
　コラム１ 長期停滞論

第２章　対外経済関係
　　　　――経常収支赤字の持続と通商政策の
　　　　　　ゆくえ
　１ アメリカの国際収支
　２ 対外経済政策とは何か
　３ ポスト冷戦期の対外経済政策
　コラム２ 経済安全保障政策と金融制裁

第３章　産業構造の変化
　　　　――続く産業構造高度化，加速する雇用と
　　　　　　地域の分極化
　１ 産業大国アメリカの変貌
　　 ――製造業の衰退と経常収支の赤字化
　２ 製造業大国からサービス業・金融業大国へ
　　 ――1980年代
　３ ＩＴ投資による復活と新産業の創出
　　 ――1990年代
　４ 企業のグローバル展開の加速と国内産業の停滞
　　 ――2000年代
　５ イノベーション・富裕層依存の産業構造
　　 高度化とその問題点――2010年代
　コラム３ ＧＡＦＡ規制論とそのゆくえ

第４章　雇用構造の変化
　　　　――経済の再編と格差社会
　１ 所得格差の実態
　２ 株式市場における富の創出
　３ 「中産階級」の崩壊
　４ クリエイティブ・クラスと社会の分断
　コラム４ 新型コロナウイルス感染症と
　　　　　 アメリカの格差社会

　第Ⅱ部　政治・政策を捉える
第５章　政治システム
　　　　――分断されたアメリカの構図
　１ アメリカ政治システムの特徴
　　 ――大統領制と連邦議会
　２ 政策形成プロセス
　３ 保守とリベラルの政策対立の構図
　４ ポピュリズムの台頭と分極政治
　５ 分断されたアメリカのゆくえ
　　 ――バイデン政権の課題
　コラム５ 司法（連邦最高裁）の政策形成への関与

第６章　財政政策
　　　　――巨額の財政赤字をどうするのか
　１ アメリカ連邦財政の歴史的推移と基本構造
　２ 予算編成過程とその特質
　３ 財政改革をめぐる保守とリベラルの対立
　４ 新型コロナ対策と「大きな政府」への転換？
　５ 財政赤字の持続可能性
　コラム６　2011年の債務上限危機

第７章　医療保障政策
　　 ――“オバマケア”による変化と限界
　１ アメリカが抱える医療保障をめぐる二大問題
　２ 医療保障改革（オバマケア）の主な内容
　３ 医療保障改革（オバマケア）の意義と限界
　４ アメリカ医療保障のゆくえ
　コラム７ 新型コロナ感染拡大下で顕在化する
　　　　　 格差問題

第８章　エネルギー・環境政策
　　　　――エネルギー自立から気候変動対策へ
　１ エネルギーと環境をめぐる歩み
　２ オバマ民主党政権期――2009〜17年
　３ トランプ共和党政権期――2017〜21年
　４ バイデン民主党政権の始動――2021年〜
　コラム８ 州レベルで進む無公害車（ZEV）の普及

第９章　金融政策
　　　　――伝統的金融政策のゆらぎ
　１ 金融制度の確立
　２ 金融政策の展開と金融自由化
　３ 「ニューエコノミー」下の金融政策と
　　 プルーデンス政策
　４ 金融危機と金融政策のゆくえ
　コラム９ FedビューとBISビュー

第10章　移民政策
　　　　――移民労働力の重要性と深まる党派対立
　１ アメリカにおける移民政策の歴史
　２ アメリカ経済にとっての移民労働力
　３ 移民政策をめぐる対立構図とその変化
　４ トランプ政権の移民政策
　コラム 10 移民はアメリカ経済にどのような
　　　　　  影響を及ぼすのか

　第Ⅲ部　国際関係を捉える
第11章　ポスト冷戦期の外交・安全保障政策
　　　　　――噴出する新たな外交課題への挑戦
　１ アメリカ外交の歴史的特徴
　２ アメリカ外交の主要アクター
　３ 冷戦終結と G・H・W・ブッシュ政権
　　 ――新世界秩序の理想と現実
　４ クリントン政権の外交政策――経済外交の重視
　５ G・W・ブッシュ政権の外交政策
　　 ――単独主義と安全保障の重視
　６ B・オバマ政権の外交政策
　　 ――軍事力なき「覇権」の追求
　コラム 11 通商政策をめぐる政府と連邦議会

第12章　トランプ政権の外交・安全保障政策
　　　　――ポスト冷戦期アメリカ外交からの
　　　　　　転換と混乱
　１ トランプ政権の外交政策とその理念
　２ トランプ外交の政策プロセス
　３ 米中関係の構図
　４ トランプ政権の対中政策
　　 ――大国間競争への転換
　５ バイデン外交の展望
　コラム 12　米中和解と台湾問題

第13章　日米関係――深化する日米同盟
　１ 冷戦期の日米関係
　２ 冷戦の終焉と日米同盟の再定義
　３ 「内向き化」するアメリカと日米同盟のゆくえ
　コラム 13 日米経済摩擦
　コラム 14 日米地位協定

補　章　アメリカ政治・経済研究をテーマとした
　　　　レポート・卒業論文作成ガイド
　１ スケジュールの設定
　２ テーマの設定
　３ 先行研究の検討
　４ 事実の収集
　５ 原稿の作成
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ここが

ポイント
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◎ アメリカの歴史と今日的特徴をバックボーンに据えて
　 政治経済を解説する
◎ アメリカの政治経済を網羅的に学べるテキスト
◎ レポート，卒論の書き方までも解説した。学び，発表
　 するまでに寄り添う一冊
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるＥＵ政治
坂井一成／八十田博人 編著

ＥＵ（欧州連合）について一から学べる入門テキス
ト。欧州統合の歴史から機関まで丁寧に解説した上
で，個別の政策領域および加盟各国を取り上げる。
ＥＵを取り巻く国際関係にも目配りした，必携の一
冊。図や資料も豊富に掲載。

　はじめに

　第 1部　ＥＵ統合の歴史と理論 
Ⅰ　歴史 
　１ ヨーロッパ統合の先史
　２ 統合の目的と理念
　３ ＥＣの発足と共通政策の開始
　４ ルクセンブルクの妥協
　５ 欧州市民権
　６ マーストリヒト条約とＥＵの発足
　７ ＥＵ拡大の歴史
　８ 欧州憲法条約の挫折
　９ リスボン条約
　10 リスボン戦略と欧州2020

Ⅱ　理論 
　１ 新機能主義
　２ 超国家主義と政府間主義
　３ ガバナンスとＥＵ
　４ 外部ガバナンス
　５ 「欧州化」の理論
　６ 規制国家論
　７ テクノクラシーと民主主義
　８ ＥＵにおける「共通の価値」
　９ 司法協力とＥＵ法の拘束力

　第 2部　ＥＵの政策決定 
Ⅲ　ＥＵ機関 
　１ 欧州委員会
　２ ＥＵ理事会
　３ 欧州議会
　４ 欧州理事会
　５ ＥＵ司法裁判所
　６ 経済社会評議会と地域評議会
　７ 欧州対外行動庁と在外代表部

Ⅳ　政策決定プロセス 
　１ 各機関の関係と政策決定プロセス
　２ 補完性の原理
　３ コミトロジー
　４ 欧州オンブズマン

　第 3部　ＥＵの政策領域 
Ⅴ　経済・産業・社会分野 
　１ 経済

　２ 財政
　３ 通貨
　４ 産業
　５ Ｒ＆Ｄ
　６ 競争政策
　７ 社会政策
　８ 環境
　９ 農業
　10 エネルギー
　11 教育
　12 文化
　13 言語
　14 少数言語・少数民族
　15 宗教
　16 地域開発

Ⅵ　内務司法・対外関係分野 
　１ 外交
　２ 安全保障
　３ 治安，テロ対策
　４ 人の自由移動
　５ 移民・難民問題り
　６ 拡大
　７ 離脱
　８ 近隣諸国政策
　９ 開発援助
　10 宇宙

　第 4部　加盟国・加盟候補国・周辺国と
　　　　　ＥＵ政治	
Ⅶ　加盟国・加盟候補国とＥＵ政治
　１ フランス
　２ ドイツ
　３ イギリス
　４ イタリア
　５ スペイン子
　６ ポルトガル
　７ ベネルクス三国：ベルギー，オランダ，
　　 ルクセンブルク
　８ 北欧諸国：スウェーデン，デンマーク，
　　 フィンランド
　９ バルト三国：エストニア，ラトビア，
　　 リトアニア
　10 ギリシャ
　11 スロベニア

　12 キプロス
　13 マルタ
　14 ポーランド
　15 ハンガリー
　16 チェコ
　17 スロバキア
　18 東バルカン
　19 西バルカン諸国
　20 トルコ

Ⅷ　周辺国とＥＵ政治
　１ スイス
　２ 北欧の非ＥＵ加盟国：ノルウェー，
　　 アイスランド
　３ ウクライナ

　第５部　世界の中のＥＵ 
Ⅸ　国際機構・国際制度との関係 
　１ 国連
　２ ユネスコ
　３ ＯＥＣＤ
　４ ＷＴＯ
　５ ＮＡＴＯ
　６ ＯＳＣＥ
　７ 欧州審議会
　８ Ｇ７／Ｇ20
　９ インターリージョナリズム
　10 地中海
　11 欧州人権裁判所

Ⅹ　国家・地域との関係 
　１ 日本
　２ アメリカ
　３ ロシア
　４ 中国
　５ 台湾
　６ 韓国
　７ カナダ
　８ 中南米
　９ アフリカ
　10 中東

人名・事項索引

ここが

ポイント
!!

◎ ＥＵの歴史や成り立ち，理念から機関まで丁寧に解
　 説
◎ ＥＵを取り巻く国際関係にも広く目配りし，バラン
　 スのとれた視点を提供
◎ 見開き２ページでわかりやすく解説
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16世紀後半から今日に至るまでの近現代ヨーロッパ
外交史における70の要点を取り上げ，最新の知見を
盛り込みながらそれぞれの背景・展開・意義を詳述，
その全貌を明らかにする。

Minerva KEYWORDS 10　

ハンドブックヨーロッパ外交史
―― ウェストファリアからブレグジットまで

岩間陽子／君塚直隆／細谷雄一 編著

はしがき
　第Ⅰ部　ウェストファリア体制の成立，1648～1814年
解説
１　ウェストファリアへの前奏曲――アウクスブルク宗教平和令（1555年）
２　ウェストファリア条約（1648年）――「主権国家」体系の誕生？
３　ルイ14世の戦争――九年戦争・スペイン継承戦争
４　フリードリヒ大王とマリア・テレジア――オーストリア継承戦争・七年戦争
５　アメリカ独立戦争とヨーロッパ――イギリスの孤立と敗北
６　フランス革命とナポレオン戦争――「長い18世紀」と財政＝軍事国家
　第Ⅱ部　「ヨーロッパ協調」の成立と崩壊，1814～1914年
解説
７　ウィーン会議（1814〜15年）――「ヨーロッパ協調」の始まり
８　パーマストン外交――「会議外交」の時代
９　1848 年の革命――自由主義と国民主義の爆発
10　クリミア戦争（1853〜56年）――「ヨーロッパ協調」の転換点
11　ナポレオン３世の外交――ナポレオンの栄光と国民主義政策のジレンマ
12　ドイツ帝国の成立――ビスマルクの思惑と誤算
13　ビスマルク体制――「急場しのぎ」の産物
14　三国同盟と三国協商――ヨーロッパ国際政治の二極化
15　パクス・ブリタニカ――大英帝国の光と影
16　英独建艦競争――世論を巻き込んだ軍拡とその影響
　第Ⅲ部　二つの世界大戦，1914～45年
解説
17　第一次世界大戦の勃発――第三次バルカン戦争から世界大戦へ
18　第一次世界大戦の展開（1914〜18年）――様々な戦争目的
19　ロシア革命（1917年）
　　――社会主義イデオロギーの国家建設と拡散する影響
20　パリ講和会議（1919年）――「ヴェルサイユ体制」の成立
21　国際連盟の成立（1920年）――国際法と会議外交による戦争予防の試み
22　オスマン帝国の解体――「ヨーロッパ」の成立と「中東」の誕生
23　委任統治と帝国主義――帝国主義の延命と抑制
24　ロカルノ条約（1925 年）――西欧における安全保障
25　不戦条約（ケロッグ・ブリアン規約，1928年）――権力政治と不可分の平和
26　ワイマール体制の崩壊
　　――ドイツ最初の民主主義体制の崩壊とナチの台頭
27　スペイン内戦（1936〜39年）――第二次世界大戦，冷戦への前哨戦
28　宥和政策――ミュンヘン会談への道
29　第二次世界大戦の始まり（1939〜40年）――国際政治史の分岐点
30　大西洋憲章――戦後国際秩序の基礎
31　ヤルタ会談とポツダム会談（1945年）――連合国間の協調と対立
32　サンフランシスコ会議と国連成立（1945年）
　　――戦後平和のための国際機構
　第Ⅳ部　冷戦とヨーロッパ，1945～89年
解説
33　ヨーロッパ冷戦の起源――英ソ間の地政学的対立

34　マーシャル・プラン（1947年〜）――東西分断の起点
35　ブリュッセル条約（1948年）――「第三勢力」の模索
36　欧州審議会成立（1949年）――人権と民主主義を擁護する礎石
37　ＮＡＴＯ成立（1949年〜）――世界最大の軍事同盟
38　ドイツ分断（1945〜49年）――四カ国占領から冷戦による分断へ
39　シューマン・プランの発表（1950年）
　　――ヨーロッパ統合を生んだ画期的構想
40　ドイツ再軍備と冷戦の固定化――東西両陣営の制度的枠組みの完成
41　ジュネーヴ会談（1954年）――分断固定化への道程
42　スエズ戦争とコモンウェルス（1956〜57年）――帝国史の転換点
43　メッシーナ会議とＥＥＣの成立――ＥＵの制度的出発点
44　ベルリン危機――冷戦が始まり，冷戦が終わった場所
45　ドゴール外交――「フランスの偉大さ」を求めた外交的プラグマティズム
46　イギリスのＥＥＣ加盟問題，コモンウェルスの衰退
　　――戦後イギリス対外政策の変容
47　核不拡散体制の成立――核をめぐる米欧関係
48　ヴェトナム戦争とヨーロッパ――外交と内政の隘路
49　プラハの春（1968年）――冷戦と「ソ連・東欧圏」における危機
50　ブラントの東方外交――「西側統合」を土台とした東側との緊張緩和
51　ヘルシンキ会議（1975年）――冷戦の終わりの始まり
52　サミット外交とヨーロッパ（1975年〜）
　　――アドホック会合以上，常設事務局未満の新外交
53　ＩＮＦ全廃条約への道――核軍縮とヨーロッパ
54　ドロール委員会とヨーロッパ統合（1980年代）
　　――マーストリヒト条約交渉とＥＵ誕生までの道のり
55　東欧革命（1989年）――体制転換による国際秩序の変動
　第Ⅴ部　冷戦後のヨーロッパ，1990年～
解説
56　ドイツ統一（1990年）――「ドイツ問題の最終的解決」
57　マーストリヒト条約とＥＵの誕生
　　――経済統合の前進を可能にした政治環境
58　ソ連解体（1991 年）――新同盟の模索と挫折
59　旧ユーゴスラヴィア紛争（1990〜2000年）――民族紛争の時代の幕開け
60　ＥＵの拡大と変容――冷戦後ヨーロッパの秩序再編成
61　ＮＡＴＯの拡大と変容――中東欧への秩序拡大とロシアとの反目
62　ユーロの誕生からユーロ危機へ――単一市場の完成と構造的問題
63　ドイツの域外派兵――ポスト冷戦期への安全保障政策の適応
64　アフガニスタンとヨーロッパ――アメリカの戦争を戦うＮＡＴＯの苦悩
65　イラク戦争とヨーロッパ（2003〜11年）――米欧関係の離間の始まり
66　ウクライナ危機――冷戦後ヨーロッパ安全保障の分岐点
67　ブレグジット（2016年〜）――未完のプロジェクト
68　欧州の移民・難民問題――国境の共同管理体制の進展と限界
69　ヨーロッパのポピュリズム――戦後レジームの危機
70　中国とヨーロッパ――多極化世界の中での関係深化
　ヨーロッパ外交史年表／事項索引／人名索引

ここが
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◎ 熾烈な外交戦を展開してきたヨーロッパ外交史の全貌
　 を一冊に
◎ 各分野の第一人者が結集し，最新の研究成果を踏まえ
　 て要点を解説
◎ ヨーロッパ外交の〈いま〉を読み解くうえで必要な歴
　 史的知識を身につけることができる
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いかにしてドイツは，経済復興や再軍備，ヨーロッ
パ統合，戦争責任や賠償，さらには社会保障や環境
保護などの課題に取り組んだのか。本書は，歴代首
相のリーダーシップ，そして政党政治の展開を軸に
して，戦後ドイツ政治の70年の歩みを描き出す。

◎ 戦後ドイツの再出発から東西統一，現在へいたるまで
　 の政治の流れを，各首相の政権の動向を追いながら網
　 羅的に解説
◎ 戦後ドイツの歴史の中で各首相がどのような環境で生
　 れ，いかにして政権を握り，どのように課題に取り組
　 んだかわかりやすく紹介

Minerva Modern History 3

現代ドイツ政治外交史
―― 占領期からメルケル政権まで

板橋拓己／妹尾哲志 編著
ここが

ポイント
!!

略語・略称一覧／関係地図
 
序　章　戦後ドイツの政治外交を学ぶ
　　　　――歴史的背景と政治制度
　１ 戦後ドイツ政治を学ぶ意義
　２ 歴史的背景――占領から分断へ
　３ 連邦共和国の政治制度

　第Ⅰ部　東西ドイツの政治外交史
第１章　西側結合と社会国家の建設
　　　　――アデナウアー政権，1949～1963年
　１ ケルンのカトリック
　２ アデナウアー政権の成立と「宰相民主主義」
　３ 西側統合と主権回復
　４ 対ソ外交と単独代表権
　５ 戦後復興と「経済の奇跡」
　６ 社会国家の建設
　７ アデナウアー政権の終焉

コラム１　オルド自由主義

第２章　変動と転換の時代
　　　　――エアハルト政権とキージンガー政権
　１ エアハルト政権（1963～1966年）
　２ キージンガー政権（1966～1969年）

コラム２　「六八年運動」

第３章　東西緊張緩和への貢献と
　　　　　「もっとデモクラシーを」
　　　　　――ブラント政権，1969～1974年
　１ 亡命，帰国，そして西ベルリン市長から
　 　副首相兼外相へ
　２ ブラント政権の成立と東方政策の推移
　３ 「もっとデモクラシーを」
　　 ――「改革の陶酔感」とその挫折
　４ 第二次ブラント政権期の停滞とスパイ事件に
　　 よる首相辞任

コラム３　国境問題と「被追放民」

第４章　 「継続と集中」と危機管理の時代
　　　　　――シュミット政権，1974～1982年
　１ 「やり手（Macher）」シュミットの政治的出自
　２ シュミット政権の成立と「継続と集中」

　３ テロリズムと国内政治の変容
　　 ――「ドイツの秋」，福祉拡充政策の転換，
　　　　　 「新しい社会運動」
　４ 「現実的緊張緩和政策」のジレンマと欧州統合
　　 再活性化への試み
　５ ＮＡＴＯの「二重決定」と反核運動の盛り上がり
　６ ＳＰＤ党内の分裂，連立政権内の対立激化から
　　 建設的不信任案へ

コラム４　労使関係

第５章　ボン共和国の成熟と迅速な統一
　　　　　――コール政権⑴，1982～1990年
　１ コールという人物
　２ 内　政
　３ 外　交
　４ ヨーロッパ政策
　５ ドイツ統一

コラム５　中国との関係

第６章　もう一つのドイツの軌跡
　　　　――ドイツ民主共和国（東ドイツ），
　　　　　　占領期～1990年
　１ 東ドイツの政治外交システム
　２ ドイツの分断――占領期（1945～1949年）
　３ 社会主義の建設と冷戦（1950～1961年）
　４ 経済改革への志向（1961～1970年）
　５ 「後見的社会国家」体制の確立（1971～1976年）
　６ 体制危機と反対派の登場（1976～1988年）
　７ 体制崩壊から統一へ（1988～1990年）
　８ 東ドイツ消滅後の東側地域

コラム６　東ドイツの「六八年世代」

　第Ⅱ部　統一ドイツの政治外交史
第７章　「ボン共和国」から「ベルリン共和国」へ
　　　　――コール政権⑵，1990～1998年
　１ 「統一の代償」としての旧東ドイツ統合問題
　２ 改革の停滞と合意政治の衰退
　３ 「ヨーロッパのドイツ」を目指して
　４ 変容する外交・安全保障政策
　　 ――領域防衛から危機管理へ
　５ 「過去の克服」

コラム７　「普通の国」論争

第８章　統一ドイツの経済的・軍事的「離陸」と
　　　　福祉国家の縮減
　　　　――シュレーダー政権，1998～2005年
　１ シュレーダーの経歴
　２ 第一期赤・緑連立政権
　　 （1998年10月～2002年9月）
　３ 第二期赤・緑連立政権
　　 （2002年9月～2025年10月）
　４　首相退任後のシュレーダー

コラム８　「記憶・責任および未来」基金

第９章　危機対応と改革の継続
　　　　――メルケル政権，2005～2021年
　１ 人物と経歴――生い立ちから首相就任まで
　２ 外交・安全保障政策――リーダーシップの模索
　３ 福祉政策――社会的投資の強化
　４ 移民・難民政策――社会統合と就労促進
　５ 環境・エネルギー政策
　　 ――脱原発と気候変動対策
　６ 主要政策の変化
　　 ――付加価値税，連邦制，連邦軍，同性婚
　７ 新型コロナ感染症対策
　　 ――ＥＵ・連邦・州の相互作用
　８ 政治変容
　　 ――国民政党の衰退と政党システムの分極化

コラム９　ドイツの自動車産業
コラム10　2021年連邦議会選挙とショルツ政権の　
　　　　　誕生

あとがき
巻末付録
　　戦後ドイツ連邦共和国の連立与党
　　連邦議会選挙の結果
　　ドイツ連邦共和国の歴代大統領
　　ドイツ民主共和国の歴代国家元首
現代ドイツ政治外交史年表／人名・事項索引
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中東の歴史や文化に関する知識を整理した上で，関
連する政治学や国際関係論のエッセンスを紹介，そ
の枠組みを通して中東政治のさまざまなイシューを
検証していく。理論と実例を往還しながら，複雑な
中東の政治現象を読み解く力が身につくテキスト。

教養としての中東政治

今井宏平 編著

はじめに

序　章　中東概念と中東諸国家の成立と特徴
　１ 中東という概念はどのように
　　 生まれたか
　２ 現代中東の成立
　３ 中東における主権国家の特徴
　４ 中東地域固有の特徴とは何か
　５ 中東概念と中東諸国のイメージ

　第Ⅰ部　中東政治を眺める
第１章　中東の現代史
　１ 1908年：トルコ・ナショナリズムの
　　 顕在化
　２ 1920年：アラブ諸国の独立と委任統治
　　 の誕生
　３ 1948年：中東戦争の勃発とイスラエル
　　 の独立
　４ 1979年：イラン革命とソ連の
　　 アフガニスタン侵攻
　５ 1995年：中東和平への希望とその崩壊
　６ 2003年：イラク戦争とアメリカの
　　 イラク駐留
　７ 2010年末～2011年：「アラブの春」
　８ 中東現代史の特徴
　コラム１ ナショナリズム
　コラム２ バアス党

第２章　イスラームとイスラーム主義
　１ 現代中東における政教関係と
　　 イスラーム主義
　２ イスラーム主義の誕生と発展
　３ 現代中東政治とイスラーム主義
　４ イスラーム主義者のジハード論
　５ 研究課題としてのイスラーム主義
　コラム３ イスラーム主義者／運動を
　　 　　　理解するには？

　第Ⅱ部　中東政治を分析する
第３章　権威主義体制の成立と持続
　１ 権威主義体制とは何か
　２ 権威主義体制の成立の要因
　３ 権威主義体制の持続
　４ 中東の権威主義体制に関する今後の
　　 研究課題

第４章　選挙と政党
　１ 中東政治における選挙と政党
　２ クライエンティリズムと政策プログラム
　３ クライエンティリズムの事例
　４ 政策プログラムの事例
　５ クライエンティリズムと政策プログラム
　　 の混合事例
　６ 選挙・政党研究に対する中東政治の貢献
　コラム４ リクード
　コラム５ 中東選挙研究のための
　　 　　　データセット

第５章　政治と暴力
　１ 従来の政軍関係研究
　２ 公的な暴力装置の役割
　３ 国家運営における軍
　４ 非公式の暴力組織
　５ 国内統治をめぐる国家と非合法
　　 武装勢力の相克
　６ コオプテーション
　７ 中東における暴力装置研究の課題

第６章　レンティア国家
　　　　――計量分析の視点から
　１ レンティア国家論とは何か
　２ レンティア国家論と「石油の呪い」研究
　３ 数値データから傾向を読み解く
　４ 回帰分析の方法
　５ レンティア国家研究の今後の発展に
　　 向けて
　コラム６ （中東）地域研究にＲを使う

第７章　制度外政治
　１ 鍵となる制度内政治との関係
　２ 権威主義体制下の制度外政治
　３ 民主主義体制下の制度外政治
　４ 外国軍による占領下の制度外政治
　５ 制度外政治の今後の研究課題

第８章　武力紛争
　１ 紛争の多い中東
　２ 貧困や資源なのか，民族・宗派なのか？
　３ 国家の統治能力と政治体制の問題
　４ 中東政治における紛争研究の課題
　コラム７ 多極共存型民主主義

第９章　外部介入
　１ 国際関係論の分析枠組みの概要
　２ 外部介入のメカニズム
　３ 事例分析
　４ 中東における外部介入の課題と今後
　コラム８ 中東諸国における世論調査

第10章　人の移動
　１ 移民／難民研究をめぐる理論と研究の
　　 展開
　２ 移動の促進要因としての紛争，石油，
　　 宗教
　３ 統合されない移民／難民と
　　 エスノクラシーの論理
　４ 中東における移民／難民研究の課題

おわりに
索　引
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◎ 中東の政治現象について，イシューごとにわかりや
　 すく解説
◎ 中東政治を分析しながら，政治学や国際関係論の知
 　見を深めることができる
◎ 日本の中東地域研究の最先端に触れることができる
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる現代中国政治
川島 真／小嶋華津子 編著

現代中国の政治と外交を読み解く入門テキスト。見
開き２ページで１項目を解説するわかりやすい構成
で，大きな時代の流れを把握しつつトピックごとに
学びを深められる。内政・外交，司法・経済・軍・
文化的側面にも広く目配りした必読書。

はじめに
　第１部　中国の成り立ち
Ⅰ　中国とは何か
　１ ｢中国」の由来
　２ 中国の自然環境・地理的条件
　３ 中国に暮らす人々
　４ 様々な「中国論」
Ⅱ　中華人民共和国前史
　１ 王朝期の中国統治
　２ 中華世界と冊封・朝貢
　３ 近代国家建設への模索
　４ 南京国民政府の時代
　５ 日中戦争・第二次世界大戦
　６ 社会主義国家の成立
　第２部　国家機構と制度
Ⅲ　中国共産党
　１ 党・国家体制
　２ 党の組織機構⑴：党内統治
　３ 党の組織機構⑵：党の組織
Ⅳ　国家機構
　１ 国家主席
　２ 立法機関：人民代表大会
　３ 行政機関：国務院
　４ 司法機関：人民法院，人民検察院
　５ 諮問機関：人民政治協商会議
Ⅴ　中国人民解放軍
　１ 中国共産党と軍の関係
　２ 軍の組織機構
　３ 軍の装備⑴：核兵器，通常兵器
　４ 軍の装備⑵：宇宙，サイバー
Ⅵ　法制度と法治
　１ 憲法・法体系
　２ 立法過程
　３ 裁判制度
　４ ｢信訪」制度
Ⅶ　中央 -地方関係・民族統治
　１ 地方行政制度
　２ 人事・財務管理
　３ ｢中華民族」概念
　４ 民族区域自治制度
　第３部　社会主義建設の時代
Ⅷ　毛沢東時代の政治
　１ 新民主主義から社会主義へ
　２ 建国前後の人民解放軍

　３ 反右派闘争
　４ 大躍進運動
　５ チベット動乱
　６ プロレタリア文化大革命の発動
　７ プロレタリア文化大革命の収拾
Ⅸ　毛沢東時代の外交
　１ 社会主義国としての外交
　２ ｢二つの中国」と台湾海峡危機
　３ 平和共存五原則
　４ 中ソ対立と核兵器開発
　５ 国連参加
　６ 米中接近
　第４部　改革開放の始動
Ⅹ　改革開放と政治・経済
　１ 華国鋒と「四つの近代化」
　２ ｢北京の春」と「四つの基本原則」
　３ 鄧小平の台頭
　４ 歴史決議
　５ 農業改革と人民公社の解体
　６ 経済特区
　７ 地方保護主義
　８ 企業自主権の拡大
　９ ｢社会主義初級段階」論
　10 政治改革の試み
　11 天安門事件と保守派の台頭
XI　改革開放と外交
　１ 鄧小平の訪米と中越戦争
　２ 独立自主の対外政策
　３ ＧＡＴＴ加入交渉
　４ 周辺諸国との関係改善
　５ ソ連の解体と中央アジア外交
　第５部　市場経済化への邁進
Ⅻ　市場経済化と政治社会の変容
　１ ｢社会主義市場経済」の提起
　２ 江沢民と愛国主義教育
　３ 国有企業改革
　４ 税・金融制度の改革
　５ 政府機構改革と社会組織
　６ 軍ビジネスの禁止
　７ メディアの市場化
　８ 法輪功の取り締まり
　９ ｢単位」の解体と「社区」建設
　10 ｢三つの代表」の提起
　11 西部大開発
ⅩⅢ　｢周辺外交」と大国への始動
　１ 中韓国交正常化と北朝鮮問題

　２ ｢領海法」の制定
　３ 民主化する台湾と中台関係
　４ 香港・マカオの返還
　５ Ｇ20と中国
　６ ＷＴＯ加盟
　７ 上海協力機構
　８ アジア通貨危機
　第６部　｢和諧社会」の追求
ⅩⅣ　統治の安定化に向けた試み
　１ 胡錦濤政権の成立
　２ ｢和諧社会」と「科学的発展観」
　３ 県レベル人代選挙の変容
　４ 限定的な「民主」の試み
　５ インターネット統制と「世論」
　６ ｢宗教事務条例」の制定
　７ 北京オリンピックと上海万博
　８ 少数民族地域の不安定化
　９ リーマンショックと景気対策
ⅩⅤ　国際的影響力の追求
　１ ソフトパワーの追求
　２ 積極化する国連への関与
　３ 対外援助の拡大
　４ 強硬外交への転換
　第７部　大国中国の模索
ⅩⅥ　強いリーダーシップを目指して
　１ 習近平政権の成立
　２ 軍制改革
　３ 反腐敗運動と社会統制の強化
　４ ｢新常態」とイノベーション
ⅩⅦ　｢中国の夢」を求めて
　１ 習近平と「中国の夢」
　２ ひまわり学生運動，香港雨傘運動
　３ 米中関係の展開
　４ ｢一帯一路」構想
　５ 海洋権益の追求
ⅩⅧ　日中関係の展開
　１ 日中国交正常化前史
　２ 日中国交正常化
　３ 日中経済関係の深化
　４ 歴史問題と領土問題
　５ 日中交流の多元的展開
　６ 戦略的互恵関係
　７ 四つの基本文書と72年体制
　８ 世論調査と国民感情
おわりに／人名・事項索引

ここが
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◎ 現代中国政治の全体像がつかめる
◎ 見開き２ページでわかりやすく解説
◎ 第一線の研究者が執筆

国
際
政
治
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる政治過程論
松田憲忠／岡田 浩 編著

政治のダイナミズム（動態的側面）を解く政治過程
論の入門書の決定版。見開き２ページで一項目を解
説するわかりやすい構成で，全体の流れを把握しつ
つトピックごとに学びを深めることができる。

はじめに
　
序　政治過程論の視座
　１ なぜ政治過程が重要なのか
　２ 政治過程論のアプローチ
　３ 政治過程における権力
　４ 異なる政治制度の下での政治過程

　第１部　政治過程におけるアクター
Ⅰ　政党・政治家
　１ 政党の機能
　２ 政党の目的
　３ 政党システムとその類型
　４ 政党システムの形成要因
　５ 政党と政権交代⑴：西欧諸国
　６ 政党と政権交代⑵：日本
　７ 政党組織の変遷
　８ 政党組織内の動態
　９ 政治家
　10 政治資金・選挙資金
　11 政治活動・選挙運動

Ⅱ　利益団体
　１ 利益団体の機能
　２ 利益団体の種類と組織
　３ 利益団体の活動
　４ 利益団体をめぐる諸問題

Ⅲ　行政機関・官僚
　１ 行政機関・官僚の機能
　２ 行政機関・官僚と政党・政治家

Ⅳ　裁判所
　１ 裁判所と国会
　２ 裁判所と内閣
　３ 裁判所と国民

　第２部　入力過程
Ⅴ　政治参加・選挙
　１ 政治参加とは何か
　２ 政治文化と民主主義
　３ 投票参加のメカニズム
　４ 投票行動の理論⑴：ダウンズモデル
　５ 投票行動の理論⑵：コロンビアモデル
　６ 投票行動の理論⑶：ミシガンモデル
　７ 投票行動の理論⑷：業績評価投票
　８ 投票行動と有権者の合理性

　９ 若者の投票行動
　10 投票外参加のメカニズム
　11 日本における投票外参加
　12 選挙制度⑴：選挙制度をめぐる論点
　13 選挙制度⑵：多数代表制
　14 選挙制度⑶：比例代表制
　15 選挙制度⑷：混合制

Ⅵ　ソーシャル・ネットワークとメディア
　１ ソーシャル・ネットワーク
　２ マスメディア研究の展開
　３ マスメディアが報じる世論
　４ インターネット
　５ カウンターデモクラシーとメディア

　第３部　出力過程
Ⅶ　課題設定
　１ 政策過程の段階モデル
　２ アジェンダ設定

Ⅷ　政策決定
　１ 行政国家と議会
　２ 大統領制と議院内閣制
　３ 議会類型論
　４ 日本の国会⑴：国会の権能と立法過程
　５ 日本の国会⑵：国会に対する評価
　６ 日本の国会⑶：二院制と「ねじれ国会」

Ⅸ　政策実施
　１ 政策実施の理論
　２ 政治家によるコントロールと執行水準
　３ 政策実施と「中央 - 地方」関係
　４ 政策実施と「行政 - 民間」関係
　５ 規制行政の執行過程
　６ 政策実施と第一線職員

Ⅹ　政策評価
　１ 政策評価の概念
　２ 自治体の評価
　３ 行政改革と評価
　４ 国の評価制度
　５ 公共サービスの評価
　６ 政策の終了

　第４部　政策過程のモデル
Ⅺ　政策過程における意思決定
　１ 合理性と限定合理性

　２ インクリメンタリズム
　３ 政府組織の意思決定：実証的なモデル

Ⅻ　政策過程におけるアクター間の相互作用
　　と政策変化
　１ 鉄の三角形と政策帰結
　２ 政策ネットワーク
　３ ゴミ缶モデルと政策の窓モデル
　４ 断絶均衡モデルと唱道連合モデル
　５ 政策過程と制度
　６ ゲーム理論に基づくモデル

　第５部　社会生活における政治過程
ⅩⅢ　市場の失敗と政治過程の重要性
　１ 市場メカニズムの意義と政府の役割
　２ 市場の失敗はなぜ生じるのか？
　３ 市場の失敗⑴：外部性
　４ 市場の失敗⑵：公共財
　５ 市場の失敗⑶：規模の経済
　６ 市場の失敗⑷：情報の不完全性
　７ 政府の失敗とその対策

ⅩⅣ　政治過程の変容
　１ 政権交代と政治過程
　２ 地方分権と政治過程
　３ グローバリゼーションと政治過程
　４ ネット社会と政治過程

ⅩⅤ　今日の社会問題と政治過程
　１ 政策類型論
　２ 社会福祉をめぐる政治過程
　３ 安全保障をめぐる政治過程
　４ 環境対策をめぐる政治過程
　５ 学校教育をめぐる政治過程
　６ 排除と包摂をめぐる政治過程

ⅩⅥ　政治過程における規範の多様性
　１ 政治過程と規範論
　２ 政治過程における議論の貢献
　３ 政治過程における熟議の実践

終　政治過程を視る眼
　１ 市民に求められる「眼」
　２ 知るための眼
　３ 変えるための眼

人名・事項索引

ここが

ポイント
!!

◎ 基本的トピックを網羅するとともに，社会で実際に
　 繰り広げられる政治過程の動態を分析
◎ 見開き２ページでわかりやすく解説

行
政
学
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よくわかる行政学［第２版］

村上 弘／佐藤 満 編著
ここが

ポイント
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◎ 行政学をめぐる社会情勢の変化に対応した改訂版
◎ 行政学の歴史や理論を踏まえ，具体的事例を詳解し
　 ながら基本的理解を促す
◎ １ぺージ見開き体裁で，充実の用語解説とクロスリ
　 ファレンス

［コラム］教育委員会はどう変わったのか
　４ 公企業の設立理由とその形態

［コラム］水道事業にはどのような形態が
　　　　 望ましいのか
　５ 公企業改革の歴史

［コラム］JICA（国際協力機構）の変遷に
　　　　 見る特殊法人・独立行政法人改革

Ⅲ　行政組織における調整と統合
　１ 計画による行政
　２ ラインとスタッフ
　３ コミュニケーションと稟議制
　４ リーダーシップ

［映画コラム］組織とリーダーシップ，
　　　　 　　政策執行

Ⅳ　公務員制度と人事
　１ 公務員制度の諸原理
　２ 公務員のライフサイクル：
　　採用・昇進・退職

［コラム］人事交流
　３ 公務員を支える組織：
　　 人事院・総務省・内閣人事局
　４ 公務員の義務とモラル
　５ 公務員を取り巻く環境の変化：
　　 近年の公務員制度改革

［映画コラム］公務員の人事慣行

Ⅴ　財政制度と予算・決算
　１ 財政制度
　２ 予算編成の年間スケジュールと
　　 参加者
　３ 予算編成の技術
　４ 決算と会計検査院
　５ 日本財政の争点 
 
　第３部　行政の外部過程
Ⅰ　行政責任の理論
　１ 行政責任の概念 
　２ フリードリッヒ・ファイナー論争
　　 と説明責任

［コラム］京都駅ビルはなぜ高さ60mに
　　　　 なったのか
　３ 行政統制の類型化
　４ 執行過程における行政裁量と統制

Ⅱ　官僚制の機能と権力
　１ M. ウェーバーの官僚制論
　２ 官僚制の限界と病理
　３ 官僚制モデルを超えて
　４ ストリート・レベルの官僚制

Ⅲ　議会と行政
　１ 執政制度
　２ 立法過程⑴：立法過程の実態
　３ 立法過程⑵：政官関係論
　４ 立法過程⑶：議会過程
　５ 日本の国会をどう見るか

Ⅳ　利益団体と行政
　１ 利益団体の機能と課題
　２ 利益団体の活動 

Ⅴ　市民と行政
　１ 行政と政策主体の多様化

［映画コラム］コミュニティ権力構造
　２ 市民参加の機能と課題
　３ 市民活動・NPOの登場と広がり
　４ 広報・広聴の広がり
　５ 情報公開と市民と行政
　６ 不服申立て等による行政救済
　７ 議会，監査委員への働きかけ
　８ 司法による行政救済
　９ オンブズマンの機能と制度
　10 直接請求と住民投票

［映画コラム］市民社会と大衆社会
 
　第４部　地方自治
Ⅰ　理念と役割
　１ 団体自治と住民自治
　２ 地方自治の展開と役割

Ⅱ　中央地方関係
　１ 「集権・分権」と「分離・融合」

［コラム］新しい政令指定都市：新潟市
　２ 国の法的統制と事務制度

［コラム］国地方係争処理委員会：
　　　　 横浜市の場合 
　３ 国の財政的な統制と支援
　４ 地方分権改革
　５ 道州制と大阪都（大阪市廃止分割）
　　 構想

Ⅲ　地方政治
　１ 二元代表制
　２ 選挙と住民参加 

［映画コラム］社会科学と実験
 
　第５部　政策過程
Ⅰ　政策過程の理論
　１ 政策過程の分析

［コラム］福祉政策は実施過程を見ると
　　　　  化ける？
　２ 合理主義とインクレメンタリズム
　３ 政策形成のパターン

［コラム］日本政治過程の見取り図

Ⅱ　政策過程の諸段階
　１ 前決定過程：課題設定と非決定

［コラム］統治するのはだれか？：
　　　　  CPS論争
　２ 政策決定過程
　３ 実施過程

［コラム］権力なき権威？：
　　　　  実施過程の日本的特徴
　４ 政策評価
　５ 政策の発展・縮小・中止
 
　第６部　行政改革
Ⅰ　行政改革の理論と歴史
　１ 行政改革の必要性
　２ 行政改革の歴史的展開⑴：占領期

［映画コラム］アメリカの連邦・州・
　　　　 　　自治体間関係
　３ 行政改革の歴史的展開⑵：
　　 占領以後
　４ NPM

Ⅱ　現代日本の行政改革
　１ 民営化と民間委託
　２ 評価
　３ 規制と規制緩和
　４ 財政健全化

あとがき
さくいん
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社会情勢の変化や最新事例を踏まえた，『よくわか
る行政学』の改訂版。基本理念をはじめ，行政組織
やその運用，重要課題を体系的・分野横断的に解説。
身近な視点からのコラムも掲載した，初学者から中
級レベルまで学べる１冊。

はじめに／図表一覧
 
　第１部　行政と行政学の展開
Ⅰ　行政の歴史と行政学
　１ 行政，行政学とは何か
　２ 絶対王政と官房学
　３ 自由主義と小さな政府
　４ 政治・行政二分論とアメリカ行政学

［コラム］POSDCORBと自主性：
　　　　 ゼミ運営の経験から
　５ 20世紀の政府機能の拡大
　６ 福祉国家と行政国家
　７ 新自由主義と小さな政府論
　８ 公共性とガバナンス⑴：
 　　公共性の意味内容
　９ 公共性とガバナンス⑵：
 　　公共性の実現主体
　10 行政と公共政策における
 　　価値基準⑴：５種類の価値
　11 行政と公共政策における
 　　価値基準⑵：総合的な評価

Ⅱ　日本の行政の展開
　1　日本の行政原理⑴：
 　　 明治憲法の時代
　2　日本の行政原理⑵：
 　　 日本国憲法の時代
　3　政府・行政の規模：国際比較

［映画コラム］小さな政府，大きな政府

　第２部　行政の内部過程
Ⅰ　組織理論と管理の技術
　１ 組織とは何か：行政組織の場合
　２ 科学的管理法
　３ 人間関係論
　４ 古典的組織論から新たな展開へ
　５ サイモンとサイモン以後
　６ 意思決定論
　７ 組織のイノベーション

［映画コラム］政策決定・意思決定

Ⅱ　中央政府の組織編成
　１ 内閣と政治的任命職
　２ 中央省庁とその内部構成，
 　　中央省庁改革
　３ 行政委員会と審議会
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学問へのファーストステップ 2

地方自治入門
入江容子／京 俊介 編著

地方自治の制度はいかなるものであり，実際の自治
体ではどのような活動がなされているか。地方自治
の背景にある歴史的・制度的要因とともに，将来的
な課題としての人口減少について課題解決的思考が
持てる構成を目指す。

はしがき

序　章　私たちの身の回りにある「地方自治｣
　　　　――「地方自治」って何だろう

　第Ⅰ部　大きな枠組みを知ろう（制度と仕組み）
第１章　自治体とは何か
　　　　――行政の特質と仕事の中身
　１ 行政としての自治体――民間組織との違い
　２ 「自治体」と地方公共団体
　３ 地方の役割と国の役割
　４ 自治体の事務
　コラム１ 制度改革の裏側

第２章　地方自治とは何か――その中身と要素
　１ 憲法が保障する地方自治
　２ 地方自治の本旨
　３ 世界の中の地方自治
　コラム２ 自治と多様性

第３章　自治体と国の関係
　　　　――その仕事をしているのは自治体？　 
　　　　　　それとも国？
　１ 行政サービスの提供における自治体と
　　 国の役割
　２ 地方分権に関する改革
　３ 中央地方関係を捉える理論モデル
　コラム３ 旅券（パスポート）発給にかかる事務

第４章　都道府県と市区町村
　　　　――協力をどう進めるか
　１ 都道府県と市区町村
　２ 都道府県と市町村の役割分担と協力関係
　３ 市町村間の協力と未来の自治体間関係の
　　 方向
　コラム４ 共同設置の難しさ

第５章　背景としての歴史
　　　　――地方自治は，どこへ
　　　　　　向かおうとしているのか
　１ 地方制度の確立に向けた試行錯誤
　２ 大正・昭和初期の地方制度
　３ 「地方自治」の導入と展開
　４ 高度経済成長から低成長・バブル景気
　　 までの地方自治
　５ 「地方分権」と「改革」，そして大災害の時代へ
　コラム５ 庁舎のデザインとミッション

　第Ⅱ部　自治体の中身に迫ってみよう
　　　　　（構造と管理）
第６章　行政機構
　　　　――自治体のトップとその組織
　１ 自治体の長
　２ 行政委員会・委員
　３ 組織機関の特徴
　４ 長の補助機関
　５ 長の補助組織による事務分掌
　コラム６ 首長 vs. 議会

第７章　政治機構――議会と長の1461日
　１ 地方選挙
　２ 二元代表制
　３ 議会と長の1461日
　４ 自治体における代議制民主主義
　コラム７ 政務活動費

第８章　財政運営――地方自治体の収入と支出
　１ 地方財政と予算
　２ 地方財政収入
　３ 国と地方の関係
　４ 地方財政支出
　５ 財政危機と財政健全化対策
　コラム８ 規模の経済

第９章　職員と人事管理
　　　　――職員はどのように働いているのか
　１ 地方公務員の種類と職員数の推移
　２ 地方公務員制度と公務員の特性
　３ 職員の人事管理
　４ 人事管理改革と働き方改革
　コラム９ 職階制

第10章　自治体の計画
　　　　――総合計画は必要なのか
　１ 総合計画
　２ 計画の実効性と目標設定
　３ これからの総合計画
　コラム10 地方行革と自治・分権

第11章　自治体の政策と条例
　　　　――自治体ごとのルールはどのように
　　　　　　決まるのか
　１ 地方自治体の課題と解決策
　２ 政策を実施するためのルール
　３ 政策を形成するアクター

　４ 政策形成過程を捉える理論モデル
　コラム11 客引き禁止条例

　第Ⅲ部　実際の活動を知ろう（政策と活動）　
第12章　福祉政策
　　　　――住民の暮らしを支える行政サービス
　１ 子ども・子育て支援
　２ 保育サービス
　３ 介護サービス
　４ 生活保護
　コラム12 保育政策の効果

第13章　教育政策――教育委員会を中心として
　１ 教育政策のガバナンス
　２ 教育委員会制度改革
　３ 教育政策を実施する学校
　４ 地方レベルの教育政策
　コラム 13 学習指導要領によらない自由な科目

第14章　公共交通とまちづくり
　　　　――みんなの足を守り，町をつくる
　１ 地方自治体における公共交通政策の枠組み
　２ 大都市における公共交通とまちづくり
　３ 地方都市と公共交通，まちづくり
　コラム14 最新技術は公共交通を救うか

第15章　住民と行政の関係
　　　　――これからのコミュニティづくり
　１ 地域コミュニティとは何だろう
　２ 自治会・町内会と行政との関わり
　３ 自治会・町内会と行政をめぐる状況変化
　４ 地域コミュニティと行政のこれから
　コラム15 未来カルテとワークショップ

第16章　人口減少とどう向き合うか
　　　　――過疎地域を見るためのツール
　１ 人口減少期の地域社会と地方創生
　２ 地域振興
　３ 産業振興
　４ 外部人材
　５ 地域公共人材
　コラム16 「山コン」

人名索引
事項索引　
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◎ 「ショートストーリー」とともに，地方自治を分かり
 　やすく紹介する
◎ 様々な地域特性を抱える東海地域の事例を中心に取り
 　上げ，日本全体の現状や将来的課題についても考察す
 　る
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A5判美装/312頁　定価：3,520円（本体3,200円＋税）
ISBN 978-4-623-09169-0　2022年4月刊行

本書では，政治学や行政学の概念を用いて，変容す
る地方自治の姿や将来の課題を考える。各章ごとに，
読者が自分自身で考えるための「論点」を示し，理
解度を確認できる「まとめ」を掲載した。

テキストブック 地方自治の論点

宇野二朗／長野 基／山崎幹根 編著

はしがき

　第Ⅰ部　中央政府と地方自治体
第１章　地方自治の発展
　　　　――国と地方との関係は時代と
　　　　　　ともにどのように変化したのか
　１ 地方自治のおもしろさ
　２ 国家の形成と変容
　３ 歴史的に発展してきた日本の
　　 地方自治

第２章　地方自治の座標軸
　　　　――日本の地方自治の特徴とは
　１ 憲法構造の違い
　２ 国際化・グローバル化と地方自治
　３ 国際比較から見た日本の地方自治　　 
　　 の特徴

第３章　地方自治体による政策・計画・条例
　　　　――どのようにユニークな政策を
　　　　　　つくるのか
　１ 地方自治体による政策づくり
　２ 地方自治体による条例制定
　３ 地方自治体政策の広がり

第４章　地方分権改革
　　　　――自治の理念は実現したのか
　１ 多義的な「地方分権」
　２ 現代日本の地方分権改革
　３ 一連の地方分権改革に対する評価
　４ 地方分権をめぐる論点

第５章　自治体の合併と連携
　　　　――規模かデモクラシーか
　１ 合併・連携・補完の発生
　２ 合併・連携の制度バリエーション
　３ 合併をめぐる近年の動向
　４ 地方自治体の規模とデモクラシー　　 
　　 を考える

　第Ⅱ部　代表民主制と直接民主制
第６章　二元代表制
　　　　――首長と議員を別々に選出する
　　　　　　ことの意味は何か
　１ 日本の首長・議会制度の展開
　２ 首長と執行機関多元主義
　３ 首長・議会間での政策
　　 コミュニケーション
　４ 首長・議会間のチェックとバランス
　５ 首長と議会を直接公選することの意義

第７章　地方議会
　　　　――不要論を越えられるか
　１ 地方議会の役割
　２ 地方議会の構成要素
　３ 現実の議員活動
　４ 議会不要論への対応と課題

第８章　住民投票の機能
　　　　――住民投票は万能か
　１ 住民投票制度の種類
　２ 住民投票で問われてきた争点
　３ 住民投票の制度設計
　４ ローカル・デモクラシーにおける　　 
　　 住民投票

第９章　住民参加・協働
　　　　――その広がりと障壁はどのような
　　　　　　ものか
　１ 政策形成過程における住民参加・協働
　２ 政策実施過程における参加・協働
　３ 評価における参加・協働
　４ 障壁を乗り越え，住民参加・協働を
　　 続けるために

　第Ⅲ部　地方自治体と地域社会
第10章　地方公務員の量と質
　　　　――地方公務員は多すぎるのか
　　　　　　少なすぎるのか
　１ 地方公務員のプロフィール
　２ 地方公務員制度
　３ 地方公務員の定員管理
　４ 地方公務員の量と質

第11章　地方自治体の財政
　　　　――自立か連携か
　１ 地方自治体の歳出
　２ 地方自治体の歳入
　３ 財源の平準化と財源保障
　４ 自立と連携の間で

第12章　地方公営企業の持続可能性
　　　　――地方公営企業の仕組みは重要か
　１ 地方自治と地方公営企業
　２ 地方公営企業の発達
　３ 地方公営企業の仕組み
　４ 地方公営企業の改善点

第13章　官民連携手法の新展開
　　　　――民間企業による公共サービス
　　　　　　提供は妥当か
　１ 官民交錯領域における主体
　２ 第三セクターの増大と破たん
　３ 新しい官民連携の手法
　４ 民間企業による公共サービス提供　　 
　　 の課題

終　章　地方自治のシナリオ選択
　１ 地方自治のこれからの課題
　２ 地方自治体がとる二つのシナリオ
　３ デジタル化が示す新しい自治の形

索　引

ここが
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!!

◎ 各章の論点（What と Why）から議論が展開できるよ
 　うに構成。アクティブラーニング教材としても最適
◎ 赤字問題に揺れる水道事業などの地方公営企業や地方
 　公務員制度など，住民生活を支える基本制度の学習も
 　充実
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公共政策学

石橋章市朗／佐野 亘／土山希美枝／南島和久 著

A5判美装/324頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-08356-5　2018年6月刊行

合理的な政策が求められる現代社会において，手つ
かずの問題に取り組むための方法を考える。初心者
にもわかりやすい必読のテキスト。

はしがき

序　章　視座――公共政策と現代社会
　１ 公共政策学の視座
　２ 政策を取り巻く環境の変化
　３ 本書のコンセプトと構成

　第Ⅰ部　いまなぜ公共政策か
第１章　政策
　　　　――政策の概念とその定義
　１ 公共政策学とは何か
　２ 政策の定義
　３ ３つの理念型
　４ 公共政策学の学問的構成

第２章　歴史
　　　　――公共政策の今日的位相
　１ 歴史的発展モデル
　２ 近代以前の国家
　３ 近代国家の成立
　４ 近代的合理化の試み
　５ 現代化とそれに伴う諸課題

第３章　市民――政策の民主的制御
　１ 市民と政府と政策の関係
　２ 三層化する政府と市民
　３ 政府政策の過程と市民
　４ 市民の意思は政府政策を制御するか

第４章　自治――市民政策の展開
　１ 社会の共有基盤としての公共政策
　２ 自治の政策主体としての市民
　３ 市民自治の政策基盤
　４ 自治・共和・公共――政策と熟議

　第Ⅱ部　政策過程とは何か
第５章　形成――問題から解決策へ
　１ アジェンダ設定
　２ 政策立案
　３ 政策と政治の交錯

第６章　決定――合理性と制度
　１ 決定アジェンダと政策の窓モデル
　２ 決定とは何か
　３ 合理的な決定とインクリメンタリズム
　４ アリソン・モデル
　５ 政策決定と政治家

第７章　実施――行政活動とその変容
　１ 政策実施の視点
　２ 実施研究の拡張
　３ 行政改革と政策実施
　４ トップダウンか，ボトムアップか

第８章　評価
　　　　――アカウンタビリティと改善
　１ 政策評価の概念
　２ 日本の政策評価
　３ 政策過程と政策評価
　４ プログラムの概念

　第Ⅲ部　政策をどうデザインするか
第９章　問題――調査と構造化
　１　政策デザインとは何か
　２　問題の性質
　３　問題状況の調査
　４　問題構造と定式化

第10章　手段――政策のツールボックス
　１　さまざまな手段
　２　人々の行動を変える
　３　サービスの提供
　４　社会的解決の支援
　５　どの手段を選択すべきか

第11章　文脈――状況への配慮
　１ コンテクストとは何か
　２ 政策手段にとってのコンテクスト
　３ 政策デザイナーにとってのコンテクスト
　４ 政策内容に関するコンテクスト
　５ 政策デザイナーの解釈枠組み

第12章　価値――政策の規範
　１ 政策デザインにおける価値の重要性
　２ 公共的な価値
　３ 諸価値の衝突と調整
　４ 社会的な対話のために

［コラム］
　１ 政治政策の変化                                                                                    
　２ 行政機関と政策⑴――予算
　３ 行政機関と政策⑵――法律
　４ 18歳選挙権
　５ 参加型政策分析 
　６ 常設型住民投票の意義
　７ 常設型住民投票の課題
　８ 憲法政策論
　９ 政策法務
　10 政策論争とメディア
　11 観光政策の形成
　12 日銀の独立性と金融政策
　13 ビッグデータとＡＩ
　14 藤田宙靖の「必要性論」と「効率性論」 
　15 センター試験と政策実施
　16 自殺対策の評価
　17 政策終了論
　18 ブレグジットと政策規範
　19 高等教育と政策論
　20 ゲーミフィケーション
　21 費用便益分析
　22 非理想理論
　23 児童虐待と政策の断片化
　24 ケイパビリティ
　25 デザイナーベイビー

人名・事項索引
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◎ 公共問題を対象とする公共政策研究の方法・課題・方
　 向性を扱う
◎ 政策とは何かや政策の目的を検討
◎ 課題設定・立案・決定・評価・終結という政策決定の
　 段階を追う
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MINERVAスタートアップ経済学 2

経済学入門
中村 保／大内田康徳 編著

ここが

ポイント
!!

経
済
学

◎ 中学生レベルの数学で経済学を解説
◎ マクロ・ミクロを網羅した内容で，初学者の経済学入
　 門に最適
◎ テキスト採用していただいた先生方には小社ホームペ
　ージより講義用資料を提供 A5判美装/296頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）

ISBN 978-4-623-07919-3　2017年3月刊行

はしがき
序　章　経済学へのナビゲーション
　１ 経済学とは何か
　２ 経済学の誕生
　３ マクロ経済学の誕生
　４ ミクロ経済学とマクロ経済学
　５ 経済学の学習に向けて
　Column
　　１ アダム・スミス
　　　 （Adam Smith: 1723-1790）
　第Ⅰ部　ミクロ経済学
第１章　市場メカニズムの基礎
　１ 経済活動と市場経済
　２ 市場経済と分業
　３ 交換からの利益
　４ 分業のシステムとしての経済
　５ 見えざる手の理解に向けて
　Column
　　２ デイビッド・リカード
　　　 （David Ricardo: 1772-1823）
　　３ 生産可能性フロンティアと機会費用
第２章　需要曲線と消費者余剰
　１ 需要曲線
　２ 消費者余剰
　３ 需要曲線のシフトと形状
　４ 効用最大化
　５ 需要曲線から消費者行動へ
　Column
　　４ アーサー・C. ピグー
　　　 （Arthur Cecil Pigou: 1877-1959）
　　５ 効用最大化行動
第３章　供給曲線と生産者余剰
　１ 供給曲線
　２ 生産者余剰
　３ 供給曲線のシフトと形状
　４ 企業行動と費用
　５ 企業行動と利潤最大化
　６ 供給曲線と企業行動
　Column
　　６ ロナルド・H. コース
　　　 （Ronald Harry Coase: 1910-2013）
　　７ 利潤最大化行動
第４章　市場の効率性
　１ 経済学における２つの評価基準
　２ 効率的資源配分
　３ 市場への介入の効果
　４ 市場を評価する２つの視点

　Column
　　８ アルフレッド・マーシャル
　　　 （Alfred Marshall: 1842-1924） 
　　９ 税と効率性
第５章　部分均衡と一般均衡
　１ 部分均衡分析
　２ 一般均衡分析
　３ 純粋交換経済での分析
　４ 部分均衡分析と一般均衡分析の比較
　Column
　　10 タウンゼント・ハリス
　　　 （Townsend Harris: 1804-1878） 
　　11 高年齢者の雇用政策と労働市場
第６章　市場の失敗
　１ 独占市場と寡占市場
　２ 外部性
　３ 公共財
　４ 情報の非対称性
　５ 市場が失敗する状況
　Column
　　12 A.A. クールノー
　　　 （Antoine-Augustin Cournot: 1801-1877）
　　13 ゲーム理論とミクロ経済学の発展
　第Ⅱ部　マクロ経済学
第７章　ＧＤＰと国民所得会計
　１ 経済規模・経済活動の成果の測定
　２ 国内総生産（ＧＤＰ）とは何か
　３ 経済循環と三面等価の原則
　４ 実質 vs. 名目，水準 vs. 成長率
　５ 現実の中のマクロ経済データ
　Column
　　14 石田三成（1560～1600年）
　　15 成長率に関する近似式
第８章　総所得の決定と財政政策
　１ 総需要とは何か
　２ 総所得決定のメカニズム
　３ 乗数効果
　４ 財政政策
　５ 合成の誤謬
　６ 政策的処方箋としてのマクロ経済学
　Column
　　16 高橋是清（1854～1936年）
　　17 乗数を簡単に求める方法
第９章　貨幣と物価
　１ 貨幣の機能と定義
　２ 金融と金融仲介機関
　３ 銀行の役割

　４ 貨幣貸借の対価としての金利
　５ 貨幣と物価の関係
　６ 貨幣量の調節と物価の安定
　Column
　　18 荻原重秀（1658～1713年）
　　19 減価する貨幣
第10章　投資関数と金融政策
　１ 投資の定義と投資の決定理論
　２ 金利，投資とＧＤＰの関係
　３ 金融政策とその波及経路
　４ 波及経路と近年の金融政策の動向
　５ 投資の重要性と行き詰まる金融政策
　Column
　　20 ケインズの限界効率
　　21 ジョン・メイナード・ケインズ
　　　 （John Maynard Keynes: 1883-1946）
第11章　国際マクロ経済学入門
　１ 国際収支統計
　２ 外国為替レートと外国為替市場
　３ 為替レートの決定理論
　４ 開放経済における経済政策の効果
　５ 海外とのつながりを考えるために
　Column
　　22 ロバート・A. マンデル
　　　 （Robert A.Mundell: 1932-）
　　23 マーシャル = ラーナー条件
第12章　経済成長入門
　１ なぜ経済成長について学ぶのか
　２ 生産性と物的資本
　３ 技術進歩の役割
　４ 経済成長論と日本経済
　Column
　　24 ロバート・M. ソロー
　　　  （Robert M.Solow: 1924-）
　　25 知的財産保護制度は本当に研究開発を
　　　 促進するのか
終　章　経済学の可能性
　１ ミクロ経済学の可能性
　２ マクロ経済学の可能性
　３ 経済学の可能性
　４ 経済の課題と経済学の課題
　５ 経済と経済学の可能性
　Column
　　26 ヨーゼフ・A. シュンペーター
　　　 （Joseph Alois Schumpeter: 1883-1950）
索　引

私たちは平均的に見れば豊かな生活を実現してい
る。それをもたらした原因とそれを支えている仕組
みを体系的に整理しまとめたのが経済学。経済学の
基礎を学ぶためには，中学校レベルの数学と，学ぶ
べきポイントを整理したこの教科書だけで十分。
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超入門経済学
―― 高校から大学への架け橋

高橋知也／鈴木久美 著

高校の「政治・経済」で取り扱っている経済の分野を，
大学で学ぶ「経済学」につなげるために再構成しな
がら，高校「経済」の理解しにくい部分や，解説が
十分でない部分を丁寧に解説する新しい入門書。

はじめに
序　章　なぜ経済学を学ばなければ
　　　　ならないのか
　経済学とは何か
　すべての分野に繫がる経済学
　経済学の学び方
　経済学の考え方の基本
　自分で考えることの大切さ

　第Ⅰ部　ミクロ経済学
第１章　市場メカニズムのしくみ
　経済的分業と経済活動
　市場メカニズムと完全競争市場
　需要と需要曲線
　需要曲線のシフト要因
　供給と供給曲線
　供給曲線のシフト要因
　均衡価格と均衡取引量
　消費者余剰と生産者余剰
　神の見えざる手

第２章　企業の構造を見てみよう
　企業の種類と役割
　企業は誰のものか
　財務諸表
　生産関数
　時間の概念と利潤最大化
　「短期」と「長期」の重要性

第３章　市場の失敗と不完全競争
 市場の失敗と外部性
 公共財とは何か
 寡占・独占
 不完全競争市場が発生する理由
 不完全競争市場の特徴

　第Ⅱ部　マクロ経済学
第４章　GDPから考える景気と経済成長
　経済を測る
　フローとストック
　国内概念と国民概念
　付加価値
　名目GDPと実質GDP
　GDPに含まれるものと含まれないもの
　経済成長率
　三面等価の原則

第５章　国民生活を支える財政
　財政とは何か
　財政の役割
　財政危機と財政赤字
　世代間の不公平と負担転嫁
　我が国の予算制度
　財政投融資
　国と地方自治体の関係
　税制

第６章　貨幣と金融の機能
　貨幣の役割
　直接金融と間接金融
　銀行の機能
　中央銀行
　金融政策
　マネーストック（マネーサプライ）

第７章　労働市場
　私たちはなぜ働くのか
　労働可能人口
　失業
　失業率と有効求人倍率
　労働供給と労働時間
　労働需要
　労働三法と労働組合

　第Ⅲ部　国際経済学と日本経済史
第８章　貿易の構造としくみ
　経済成長を支えた貿易
　保護主義がもたらした悲劇
　戦後の自由貿易体制
　貿易はなぜ発生するのか
　ヘクシャー・オリーンモデル
　貿易を行うことが望ましい理由

第９章　グローバル化が進む経済
　　　　――戦後日本の歩みから
　太平洋戦争の被害と戦後へのつながり
　戦前と戦後の関係
　戦後の混乱
　戦後の復興経済政策
　農地改革
　財閥解体
　ドッジ・ライン
　朝鮮戦争と高度成長への道
　我が国の国際収支の変化
　為替レート
　固定レート制から変動レート制へ
　プラザ合意と円高不況
　我が国の金融危機とアジアの通貨危機
　海外投資
　直接投資と企業の多国籍化
　地域貿易協定

終　章　大学で学ぶ新しい経済学
　新しい経済学を学ぶ意義
　身近な世界とゲーム理論
　戦略型ゲームとナッシュ均衡
　インセンティブとゲーム理論
　展開型ゲームと年金問題
　コミットメントと年金問題
　インセンティブ
　東日本大震災
　アベノミクスのゆくえ
索　引
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◎ 市場経済のしくみを丁寧に解説
◎ 高校の授業から，大学での講義への橋渡しを目指す
◎ 経済学を初めて学ぶ学生から，もう一度しっかり理解
　 したい読者の期待に応える
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経済学史
小峯　敦 著

経済は常に素朴な問いから始まる。経済学はその問
いに答えるべく発展してきた。経済学者はその難問
にどう格闘したのか。本書では，高校で学習した内
容との連続性を意識しつつ，経済学を理解するため
に図解や用語集などで配慮したテキスト。

はしがき
本書の特徴・凡例
　第Ⅰ部　経済学のあけぼの
第１章　経済学史の本質と意義
　　　　――理論・政策・思想
　１ 学問・科学，そして経済学
　２ 経済学史の必要性と意義
　３ 学説の三位一体
　４ 本書の構成
第２章　経済の発見
　　　　――古代から中世における
　　　　　　経済の位置

【プラトン，クセノポン，アリストテレス，トマス・
アクィナス】
　１ 経済の根源
　２ 古代の家政術
　３ 中世のスコラ哲学
　４ 現代への示唆
第３章　特殊な「近代」の出現
　　　　――民主主義から資本主義へ

【ホッブズ，ロック，ルソー】
　１ 近代の始まり
　２ 激変する社会――四段階把握
　３ 社会契約説の三巨人
　４ 梃子の原理とバブル
　５ 経済に関する３つの類型
第４章　スミス以前の経済把握
　　　　――重商と重農という観点

【ベーコン，ペティ，マン，マンデヴィル，ステュアー
ト，ケネー】
　１ 科学精神の夜明け
　２ 重商主義における取引の推進
　３ 重農主義における自然の秩序
　４ 経済の把握から自然の支配へ
　第Ⅱ部　経済学の古典的展開
第５章　経済学の生誕
　　　　――スミスの利己心と共感

【スミス】
　１ 道徳哲学の伝統
　２ 『国富論』の市場社会像
　３ 『道徳感情論』の市民社会像
　４ 経済学の生誕から古典派の誕生へ

第６章　経済論争の時代
　　　　――マルサスとリカード

【マルサス，リカード】
　１ 経済論争の始まりと前提
　２ 地金論争と穀物法論争
　３ 差額地代説と比較優位説
　４ 古典派の発展
第７章　古典派の集大成
　　　　――J.S.ミルと社会改良

【セー，J.S.ミル】
　１ 折衷と刷新
　２ 経済学の目的・定義と分配論
　３ 定常状態と協同組合
　４ 古典派の終焉
第８章　反古典派の潮流
　　　　――遅れてきたフランス・ドイツ

【シスモンディ，リスト，ロッシャー，シュモラー】
　１ 反古典派という潮流
　２ シスモンディとフランスの伝統
　３ リストと関税同盟
　４ 歴史学派の重層的展開
　５ 批判者の有用性
第９章　社会主義の挑戦
　　　　――マルクスから現代へ

【マルクス，ヒルファディング，ルクセンブルク，レー
ニン，ホブソン】
　１ 社会主義思想の発展
　２ マルクスの経済学批判
　３ 修正主義・帝国主義，
　　 そしてプロレタリア独裁
　４ 日本における独自のマルクス主義
　５ マルクス思想の教訓
　第Ⅲ部　経済学の現代的展開
第10章　限界革命の同時発生
　　　　――三都物語

【ジェヴォンズ，ワルラス，メンガー】
　１ 新古典派経済学の誕生
　２ ジェヴォンズと「水とダイヤモンド｣
　３ ワルラスと一般均衡理論
　４ メンガーと欲望の帰属
　５ 現代経済学の出発点

第11章　新古典派の世界展開
　　　　 ――英米と中欧・北欧

【マーシャル，ピグー，J.B.クラーク，ヴェブレン，
フィッシャー，ベーム - バヴェルク，ヴィーザー，ヴィ
クセル】
　１ 新古典派経済学の拡散
　２ ケンブリッジ学派の興隆
　３ 新興国アメリカの多様性
　４ 中欧と北欧の展開
　５ 新古典派経済学の世界展開
第12章　ケインズ革命――失業と貨幣

【ケインズ】
　１ 戦間期の洞察力
　２ ケインズ革命の思想・理論・政策
　３ ケインズの異端的な特徴
　４ 文明の可能性を求めて
第13章　孤高の経済学者――経済と隣接領域

【シュンペーター，ハイエク，ガルブレイス，都留
重人】
　１ 孤高の意味
　２ シュンペーターの新結合
　３ ハイエクの自生的秩序
　４ ガルブレイスの拮抗力
　５ 都留重人の科学者の社会的責任
　６ 後世への影響
第14章　経済学の現代的発展
　　　　 ――精緻化から多様化へ

【サミュエルソン，フリードマン，ルーカス，フォン・
ノイマン】
　１ 第二次世界大戦後の三画期
　２ 1930年代からの理論的発展
　３ 現代の新しい分野
　４ 異端派の大同団結
　５ 他分野とデータ駆動
第15章　経済学の歴史――過去・現在・未来

【シーニア，J.S.ミル，ロビンズ，マーシャル】
　１ 経済学的思考とは
　２ 経済学の定義と一般のイメージ
　３ 主流・傍流の分岐点とペア概念
　４ 経済学史の利点と責務
原典注／参考文献／用語集（Glossary)
人名・事項索引

ここが

ポイント
!!

◎ 古代から現代までの経済学の歴史に登場するテーマ，
　 人物を網羅したコンパクトなテキスト
◎ 高校との接続を意識して，本文の重要語句は用語集や
 　図解で分かりやすく学べる

経
済
学
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一般経済史
河﨑信樹／奥 和義 編著

経済史の分析視角を，伝統的なものから最新のもの
まで解説。18～20世紀前半の欧米諸国の経済史を中
心としつつも，ヨーロッパ統合史やアジアの経済成
長といった新たな論点にも対応。多面的な見方が身
に付く初学者向けの入門書。

はしがき

序　章　経済史を学ぶ

　第Ⅰ部　経済史学の方法
第１章　伝統的経済史学
　１ 経済史学の再構築
　２ 経済発展段階論
　３ 経済発展段階論への批判
　４ 経済成長論
　５ 新しい経済史学
　［Column］
　　１ 大塚史学

第２章　計量経済史と制度の経済学
　１ 計量経済史
　２ 制度の経済学と経済史
　［Column］
　　２ 計量分析の基礎――単回帰モデル
　　３ ゲーム理論の基礎――ナッシュ均衡

第３章　グローバル・ヒストリー
　１ ヨーロッパ中心主義史観
　２ グローバル・ヒストリーの誕生
　３ グローバル・ヒストリーの興隆
　４ 大いなる分岐
　［Column］
　　４ 人口動態の東西比較

　第Ⅱ部　資本主義の発展と世界システム
第４章　世界システムの形成
　１ 世界の一体化
　２ 大航海時代以前
　３ ポルトガルの「海の帝国｣
　４ スペインの新世界帝国
　５ 西ヨーロッパの国際商業センターの変遷

　６ オランダ
　　 ――海外覇権と資本主義経済の結合
　７ イギリスの重商主義帝国
　［Column］
　　５ ウォーラーステインの
　　　 「近代世界システム」論
　　６ 織田信長の金平糖
　　　 ――ポルトガルの「海の帝国」と日本

第５章　産業革命の時代
　１ 「ヨーロッパ産業革命」という見方
　２ なぜヨーロッパは世界史上最初の
　　 産業革命に成功したのか
　３ 19世紀の工業経済
　［Column］
　　７ 産業革命とエネルギー革命

第６章　大企業の登場
　１ 世界経済の構造変化
　２ 大量生産システムの成立と発展
　３ 新たな経営組織の展開
　［Column］
　　８ 機械との競争？
　　９ 産業集積

第７章　「帝国主義の時代」と第一次世界大戦
　１ 「帝国主義」とは何か
　２ 「帝国主義の時代」の特徴
　３ 第一次大戦後の構造変化
　４ 戦後再建期――混乱から安定へ
　５ 1920年代後半の不安定性
　［Column］
　　10 自由貿易帝国主義
　　11 金本位制

　第Ⅲ部　世界大恐慌から戦後秩序へ
第８章　大恐慌とその影響
　１ 大恐慌の進行過程
　２ 全世界的波及
　３ 大恐慌への政策的対応と影響
　４ 戦時経済体制
　［Column］
　　12 マネーストックとハイパワードマネー
　　13 最後の貸手

第９章　戦後国際経済秩序の形成と展開
　１ IMF・GATT体制の成立
　２ IMF・GATT体制の現実と経済成長
　３ IMF体制の終焉とグローバル化の進展
　［Column］
　　14 ソ連と東ヨーロッパ経済
　　15 ケインズ主義と新自由主義

第10章　ヨーロッパ統合の経済史的展開
　１ ヨーロッパ統合の開始
　２ 通貨協力と EC 拡大の時代
　３ 単一市場からユーロの誕生へ
　［Column］
　　16 欧州経済領域（EEA）
　　17 ユーロ危機

第11章　アジアの経済発展
　１ 戦後アジアの経済戦略
　２ 日本の高度成長
　３ 東アジアの奇跡
　４ 中国経済の躍動
　［Column］
　　18 農業経営の規模と生産性

終　章　経済史と現代

索　引
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◎ 伝統的な経済史の捉え方から計量経済史やグローバ
　 ル・ヒストリーまで基本的な経済史の分析方法を学ぶ
◎ 欧米経済史を中心としつつも，ヨーロッパ統合史や
　 アジアの経済成長といった新しい論点にも対応

経
済
学



はしがき

序　章　日本経済史を学ぶ

　第Ⅰ部　近世から近代へ
第１章　江戸時代経済の展開
　１ 江戸時代経済を知るために
　２ 江戸時代経済の仕組み
　３ 250 年間の展開
　４ 緩やかな発展の成果と限界

第２章　江戸の終焉と新たな経済秩序の模索
　１ 開港と居留地貿易
　２ 幕末の経済危機と幕府の対応
　３ 維新政府の財政改革と近代産業の黎明
　４ 大隈財政と産業振興
　５ インフレーションの激化と政策転換
　Column
　　１ 外資の排除と炭鉱経営
　　　 ――高島炭鉱問題とその帰結
　　２ 近代製糸業の勃興――富岡製糸場の挑戦

第３章　近代産業の発達
　１ 松方財政の展開と経済財政政策
　２ 官有物払下げと民間企業の発展
　３ 企業設立ブームと近代産業の発達
　４ 鉄道業の発達
　５ 近代企業の発展と会社制度の発達

第４章　日清・日露戦争と日本経済
　１ 日清戦争の開戦と日本
　２ 日清戦争の勝利と国際秩序の変化
　３ 日清戦後経営
　４ 金本位制の確立と条約の改正
　５ 日露戦争の開戦と日本経済
　６ 日露戦後経営と日本経済

　第Ⅱ部　近代日本の成長
第５章　第一次世界大戦と輸出ブーム
　１ 欧州大戦の勃発
　２ 貿易の拡大
　３ 輸出関連産業の発達

　４ 輸入代替と内需向け産業の発達
　５ 社会の変化
　６ 大戦の遺産と宿題

第６章　恐慌と生活様式の変容
　１ バブル崩壊
　２ 震災
　３ 金融恐慌
　４ 経済成長
　５ モダンライフ
　Column
　　３ 地下鉄の誕生

第７章　満州事変と景気回復
　１ 日本の国際環境
　２ 井上財政と金本位制復帰
　３ 昭和恐慌と２つの誤算
　４ 高橋財政と景気回復
　５ 産業構造の変化
　６ 貿易摩擦と日本の孤立
　７ 高橋財政の限界
　Column
　　４ 「金解禁」と井上準之助

第８章　戦時統制経済とアジア・太平洋戦争
　１ 日本の国際環境
　２ 統制経済の拡大
　３ アジア・太平洋戦争と日本経済
　４ 大東亜共栄圏とアジア諸国
　５ 国民の暮らし
　６ 敗戦
　Column
　　５ ポツダム宣言と現代日本

　第Ⅲ部　戦後復興と現代
第９章　戦後経済改革と経済復興
　１ 終戦時の日本経済
　２ 連合国による占領と経済民主化政策
　３ 終戦直後の経済政策
　　 ――インフレーションと生産復興
　４ ドッジ・ラインと日本の国際社会への復帰
　５ 高度経済成長前夜の日本経済

　Column
　　６ 終戦直後の国民生活と大衆消費社会の復興
　　７ ブレトンウッズ体制
　　８ 戦後電力再編と９電力体制

第10章　高度成長と消費社会の成立
　１ 内需主導の経済成長とマクロ経済政策
　２ 重化学工業化と国際競争力の構築
　３ 生活革命と洋風化
　４ 小売企業の成長と流通革命
　５ 消費単位としての家族
　Column
　　９ 対立から協調へ
　　　 ――労使関係を転換させた三池争議
　　10 貿易・為替の自由化と資本自由化

第11章　貿易摩擦と「経済大国」化
　１ 国際経済環境の大きな変化
　２ 日本の産業発展と構造変化
　３ 貿易摩擦とプラザ合意
　４ 「経済大国」日本
　Column
　　11 日本的経営の評価
　　12 プラザ合意

第12章　バブル経済とその後
　１ 国際環境
　２ バブルの形成と崩壊
　３ 課題に直面した日本経済
　４ 21 世紀の国際経済と日本
　Column
　　13 繰り返されるバブル

終　章　現代日本経済の課題
　１ 通史としての日本経済史
　２ 現代日本への道筋
　３ 現代日本を考えるために
　４ 現代日本の課題

引用文献／索引
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日本経済史
石井里枝／橋口勝利 編著

江戸時代の経済の仕組みから，開港，産業革命，２
つの大戦，戦後復興，そして高度経済成長から現代
日本へのダイナミズムをわかりやすく解説する。高
等学校の歴史学習からの架け橋となるべく，学ぶべ
きポイントを整理した，まずはじめに読む入門書。

A5判美装/352頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-07948-3　2017年4月刊行

ここが

ポイント
!!

◎ 高等学校の日本史，世界史から架橋する日本経済史
◎ 写真，表，グラフを多用し，ビジュアルでも分かり
　 やすい日本経済史入門

経
済
学



A5判美装/346頁　定価：3,850円（本体3,500円+税）
ISBN 978-4-623-09194-2　2021年12月刊行

Minerva KEYWORDS 9

ハンドブック日本経済史
—— 徳川期から安定成長期まで

平井健介／島西智輝／岸田 真 編著

これまでに日本経済はどのような課題に直面し，対
応してきたのか。本書は，世界やアジアとの比較・
関係を意識しながら，徳川期から戦後の安定成長期
までの日本経済史を，より深く主体的に学ぶための
道案内である。

はしがき

　第Ⅰ部　徳川期
解説――徳川社会の形成と発展
１ 人口と飢饉――歴史人口学の成果から考える
２ 日本銀とアジア域内交易
　 ――東アジア国際秩序における近世日本の役割
３ ｢鎖国」と「海禁」
　 ――江戸時代の日本は閉じていたか
４ 徳川農業の生産力水準――近世農業の発展
５ 醸造業
　 ――近代以降も継続的発展を遂げた在来産業　
　　　 の雄
６ 近世の豪商――三井にみる大店の成立と展開
７ 屎尿
　 ――肥料としての価値と衛生環境に与える影響
８ 米市場・両替屋
　 ――江戸時代経済の中枢を支えた仕組み
９ 財政支出と藩政改革
　 ――江戸時代の大名家と「再建のゆくえ」
10 都市をつくる――城とインフラ整備
11 海防論と蝦夷地開発
　 ――ロシアの接近と生産活動の活発化

　第Ⅱ部　開港期～松方デフレ期
解説――自由貿易体制への参入と近代化への模索
12 開港場・居留地制度と感染症
　 ――近代日本の防疫と対外関係
13 開港とアジア――アジア間貿易と商人的対応
14 台湾領有への道――一九世紀日本の南進政策
15 製糸業と養蚕業
　 ――近代製糸業の成長と農村への養蚕業の展開
16 石炭産業――産業特有の制約の克服
17 幕末維新と豪商
　 ――三井からみる近代的事業基盤の形成
18 産業発展と木材――明治日本の森林危機
19 近代的銀行システムの誕生
　 ――欧米制度の導入と過去の遺産の継承
20 銀本位制の採用
　 ――世界経済との関係を模索する明治日本
21 明治前期の交通インフラ整備
　 ――道路・河川・港湾
22 福沢諭吉
　 ――明治日本における「実業革命」とその担い手

　第Ⅲ部　企業勃興期～第一次世界大戦期
解説――産業化の発展と「帝国」化
23 ｢移民の世紀」と日本――移民の送出と受入
24 日本商社とアジア綿業の高度化
　 ――中国農民の市場の変動に対する対応
25 ｢大陸進出」と円通貨圏の拡大
　 ――朝鮮を中心として
26 農業成長と肥料――消費肥料の増加と多様化
27 軽工業と女性労働――近代日本の女工問題
28 商社の誕生――ビジネスチャンスと新規参入
29 産業化と公害――煤煙問題
30 中小銀行の乱立と機関銀行
　 ――戦前日本の銀行業の形成と変化
31 国際金本位制の成立と日本
　 ――なぜ日本は金本位制に移行したのか
32 帝国とインフラ
　 ――日本植民地の鉄道と上水道整備
33 渋沢栄一――日本資本主義の父

　第Ⅳ部　両大戦間期
解説――恐慌下の経済発展と国際対立
34 なぜ賃金は上がらなかったのか
　 ――一九三〇年代景気回復期の労働市場と
　　　 臨時工制度
35 資本輸出
　 ――帝国経済圏の拡張と植民地帝国の形成
36 戦前期日本の外債発行と外資導入
　 ――政府と民間
37 日本の食糧需給――植民地農業の影響
38 近代日本とアジア分業体制
　 ――日本綿業の発展に着目して
39 大衆消費社会への道――消費と商業の歴史から
40 電力の登場とエネルギー構成の変化
　 ――日露戦後から両大戦間期を中心に
41 株式市場の発展と資金調達
　 ――株式中心の資金調達と投機的な株式取引
42 産業政策の展開――商工省と大阪府・大阪市
43 都市問題――都市の拡大と衛生問題の発生
44 石橋湛山――「小日本主義」の理想と現実

　第Ⅴ部　戦時期～戦後復興期
解説――戦争・統制の帰結と経済復興
45 帝国支配と人の移動――満洲移民と「引揚げ」
46 ｢資源小国」日本の資源調達
　 ――海外依存する構造

47 旧植民地・占領地と日本
　 ――敗戦がもたらした影響
48 食糧の安定確保
　 ――食糧供出制度と農地制度改革
49 軍需産業の「平和」化
　 ――軽武装・経済重視国家の基盤
50 配給統制と闇市――政策と現実の矛盾
51 代用燃料の模索――資源制約緩和の試み
52 庶民金融の再編
　 ――戦時経済下と戦後復興期における変化
53 統制経済の開始と終焉――自由と統制の相克
54 震災・戦災後の都市復興
　 ――インフラ整備と生活再建の視点から
55 日米開戦と経済調査
　 ――「正確な情報」とその解釈

　第Ⅵ部　高度成長期～安定成長期
解説――「経済大国」日本の確立と変容
56 農村から都市へ――労働市場の「制度」の役割
57 アジア貿易の再構築
　 ――戦後冷戦構造と大阪財界の中国貿易論
58 技術・経営技法の導入と海外移転
　 ――戦後の国際環境と日本
59 農業はビジネスか
　 ――基本法農政の狙いと帰結
60 耐久消費財産業の成長――自動車を中心に
61 余暇の広がり
　 ――日本人はどのような旅行をしてきたのか
62 エネルギー革命と公害――技術革新と住民運動
63 戦後日本の金融システム
　 ――護送船団方式とメインバンク制
64 国民皆保険・皆年金――その成立と再編過程
65 情報化社会――産業・企業・社会・そして個人へ
66 列島改造の夢――田中角栄の誤算

資料一覧
巻末附録
事項索引
人名索引

ここが

ポイント
!!

◎ 徳川期から安定成長期までを６分割した各時代の概観と，
　 授業や教科書では十分に説明できない重要事項を解説した
　 66のトピックで構成。教科書と副読本の機能を兼ね備える
◎ トピックは11の主題ごとに体系化され，産業・政策など古
 　典的な主題軸から，対外関係・環境・金融など「日本史探
 　究」や「歴史総合」,および「SDGs」を意識した主題軸まで，
 　幅広く網羅
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簡単な数学で理論を学び，予算や租税，公債，政策
などについて理解する。その上で，日本における租
税や社会保障，地方財政についての仕組みと実情を
捉える。財政に関する基礎知識がこの一冊で学べる
コンパクトな入門書である。
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財政学
池宮城秀正 編著

はしがき
序　章　財政の機能と公共部門
　１ 広義の市場の失敗と財政の機能
　２ 資源配分機能
　３ 所得再分配機能
　４ 経済安定化機能
　５ 地方財政の機能
　６ 日本の公共部門
第１章　財政と市場メカニズム
　１ 効率的な資源配分
　２ 市場の失敗と政府介入
　３ 公共財の最適供給
第２章　日本の予算制度
　１ 予算の機能と予算原則
　２ 予算制度
　３ 財政投融資
　４ 予算制度改革
第３章　国家財政の実情
　１ 歳出構造
　２ 歳入構造
　３ プライマリー・バランス
　４ 国民負担率
第４章　租税の基礎理論
　１ 租税の機能
　２ 租税原則と公平な負担配分
　３ 租税の転嫁・帰着
　４ 課税の中立性
　５ 租税の分類
第５章　所得税と法人税
　１　個人所得税
　２　法人所得税

第６章　消費課税と資産課税
　１ 消費課税
　２ 資産課税
第７章　公　債
　１ 公債発行による財源調達
　２ 公債累増の問題点
　３ ドーマー法則
　４ 公債の負担
　５ 公債管理政策
第８章　社会保障
　１ 社会保障の歴史
　２ 社会保障の給付と負担
　３ 公的年金
　４ 医療保険
　５ 介護保険
　６ 生活保護
第９章　経済安定化政策
　１ 国民所得の決定
　２ ビルトイン・スタビライザー
　３ IS-LM分析
　４ 開放経済下の国民経済
第10章　地方財政の基礎理論
　１ 地方分権と地方財政
　２ 税源配分と地方税原則
　３ 補助金の経済効果
第11章　地方財政の実情
　１ 国と地方の財政関係
　２ 地方歳入
　３ 地方歳出
索　引

A5判美装/256頁　定価：2,640円（本体2,400円＋税）
ISBN 978-4-623-08514-9　2019年3月刊行

ここが

ポイント
!!

◎ 中学校レベルの数学で租税理論を捉えられる
◎ 日本の租税制度，地方財政についてコンパクトに学
　 べる財政学の入門テキスト

経
済
学



A5判美装/248頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09564-3　2023年10月刊行

東京を念頭に置いた都市経済学から，地方都市をも
視野に収めた都市経済学へ。住宅・土地利用問題を
はじめ，都市圏と地方圏を意識した生活圏問題，都
市インフラの諸課題にも着目した，まったく新しい
教科書。

◎ 都市圏の問題ばかりか地方圏の問題も掘り起こし，解
　 決策を経済学的に検討する
◎ ＧＩＳを用いたデータ分析など実証分析の方法を学ぶ
◎ 難解な数式を廃した平易な解説

入門都市経済学

浅田義久／山鹿久木 著
ここが

ポイント
!!

はじめに

　第Ⅰ部　居住編
第１章　日本の地域と都市問題
　１ 人口減少が予想される中での都市問題・地域問題
　２ 東京一極集中ではなく中核市集中
　３ 地方道県内でも進む一極集中
　４ 東京圏内でも転居が進む――東京圏の出生率は低くない
　５ 都市圏と地方の都市環境――どちらが住みやすい？
　６ COVID-19感染症による都市や地域経済への影響
　❖実証トピックス１ COVID-19の感染率と人口密度の関係
　７ まとめ

第２章　住宅市場と住宅政策
　１ 住宅市場の需要曲線と消費者余剰
　２ 住宅市場の供給曲線と生産者余剰
　３ 住宅市場の効率性
　４ 政府の介入
　５ 外部性とその是正策
　６ 住宅の情報の非対称性と政府の介入
　７ まとめ

第３章　都市の住宅立地
　１ 単一中心都市
　２ 住宅立地モデル
　❖実証トピックス２ 市場地価曲線の実証分析
　３ 都市の土地利用と都市構造の変化
　４ 都市間の人口移動（小開放都市）
　５ 中核都市人口集中と郊外化
　６ 付け値地代を用いた外部不経済と用途地域の都市構造への影響
　７ まとめ

　第Ⅱ部　生活圏編
第４章　日本の地域間格差問題
　１ ローレンツ曲線とジニ係数
　２ 人口の格差
　３ 地域の産業構造の違いと生産性の格差
　４ 地域間格差に対する政策
　５ 地域の成長
　６ 産業連関表
　７ まとめ

第５章　地域間人口移動の理論と実際
　１ 日本の人口移動と特性
　２ 人口移動の理論
　３ 夢のマイホーム
　４ まとめ

第６章　都市集積と都市規模
　１ 都市の形成
　２ 都市の成長過程
　３ 都市規模の決定
　４ まとめ

　第Ⅲ部　都市インフラ編
第７章　都市インフラ
　１ 地方公共財・公共サービスとは？
　２ 都市インフラと規模の経済，集積の経済
　３ 規模の経済が大きなインフラ（電力・交通など）
　４ 医療サービス，保育・教育サービス，介護サービス
　❖実証トピックス３ NIMBYインフラの外部不経済の実証分析
　５ 防災インフラ
　６ まとめ

第８章　都市交通
　１ 都市部での交通混雑問題
　２ 交通機関の赤字問題
　３ 交通市場の余剰分析
　４ 交通市場の規制・料金問題
　５ まとめ

第９章　地方公共投資と都市財政
　１ 地方公共投資
　２ 日本の都市財政
　❖実証トピックス４ 
　　地方交付税と国庫支出金が人口流入に与える実証分析
　３ 日本の都市制度
　４ まとめ

自主研究のために／参考資料／お薦めの本・論文／索引

近　刊
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A5判美装/364頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09576-6　2023年4月刊行

本書は，まず国際貿易，国際金融双方の伝統的理論
から新しい理論までを網羅して学ぶ。そしてＷＴＯや
ＩＭＦなどの国際経済の制度を捉え，アメリカ，中国，
ＥＵ，そして日本などのキープレイヤーの歴史と現
状を俯瞰する。

◎ 国際金融と国際貿易理論の骨格が網羅的にわかる
◎ 国際経済のキープレイヤーのこれまでの歴史と現状が
 　わかる
◎ アメリカ，EU，中国，そして日本と地域地域を俯瞰し，
 　これからの国際経済の展望も見通すテキスト
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国際経済論
奥 和義／内藤友紀 著

ここが

ポイント
!!

はしがき

序　章　国際経済論を学ぶ

　第Ⅰ部　国際貿易
第１章　伝統的貿易理論
　１ 自由貿易
　２ 自由貿易均衡モデルと比較優位の応用
　３ 比較優位の決定
　４ 伝統的貿易政策
　Column
　　１ 現実世界の比較優位と絶対優位

第２章　新しい貿易理論
　１ 産業内貿易
　２ 新しい貿易理論⑴
　３ 新しい貿易理論⑵
　４ 貿易と経済地理学
　Column
　　２ 重力モデル（gravity model）

第３章　貿易政策
　１ 自由貿易論と保護貿易論
　２ 保護貿易政策の可能性を主張する諸理論
　３ グローバル化と貿易政策
　４ 貿易政策のあり方を考える視点
　Column
　　３ 広義の貿易政策の必要性
　　４ サービス貿易を通して見た日本経済

第４章　国際貿易制度の歴史と現在
　１ 国際貿易制度とは
　２ 国際貿易制度の展開
　３ グローバリゼーションを支える
　　 国際貿易制度――ＷＴＯ
　４ 地域貿易協定の隆盛
　５ 自由貿易への信頼と国際貿易制度
　Column
　　５ ケインズ案とホワイト案
　　６ 自由貿易協定と関税同盟

　第Ⅱ部　国際金融
第５章　国際収支と国際貸借
　１ 国際収支
　２ 日本の国際収支と国際貸借
　３ 国際収支と国民経済の関係
　Column
　　７ ＩＭＦ国際収支マニュアル第５版
　　　 （ＢＰＭ５）（1996～2014年）との相違
　　８ 国際収支の天井

第６章　外国為替と為替レート
　１ 外国為替とは
　２ 外国為替レート
　３ 外国為替リスクのヘッジ
　４ 外国為替市場
　５ 為替レート決定理論
　Column
　　９ 実質為替レートと実効為替レート
　　10 為替相場決定理論のマネタリー・
　　　 アプローチの直感的理解

第７章　国際金融政策
　１ 閉鎖経済におけるマクロ経済モデル
　　 ――IS―LMモデル
　２ 開放経済におけるマクロ経済モデル
　　 ――マンデル＝フレミング・モデル
　３ マンデル＝フレミング・モデルの拡張
　Column
　　11 フィリップス曲線
　　12 最適通貨圏

第８章　国際金融制度の歴史と現状
　１ ＩＭＦの設立から変動相場制まで
　２ ＩＭＦの途上国債務危機以降の
　　 新たな課題への対応
　３ 新たな規制機関による金融規制
　４ 国際開発銀行・世界銀行グループ
　Column
　　13 派生商品
　　14 ＳＤＲ

　第Ⅲ部　国際経済とアメリカ・ＥＵ・中国・
　　　　　日本
第９章　アメリカ
　１ 1980年代までのアメリカ経済
　２ 規制緩和と国際競争力回復策
　３ 金融における変化
　４ グローバル・インバランスと経済危機
　Column
　　15 アメリカにおける２つの『銀行』

第10章　Ｅ　Ｕ
　１ ＥＵの組織・制度・機能
　２ ＥＵ成立の前史
　３ 統合の発展
　Column
　16 欧州中央銀行（ＥＣＢ）と各国の
　　 中央銀行の関係
　17  ＥＵの議事決定方式（特定多数決）について

第11章　中　国
　１ 中国の環境と資源
　２ 中国経済の現況
Column
　18 外貨制約

第12章　日　本
　１ 第２次世界大戦から高度経済成長期の
日本
　２ 1970年代・1980年代の日本経済
　３ 1990年代以降の日本経済
　Column
　　19 ミセス・ワタナベ
　　20 バブルと日本経済の長期停滞について

終　章　21世紀の国際経済と未来
　１ 21世紀の国際経済の変化
　２ 国際経済の課題
　３ 新しい時代へ，経済成長から
　　 循環型共生社会を目指して

索　引
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好評のテキスト（2019年）を改訂。第２版では，1980
年代以降アメリカ主導のグローバリゼーション自身
が産み出した国家内部そして国家間の双方におけ
る「社会経済的な分断」の構造的諸相に注目しつつ，
現代世界経済の現実に迫る。

◎ 現代の世界経済を理解するための歴史・理論・制度を
　 体系的に丁寧に解説
◎ 具体的事象の解説を機軸に，その根底にある問題と各
　 事象との関連性について説明し，現代世界経済の構図
　 への理解をめざす

世界経済論［第２版］
―― 変容するグローバリゼーション

山本和人／鳥谷一生 編著
ここが

ポイント
!!

はしがき――『世界経済論』第２版の刊
行に寄せて
欧文略語一覧
　第Ⅰ部　グローバル経済システムの
　　　　　歴史・構造・現状
第１章　資本主義世界経済の歩み
　　　　――私たちの250年史
　１ 資本主義の誕生とイギリス中心の
　　 世界経済の盛衰
　　 ――パクス・ブリタニカの世界経済
　　 　　システム
　２ 第２次世界大戦後の世界経済
　　 ――パクス・アメリカーナの世界
第２章　国際貿易と国際通貨の
　　　　基礎理論
　　　　――国際経済を読み解くツール
　１ 貿易をめぐる利害対立と論争の
　　 深化
　２ 自由貿易の利益をめぐる議論
　３ 国際収支と「貯蓄―投資」論
　４ 外国為替取引と国際通貨・国際金融
第３章　第２次世界大戦後の国際通貨
　　　　システム
　　　　――旧ＩＭＦ体制から変動相場
　　　　　　制への移行，そして「ドル
　　　　　　本位制」へ
　１ ブレトン・ウッズ体制の成立と展開
　２ ブレトン・ウッズ体制の崩壊と変動
　　 相場制への移行
　３ 変動相場制の現実と課題
　４ 金融のグローバル化の進展と
　　 「ドル本位制」の変容
　　補論１ 通貨・金融システムについて
　　補論２ 中央銀行デジタル通貨と
　　 　　　暗号資産について
　　補論３ 「ドル本位制」について
第４章　第２次世界大戦後の国際貿易
　　　　システム
　　　　――ＧＡＴＴ・ＷＴＯ体制から
　　　　　　ＲＴＡｓ（地域貿易協定）へ
　１ 戦後貿易システムの誕生と
　　 多国間貿易交渉
　２ ＷＴＯの成立とその後
　３ ＲＴＡｓ（地域貿易協定）の急増と
　　 多国間貿易体制の行方

第５章　途上国における開発戦略と
　　　　開発経済学の変遷
　　　　――途上国における開発の
　　　　　　歴史と開発理論
　１ 脱植民地化と「開発の時代」の到来
　２ ＮＩＥＯの盛衰と政府主導的な開発
　　 戦略
　３ 新自由主義的開発戦略への転回
　４ 現代開発経済学（開発のあり方）
　　 の批判的検討
第６章　対外投資と生産のグローバル化
　　　　――何がグローバル化を突き
　　　　　　動かしているのか
　１ 対外投資とは何か
　２ なぜ直接投資は拡大し，企業は
　　 多国籍化するのか
　３ 直接投資と発展途上国の急速な
　　 工業化
　４ 生産のグローバル化と国際貿易の
　　 変容
　第Ⅱ部　現代世界経済の諸相
　　　　　――各国・地域
第７章　第２次世界大戦後のアメリカ
　　　　経済の展開
　　　　――グローバル化と金融化の
　　　　　　帰結
　１ 戦後アメリカ経済小史
　２ アメリカ金融革命と世界金融経済
　　 危機
　　 ――「経済の金融化」の末路
　３ 世界金融経済危機後のアメリカ経済
　４ コロナ禍のアメリカ経済とその行方
　　 ――急膨張した財政赤字と
　　 　　引き締め策に転じたＦＲＢ
第８章　ＥＵ経済・通貨統合の現実
　　　　――統合の進展と経済・
　　　　　　政治的危機
　１ ＥＵとは何か
　２ 単一市場の拡大・発展と共通政策
　３ ＥＭＵ（経済通貨同盟）の発展と
　　 ＥＣＢ（欧州中央銀行）の始動
　４ 欧州金融危機の発生と経済動向
　５ イギリスのEU離脱（Brexit）
　６ 新型コロナウイルス危機と
　　 ウクライナ危機への対応

第９章　現代中国経済と人民元
　　　　「国際化」・「一帯一路」戦略
　　　　――「改革開放」政策の経緯と
　　　　　　行く末
　１ 現代中国略史
　　 ――1949年革命から「改革・開放」
　　 　　まで
　２ 「改革開放」政策と社会主義市場
　　 経済への移行
　３ ＷＴＯ加盟，高度経済成長へ
　４ 中国経済と世界経済
　　 ――人民元「国際化」と「一帯一路」
　　 　　戦略
　５ 内憂外患の中国経済
第10章　アジアＮＩＥＳとＡＳＥＡＮの経済
　　　　――アジアはいかにして
　　　　　　成長したのか
　１ 『東アジアの奇跡』とアジアの
　　 経済発展
　２ アジアＮＩＥＳの経済発展
　３ ＡＳＥＡＮの経済発展
　４ 東アジア通貨危機とアジアＮＩＥＳ・
　　 ＡＳＥＡＮ
　５ グローバリゼーションの進展と
　　 地域経済協力
　　補論４ 韓国の経済と社会
第11章　グローバリゼーション下の
　　　　新興国経済
　　　　――新自由主義的グローバリ
　　　　　　ゼーションの影響と帰結
　１ ラテンアメリカ新興国
　　 ――グローバリゼーション下の
　　 　　産業構造
　２ ロシア
　　 ――ショック療法による困難と
　　 　　資源の呪い，ウクライナ侵攻
　３ インド――経済自由化の「二つの顔」
　４ 新興国・途上国にとっての
　　 グローバリゼーション
第12章　日本経済の現状と行方
　　　　――アベノミクスと負の遺産
　１ 戦後日本経済の歩み
　　 ――復興から高度経済成長へ
　２ 日本経済の「金融化」と「国際化」
　　 ――バブル崩壊と日米経済摩擦
　３ 日本の金融危機と「失われた30年」
　４ アベノミクス下の財政金融の現実
　５ 日本経済の行方

終　章　地殻変動と分断のすすむ　　
　　　　世界経済
　　　　――貧困・格差と武力紛争，　
　　　　　　そして気候変動危機に
　　　　　　瀕する人類社会
　１ 各種経済統計でみた世界経済の
　　 地殻変動
　２ 世界経済秩序の動揺と混迷
　３ グローバル化の進展と
　　 「不平等危機」
　４ 結　語
巻末資料
　１ 日本の国際収支
　２ アメリカの国際収支
　３ 中国の国際収支
　４ 世界各国の経済指標（2020年）
　５ 第２次世界大戦後の世界経済の
　　 見取図
あとがき――第２版の執筆を終えて
人名索引／事項索引
コラム
　１ ケインズ主義と新自由主義
　２ グローバリゼーション時代の所得
　　 格差の推移：エレファントカーブ
　　 が示す世界経済
　３ 金利平価説と購買力平価説
　４ 影の銀行（シャドーバンキング）
　５ ＷＴＯの紛争解決制度
　６ グローバルな公正を求める運動
　　 （オルター・グローバリゼーション運動）
　７ タックス・ヘイブン
　８ アメリカ通商法301条の過去と現在
　９ ＥＭＵの制度改革
　10 香港のカレンシー・ボード制
　11 一国の国民通貨の「国際化」と
　　 「国際通貨」化
　12 「国際金融のトリレンマ」命題
　13 ＬＤＣ，そしてハイパーインフレと
　　 経済破綻
　14 1980年代日米貿易・経済摩擦を
　　 歴史の中に位置づける
　15 日本の新自由主義に関する欧米で
　　 の評価：政治学的な視角から
　16 ＳＤＧｓ：先進国と新興国・途上国間
　　 の見解の相違
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室山義正 シリーズ監修

Minervaベイシック・エコノミクス

国際経済学 国際金融編
 岩本武和 著

国際金融論の基礎である国際収支と外国為替市場の
説明から，為替レート・モデル，国際収支モデルを
考察し，動学も含むマクロ経済政策，現在の国際情
勢までを学ぶ。難解な数学的説明を極力抑え，明解
な議論で直感でわかるという感覚を届ける初学者向
けテキスト。

はしがき

序　章　国際金融論の考え方
　１ ミクロ経済学的な視点
　２ マクロ経済学的な視点

　第Ⅰ部　国際収支と外国為替市場

第１章　国際収支と国際投資ポジション
　1.1 国民経済計算と国際収支統計
　1.2 国際収支の構成
　1.3 国際投資ポジション

第２章　外国為替市場と為替レート
　2.1 外国為替市場の構造
　2.2 為替レートのフロー・アプローチ
　2.3 変動相場制と固定相場制
　2.4 直物為替レートと先物為替レート
　2.5 名目為替レートと実質為替レート
　2.6 実効為替レート
　補論 2.1 カバー付き金利平価
　補論 2.2 実効為替レートと通貨バスケット

　第Ⅱ部　為替レート・モデル

第３章　金利平価とアセット・アプローチ
　3.1 フロー・アプローチからアセット・
　　 アプローチへ
　3.2 金利平価と無裁定条件
　3.3 アセット・アプローチ
　3.4 為替レートのオーバーシューティング
　3.5 国際金融のトリレンマ
　補論 3.1 対数関数の利用⑴
　補論 3.2 カバー付き金利平価（CIP）と
　　　　   カバーなし金利平価（UIP）の違い

第４章　購買力平価とマネタリー・アプローチ
　4.1 購買力平価
　4.2 貿易財と非貿易財
　4.3 マネタリー・アプローチの基本方程式
　4.4 フィッシャー効果と実質金利平価
　4.5 マネーサプライの成長率と
　　 為替レートの変化率
　補論 4.1 対数関数の利用⑵
　補論 4.2 ビッグマック指数と購買力平価の
　　　　  推移
　補論 4.3 バラッサ = サミュエルソン効果
　　　　  の数学的証明

第５章　ポートフォリオ・バランス・
　　　　アプローチ
　5.1 資産の不完全代替性とリスクプレミアム
　5.2 リスクプレミアムを含む為替レート・
　　 モデル
　5.3 ポートフォリオ・バランス・アプローチ
　補論 5.1 期待効用関数とリスクプレミアム
　補論 5.2 一国の資金循環

　第Ⅲ部　国際収支モデル

第６章　経常収支不均衡の調整
　6.1 対外インバランスとは何か
　6.2 弾力性アプローチ
　6.3 アブソープション・アプローチ
　補論 6.1 マーシャル = ラーナー条件の
　　　　  数学的導出
　補論 6.2 国際収支のマネタリー・アプローチ

第７章　マンデル = フレミング・モデル
　7.1 IS-LM-FX モデル
　7.2 IS-LM-BP モデル
　7.3 資本規制の効果

第８章　資本移動の動学モデル
　8.1 異時点間の予算制約
　8.2 消費の決定
　　 ──資本移動の利益（消費の平準化）
　8.3 生産の決定
　　 ──資本移動の利益（投資の効率化）
　8.4 ２国・２期間モデルにおける
　　 消費・生産・経常収支の決定
　8.5 資本移動の理論と現実
　補論 8.1 現在価値

　第Ⅳ部　国際資本市場と
　　　　　国際通貨システム

第９章　国際通貨システム
　9.1 ブレトンウッズ体制
　9.2 ブレトンウッズ体制の崩壊と
　　 変動相場制への移行
　9.3 変動相場制とドル本位制の構造
　9.4 ユーロと最適通貨圏
　補論 9.1 レーガノミックスと双子の赤字
　補論 9.2 ラテンアメリカの債務危機

第10章　金融のグローバル化と国際資本市場
　10.1 国際資本市場
　10.2 金融のグローバル化
　10.3 グローバルインバランス
　10.4 世界金融危機
　10.5 欧州債務危機
　補論 10.1 アジア通貨危機

練習問題解答
文献・統計資料案内
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◎ 初学者でも学べるように難解な数式を使用せず説明 
　 している
◎ 国際マクロのダイナミズムを直感的に学べる
◎ 理解を助ける２色刷り 



室山義正 シリーズ監修
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国際経済学 国際貿易編
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◎ 初学者でも学べるように難解な数式を使用せず説明し
　 ている
◎ 国家間の経済活動を精緻に分析できる
◎ ２色刷りで見やすい 
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国際貿易論の基礎である二国間貿易モデル比較優位
の議論から，貿易政策，貿易交渉，そして現代の経
済政策までを学ぶ。難しい数式を使わず，ミクロ理
論を解説，明解な議論で直感でわかる初学者向けテ
キスト。

はしがき

第１章　比較優位の基礎
　1.1 分業の利益
　1.2 生産構造
　1.3 企業行動と長期均衡
　1.4 貿易自由化と生産の変化
　1.5 貿易均衡価格の範囲

第２章　比較優位と貿易利益
　2.1 生産可能性フロンティア
　2.2 家計部門の導入
　2.3 閉鎖経済均衡
　2.4 貿易からの利益
　2.5 比較優位と貿易利益の実証

第３章　比較優位と自由貿易均衡
　3.1 オファーカーブ
　3.2 輸入需要曲線・輸出供給曲線
　3.3 貿易均衡の存在
　3.4 貿易均衡の効率性

第４章　貿易自由化と所得分配
　4.1 要素間所得分配
　4.2 産業間所得分配
　4.3 短期的利害と長期的利害の
　　  乖離
　4.4 貿易自由化とセーフティネット

第５章　貿易政策分析の基礎
　5.1 貿易政策とは何か
　5.2 関税の効果
　　 ――交易条件が一定の場合
　5.3 関税の効果
　　 ――交易条件が可変の場合

第６章　貿易政策分析の展開
　6.1 関税とその他の課税・補助金
　6.2 有効保護率
　6.3 輸出補助金
　6.4 数量制限

第７章　独占・寡占市場と貿易
　7.1 不完全競争の類型
　7.2 国内独占と貿易自由化
　7.3 国際複占競争

第８章　規模の経済性と
　　　　製品差別化の役割
　8.1 規模の経済性
　8.2 マーシャルの外部経済性
　8.3 産業内貿易
　8.4 製品差別化
　8.5 独占的競争

第９章　生産活動の国際展開と
　　　　規制
　9.1 国際生産要素移動の基礎
　9.2 海外直接投資の概念と様態
　9.3 海外直接投資の理論分析
　9.4 国際生産要素移動に対する
　　 規制

第10章　自由貿易と保護貿易
　10.1 最適関税論
　10.2 幼稚産業保護論
　10.3 戦略的貿易政策論
　10.4 国内政治過程

第11章　貿易交渉とルール
　11.1 GATT・WTO小史
　11.2 WTOの基本理念と構造
　11.3 関税競争
　11.4 関税交渉
　11.5 貿易救済措置

第12章　経済成長と貿易
　12.1 成長パターンと貿易
　12.2 貿易から成長への影響
　12.3 貯蓄・投資と異時点間貿易

第13章　地域貿易協定・経済統合
　13.1 類型と現状
　13.2 経済統合の効果
　13.3 経済統合の形成

練習問題解答
文献案内
索　引
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シリーズ・現代の世界経済 2

現代中国経済論［第２版］

梶谷 懐／藤井大輔 編著

改革開放，冷戦の終結などを経て，中国は世界第二
位の国内総生産を誇る経済大国となった。しかし，国
内にはいまだ多くの矛盾がある。今回の版では，中国
経済の「二重の罠」や，「一帯一路」構想など，最新
の動向にも触れながら中国経済の全容を読み解く。

◎ 中国の近現代史から最近の経済情勢まで，幅広い情報
 　を網羅
◎ 各章の冒頭の要旨とキーワードで，重要なポイントを
 　スピーディに把握することができる

第２版はしがき／はしがき

序　章　中国経済への招待
　１ 中国理解のむずかしさ
　２ 中国はいかにユニークか
　３ 複眼で中国を見る

　第Ⅰ部　中国100年の歩み
第１章　20世紀の中国経済
　１ 工業化の20世紀
　２ 前近代の市場経済
　３ 変貌する国民経済

第２章　社会主義の模索と市場経済化
　１ 中華人民共和国の70年
　２ 社会主義から資本主義への移行
　３ 中国型資本主義の４つの特徴
　４ 新たな成長パターンの模索

　第Ⅱ部　産業発展と政府・企業
第３章　農業・農村・農民（三農）問題
　１ 中国農業の構造転換
　２ 農業問題と三農政策の変遷
　３ 農産物貿易と食糧安全
　４ 中国農業の行方

第４章　企業体制改革とその行方
　１ 社会主義計画経済システムの確立に
　　 伴う国有企業体制の創出
　２ 非国有企業の生成
　３ 国有企業改革の帰結
　４ 三者鼎立の企業構造
　５ 今後の行方

第５章　地域発展戦略と産業・人口の集積
　１ 地域発展戦略の変遷
　２ 産業の集積
　３ 人の集積

　４ 地域発展戦略の新展開

第６章　財政制度改革と中央－地方関係
　１ 財政システムと中央－地方関係
 　　――歴史からの視点
　２ 市場移行と財政制度改革
　３ 分税制の導入と地方政府の自主財源
　４ これからの中央－地方関係の行方

第７章　世界最大の資本大国の金融システム
　１ 資源配分メカニズムの再構築としての
　　 金融改革
　２ 金融改革の到達点とマクロ政策手段の
　　 変化
　３ 企業の資本構成とインセンティブと
　　 企業改革
　４ 金融から見た中国の資本主義の特徴

　第Ⅲ部　経済発展を制約する要因
第８章　貧困，失業および所得格差
　１ 貧困問題
　２ 失業問題
　３ 所得格差
　４ 分析のまとめと政策的含意

第９章　人口と社会保障
　１ 人口爆発から少子高齢化
　２ 社会保障制度の転換
　３ 社会保障改革の挑戦
　　 ――普遍主義の台頭と農村の包摂

第10章　エネルギー問題
　１ 高度成長によるエネルギー需要の急増，
　　 そして新常態へ
　２ 市場経済化のエネルギー安定供給への
　　 貢献
　３ エネルギー政策の展開
　４ 中国のエネルギー問題の今後

第11章　経済発展と多様化する環境問題
　１ 環境問題と環境政策の変遷
　２ 豊かさが生む大気と水の汚染
　３ 荒れる大地と農村の貧困
　４ 地球温暖化問題への対応
　５ 環境問題は解決に向かうのか

　第Ⅳ部　世界の中の中国
第12章　対外貿易と直接投資
　１ 閉鎖経済から開放経済へ
　２ 輸出志向工業化の展開
　３ 直接投資＝貿易連鎖の進展
　４ 外需主導型成長から内需主導型成長へ

第13章　香港・台湾の経済と中国との関係
　１ 香港・台湾の経済発展過程
　　 ――1950年代から現在まで
　２ 中港経済関係の量的・質的変化
　３ 中国の経済大国化と台湾の
　　 対中経済関係の変容
　４ 香港・台湾経済の課題と中国との関係

第14章　中国と近隣諸国との経済関係
　１ 「一帯一路」と AIIB，中国の思惑
　２ 北朝鮮との関係
　３ 大国となった中国と近隣諸国との
　　 経済関係の展望

終　章　中国経済の行方
　１ 「新常態」におけるマクロ経済動向
　２ 「二重の罠」　
　３ 中国経済の発展をどう捉え，
　　 いかに付き合うべきか

資　料
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本書は開発学について包括的に学べるテキスト。専
門家志望者が学ぶ開発学としてのみではなく，SDGｓ
の流れの中で，学生や社会人，貧困・格差・国際協
力などの問題に関心のある読者へ向け，学際的に開
発学を紹介する。

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる開発学
大森佐和／西村幹子 編著

はじめに
序　開発学とは
　１ 開発とは何か
　２ 開発学の学際性と多様性

　第 1 部　開発学の学問領域とアプローチ　
Ⅰ　開発協力へのアプローチの理論の変遷と展開
　１ ビッグプッシュ戦略からベーシック・
　　 ヒューマン・ニーズへ
　２ 工業化へのアプローチ：輸入代替工業化と
　　 輸出志向工業化　
　３ 新自由主義的経済アプローチと開発
　４ 新自由主義的経済アプローチの社会への影響
　５ 貧困削減アプローチ
　６ ケイパビリティ・アプローチ　
　７ 人間の安全保障 
　８ 参加型開発　
　９ 「 ジェンダーと開発」の理論
　10 持続可能な開発目標（SDGs）

Ⅱ  貧困をめぐる定義
　１ 貧困とは何か：
　　 絶対的貧困・相対的貧困と途上国の分類　　
　２ 貧困をどう測るか⑴：所得貧困指標
　３ 不平等の指標　
　４ グローバル化と不平等の拡大
　５ 貧困をどう測るか⑵：多元的貧困の測定方法
　６ 教育と開発指標
　７ ジェンダー平等と開発指標

Ⅲ　貧困をめぐる課題
　１ 都市部の貧困と農村部の貧困 
　２ 貧困の民族紛争・平和への影響
　３ 貧困と教育
　４ 貧困と保健
　５ デジタル格差と教育
　６ ジェンダーと途上国における貧困の課題
　７ ジェンダーと先進国における貧困の課題

　第２部　開発課題と事例
Ⅳ　経済発展と開発
　１ 経済成長の要因
　２ 経済成長と所得不平等
　３ 資源の呪い
　４ 金融包摂
　５ ジェンダー平等と経済開発 

Ⅴ　ガバナンスの課題
　１ 途上国の政治体制の特徴

　２ 政治体制と開発：民主化か開発独裁か
　３ 制度能力と開発⑴：制度能力の向上
　４ 制度能力と開発⑵：政府の腐敗
　５ オストロムの共有資源管理：
　　 制度と共有資源管理
　６ ガバナンスにおけるジェンダー平等の課題

Ⅵ　社会的包摂の促進
　１ 社会的包摂と教育　
　２ 社会的包摂と教育の事例
　３ 開発教育
　４ 少数民族と平和構築の課題
　５ 女性戦闘員の社会復帰とその課題：
　　 LTTEの事例を中心に　
　６ 移住労働者と受入れの課題：JFCの事例　
　７ 難民問題と解決の課題

Ⅶ　環境・災害と開発
　１ 地球環境ガバナンスと開発
　２ 気候変動と途上国への影響
　３ ジェンダーと気候変動の課題　
　４ 都市化と環境問題
　５ 災害と開発の課題
　６ 食の課題と持続可能な開発

Ⅷ　健康・感染症と開発　
　１ 感染症対策の国際協力ガバナンス
　２ 感染症とワクチン供給
　３ 感染症対策と国際援助協力 
　４ 保健医療とコミュニティ　
　５ 保健医療とジェンダー
　６ 健康と社会的包摂

　第３部　開発実践におけるアクターと評価
Ⅸ　国際機関と開発
　１ 国連大学と開発
　２ 国際開発金融機関と開発：
　　 IMFと世界銀行
　３ 地域開発銀行と開発
　４ OECD―DACと開発
　５ 国際緊急支援と開発
　６ ユネスコと開発
　７ 国際機関への主要国の影響

Ⅹ　日本の国際開発協力と比較
　１ 日本のODAの種類と特徴
　２ 他のDAC加盟国のODAの特徴
　３ 新興国ドナーの開発協力の特徴

　４ 援助効果に影響を与えるドナー側と
　　 受入国側の要因
　５ ODAの事例：みんなの学校プロジェクト
　６ ODAに関わる専門家の視座：コンサルタント
　７ ODAとボランティア
　８ ODAにおけるジェンダー主流化の課題
　９ ODAにおけるジェンダー主流化の事例：
　　 カナダとスウェーデンのODA

Ⅺ　コミュニティ開発
　１ 社会関係資本と開発
　２ NGOとコミュニティ開発
　３ NGOとコミュニティ開発の事例：
 　　スリランカのサルボダヤ運動
　４ ジェンダー平等とコミュニティ開発
　５ ジェンダー平等とコミュニティ開発の事例：
　　 ナイジェリア・カノ州におけるJICA技術
　　 協力プロジェクト
　６ マイクロ・ファイナンス
　７ マイクロ・ファイナンスの事例：グラミン銀行
　８ 先進国における貧困とコミュニティ開発の課題

ⅩⅡ　ビジネスと開発
　１ 官民パートナーシップ（PPP）と開発　
　２ BOPビジネスの事例
　３ ESG投資と環境　
　４ ESG投資の事例：グリーンボンド
　５ 多国籍企業と開発の課題：
　　 バナナ・ビジネスの事例
　６  「ビジネスと人権に関する指導原則」と
　　 多国籍企業と開発
　７ ソーシャルビジネスと開発の課題解決　　
　８ ソーシャルビジネスの事例

ⅩⅢ　開発効果の検証　
　１ SDGs達成状況の進捗評価
　２ 量的調査による開発効果検証：種類と方法
　３ 量的調査による開発効果検証：事例
　４ 二国間国際開発協力と統計分析の事例
　５ 質的調査による開発効果検証：種類と方法
　６ 質的調査による開発効果検証：事例
　７ 女性のエンパワーメントと開発へのインパクト

終　未来を拓く開発学
　１ ポストSDGsに向けて
　２ 地球市民の問いとしての開発学

資料　開発に関連するデータベース
さくいん
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◎ 見開き２ページで一項目を解説するわかりやすい構成
◎ 学際的な開発学を包括的に学べる
◎ ジェンダーの視点を随所に加える
◎ 途上国のみでなく先進国の問題も取り扱う

新　刊



少子高齢化を迎えるなか，社会的な再分配機能とし
ての社会保障の諸制度はどのようになっているの
か。社会保障の歴史から現状を俯瞰し，各制度を概
観する。地域福祉と子供の福祉も押え，社会のセー
フティーネットの全容を捉える入門書。

MINERVAスタートアップ経済学 9

社会保障論
石田成則／山本克也 編著

はしがき

序　章　社会保障を学ぶ
　１ 本書の特徴
　２ 社会保障の制度と政策

　第Ⅰ部　社会保障の概論　
第１章　社会保障制度のこれまでと
　　　　これから
　１ 社会保障制度前史
　２ 工場法の成立と労働組合運動の開始
　３ 社会保障制度の成立
　４ 福祉国家の成立
　５ 戦後秩序の転換と福祉国家の危機
　Column
　　①福祉国家の反対語は何か

第２章　わが国の社会保障制度
　１ わが国の社会保障制度の構造
　２ 社会保障制度とは
　３ わが国の社会保障制度の歴史
　４ 社会保障制度の新しい対応
　Column
　　②保障，保証，そして補償

第３章　社会保障を取り巻く環境⑴
　　　　――日本の社会経済の現状
　１ わが国の現状
　２ 社会保障制度と財政
　３ 様々な指標
　４ 社会保障の国際比較
　５ 様々な財政方式
　６ 財政危機と社会保障改革
　Column
　　③生産関数
　　④積立方式と賦課方式

第４章　社会保障を取り巻く環境⑵
　　　　――人口の動向
　１ わが国の人口の動向
　２ 寿命・死亡の状況
　３ 出生の状況
　４ 少子化の端緒としての人口移動

　５ 労働力不足と非正規化
　Column
　　⑤定常人口

　第Ⅱ部　社会保障の制度各論　
第５章　生活の糧を失ったらどうなるか
　　　　――生活保護制度
　１ 生活保護法と生活保護の原則
　２ 生活保護の歴史的変遷と現状
　３ 自立支援の新たな方策
　４ 代替的な貧困世帯への救済措置
　５ 生活保護の最近の動向
　６ 生活保護の今後のあり方
　Column
　　⑥ベーシック・インカム

第６章　病気になったらどうなるか
　　　　――健康保険制度
　１ 健康保険制度の歴史
　２ 健康保険制度の概要
　３ 健康保険制度の機能強化
　Column
　　⑦年齢階級別１人当たり医療費と，
　　　自己負担額および保険料の比較
　　⑧医師と看護師

第７章　老後の生活はどうなるか
　　　　――公的年金制度
　１ 高齢者の生活実態
　２ 年金とは
　３ 年金の仕組み
　４ 年金給付の算定方法
　５ 年金制度の誕生
　６ 本格的な給付抑制期の到来
　Column
　　⑨年金代替率

第８章　要介護になったらどうなるか
　　　　――介護保険制度
　１ 介護保険前史
　２ 介護保険とは
　３ 介護保険の仕組み
　４ 介護保険と地方分権

　５ 介護の問題点
　Column
　　⑩措置制度の頃

第９章　仕事でケガをしたら，
　　　　仕事を失ったらどうなるか
　　　　――労働保険制度
　１ 仕事を失ってしまったらどうなるか
　２ 失業手当を受ける方法
　３ 雇用保険および関連法の歴史
　４ 非正規雇用増加の一因
　　 ――「労働者派遣法」制定
　５ 仕事でケガをしたら，死んでしまったら
　　 どうなるか
　６ 労災保険の歴史
　Column
　　⑪緑十字マークを知っているだろうか？

第10章　地域でともに生きるために
　　　　どうするか――地域福祉制度
　１ 地域福祉とは
　２ 地域福祉を推進する団体
　　 ――社会福祉協議会
　３ 地域包括ケアシステム
　４ 地域包括支援センター
　　 ――高齢者のワンストップサービス
　５ 社会的孤立の進行
　６ 地域でともに生きるために必要な
　　 公私連携
　７ ともに生きる地域社会のために
　Column
　　⑫市民活動とワーク・ライフ・バランス

第11章　子供の社会保障制度の現状と課題
　１ 最近の児童を巡る問題――待機児童
　２ 子供の貧困
　３ 児童虐待問題
　Column
　　⑬子供の福祉の小史

索　引

A5判美装/312頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-08217-9　2018年6月刊行
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◎ 初学者を対象としたわかりやすい記述
◎ 保障対象の当事者となったときにどのような制度が
　 あり，問題があるのかを学ぶ実践的内容



A5判美装/244頁　定価：2,750円（本体2,500円＋税）
ISBN 978-4-623-09533-9　2023年3月刊行

若者が社会に出てから自分の身を守れるように，実
生活に即し身に付けられる社会保障制度に関する知
識を網羅。章末には「遺族保障」「介護離職」「パワ
ハラ」「雇い止め」「待機児童」等，誰にでも起こり
うる問題を会話形式で解説したコラムを掲載。

◎ これから社会に出る（または出たばかり）の若い人が
　 知っておくべき社会保障に関する知識を網羅
◎ 労災等のトラブルが生じた時の対応法等も解説
◎ 「親の失業」「雇い止め」など，誰にでも起こりうる労
　 働上の問題を会話形式でわかりやすく解説したコラム
　 を掲載

働く人のための社会保障入門
―― 君を守る社会の仕組み

藤本健太郎／藤本真理／玉川 淳 著
ここが

ポイント
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序　章　社会保障とはどのような仕組み
　　　　だろうか
　１ 日本の社会保障は社会保険が中心
　２ 日本の社会保障の全体像
　３ 働く人を守る基本的な仕組み

第１章　年金の仕組み
　　　　――年をとるなどして働けなくなった
　　　　　　とき
　１ 年金は貯金ではなく保険
　２ どのような時に年金を受け取れるの
　　 だろうか
　３ 誰がどのような種類の年金制度に加入
　　 するのだろうか
　４ 保険料はどれぐらいの負担になるの
　　 だろうか
　５ 年金制度は全体としてどのような仕組み
　　 なのだろうか
　６ 少子高齢化の影響を受ける年金財政

第２章　医療保険の仕組み
　　　　――病気になって働けなくなったとき
　１ どの医療保険に加入するのだろうか
　２ 医療保険ではどのような給付を受けられる
　　 のだろうか
　３ 保険料はいくらかかるのだろうか
　４ 高齢者の医療制度はどのような仕組み
 　　だろうか
　５ 公費負担医療にはどのようなものがある
　　　のだろうか
　６ 医療費の推移はどうなっているのだろうか
　　――保険料や公費の負担を過大なものと
　　　　しないための対策は
　７ 医療を提供するための仕組みは
　　どうなっているのだろうか

第３章　介護保険
　１ 介護保険がつくられた背景
　　――日本の社会保障の歴史
　２ 介護保険はどのような時に給付を
　　受けられるのだろうか

　３ 介護保険にはどのような給付があるの
　　だろうか
　４ 介護保険の財源
　５ 地域包括ケアシステムとはどのような
　　仕組みだろうか

第４章　社会福祉と生活保護の仕組み
　１ 社会福祉制度はどのように発達して
　　きたのか
　２ 障害福祉はどのような仕組みだろうか
　３ 児童福祉はどのような仕組みだろうか
　４ 生活保護はどのような仕組みだろうか
　５ 重要さを増しつつある地域福祉

第５章　労働基準法・労災保険
　１ 働く人を守る法律の仕組み
　　 ――民法と労働法
　２ 差別の禁止
　３ 賃　　金
　４ 労働時間
　５ 休むことの保障
　６ 安全衛生と労災補償
　７ 労災保険
　８ 労働基準法で守ってもらえる「働く人」
　　はどこまでか

第６章　労働契約・雇用保険
　１ 採用内定
　２ 契約上の権利と義務
　３ 就業規則
　４ 使用者の権利とその制約
　５ 雇用関係の終了
　６ 雇用保険
　７ 非正規雇用
　８ 家庭と仕事の両立

第 7 章　少子化対策
　　　　――子どもを授かった時・子育てに
　　　　　　悩んだ時の支援
　１ 少子化の状況
　２ これまでの少子化対策
　３ 出産・育児についてどのような支援が
　　あるのだろうか

　４ 少子化対策の課題
　　――どうして少子化に歯止めがかからない
　　　　 のだろうか

終　章　これからの社会保障
　１ 雇用の変化への対応
　２ 新型感染症への対応
　３ 働く女性を支える社会保障へ
　４ 家族の縮小にどう対応するのか
　　――家族ベースのままにするか・
　　　　個人ベースにするか
　５ 社会的孤立への対応
　６ 子どもを大切にする社会へ
　７ 分かりやすい社会保障へ

あとがき
困った時の主な相談先
索　　引

ふくろう先生のケーススタディ
　1 遺族保障
　　――友達のお父さんが亡くなった！
　2 病気やケガの保障
　　――大ケガをして働けなくなった！
　3 家族の介護
　　――お母さんの同僚が介護離職しそう！
　4 長時間残業
　　――毎日遅くまで残業で心配だよ！
　5 ハラスメント
　　――うつ病になって仕事を辞めたら
　　　 　どうなる？
　6 自営業と労働者
　　――どんな働き方がよいのか　フリーランス
　　　　という選択
　7 非正規雇用
　　――バイト先の先輩が雇い止めされそう！
　8 出産と育児の支援
　　――子どもが生まれるけど不安だよ！

新　刊
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる社会政策［第３版］
―― 雇用と社会保障

石畑良太郎／牧野富夫／伍賀一道 編著

B5判美装/232頁　定価：2,860円（本体2,600円+税）
ISBN 978-4-623-08562-0　2019年5月刊行

改革が続く労働政策や社会保障政策の基礎知識を，
具体的，体系的に初学者をはじめ一般の生活に役立
つよう編集。最新の制度改革と課題に対応した待望
の第３版。１テーマ見開きの体裁で用語解説や相互
参照などさらに充実。

はじめに 
序　社会政策の考え方 
　１ 社会政策とは何か
　２ 「新自由主義」と社会政策
　３ 社会政策の歴史的展開
　４ 「福祉国家」体制の原理と社会政策
　５ 「働き方改革」と社会政策
　６ 最低生活保障システムと社会政策
　コラム１：格差と貧困 
　７ 国家・地域・家族と社会政策
　８ グローバル化と社会政策
　９ 日本国憲法と社会政策
　コラム２：大規模災害と社会政策の役割
Ⅰ　賃　金 
　１ 賃金とは何か：賃金を学ぶ意義
　２ 日本の賃金の歩み
　３ 日本の賃金決定
　４ 財界の賃金政策
　５ 賃金体系の変遷
　６ 同一価値労働同一賃金の原則
　７ 社会政策としての最低賃金制
　８ 日本の最低賃金制
　９ 賃金闘争：春闘の過去・現在・未来
　10 「働き方改革」と賃金
Ⅱ　労働時間 
　１ 生活時間と労働時間
　２ 労働時間と生産性の理論
　３ 労働時間制度の歴史
　４ 日本の労働時間制度
　５ 所定労働時間と実労働時間の変遷
　６ 休日・休暇・休息制度の実際
　７ 日本的な労働時間規制
　８ 時間外労働の濫用
　９ 過労死・過労自殺の実態
　10 労働時間制度の改善に向けた課題
　コラム３：労働時間の国際比較 
Ⅲ　雇用・失業 
　１ 失業の発生と現代日本の状況
　２ 日本型雇用と正社員
　３ 雇用形態の多様化と不安定就業
　４ 非正規雇用と女性労働
　５ パートタイマー
　６ 派遣労働と業務請負

　７ 個人事業主（雇用関係によらない働き方）
　　 とテレワーク
　８ 若者の雇用問題
　９ 雇用・失業と社会政策の役割
　10 戦後日本の雇用・失業政策の展開
　11 ルールある雇用と働き方への改革
　コラム４：セーフティネットと労働保険
Ⅳ　労使関係 
　１ なぜ，ブラック企業，ブラックバイトに
　　 怯えなくてはならないのか
　２ 個別的労使関係と集団的労使関係
　３ 産業別労働組合と企業別労働組合
　４ 戦後労働組合が築いた到達⑴：年功賃金
　５ 戦後労働組合が築いた到達⑵：終身雇用
　　 （長期雇用慣行）
　６ 春闘と溶解し始める労使関係
　７ 低下する労働組合組織率とその背景
　８ 三者構成原則と産業民主主義
　９ 労働委員会の役割とその機能
　10 労使関係の形骸化と個人加盟ユニオン
Ⅴ　社会保障 
　１ 社会保障とは何か
　２ 社会政策における労働と生活
　３ 保険・社会保険・社会保障
　４ 生活保護制度
　５ 生活保護の現実と改革
　６ 医療保障と医療保険制度
　７ 医療保険と保険者間格差
　８ 高齢者の医療保障
　９ 公的介護保険の仕組み
　10 公的介護保険の問題点と将来
　11 公的年金の目的としくみ
　12 年金財政と給付水準調整
　13 低年金・無年金者対策
　14 障害の概念と定義
　15 障害者政策
　16 保育・子育て支援
　コラム５：労災と職業病 
Ⅵ　高齢社会 
　１ 日本の人口の状態
　２ 日本の高齢化の特徴
　３ 高齢社会の課題と社会政策
　４ 日本型福祉社会論
　５ 高齢者福祉政策

　６ 高齢者雇用政策
　７ サードセクターの重視
　８ 高齢社会の持続可能性
　９ オランダにみる新しい社会政策⑴：
　　 均等待遇
　10 オランダにみる新しい社会政策⑵：
　　 働き方の多様化
Ⅶ　男女平等 
　１ 男女平等をめぐる視点
　２ 男女平等政策の歴史的変遷⑴：
　　 国内法整備の時代
　３ 男女平等政策の歴史的変遷⑵：
　　 男女ともに輝く社会に向けて
　４ 正規労働者の男女間格差問題
　５ 女性労働者の「働きやすさ」と「働きがい」
　６ 女性非正規労働者が抱える問題
　７ ワークライフバランスの現状と課題
　８ ハラスメントと女性
　９ 貧困と女性
　コラム６：貧困って「連鎖」するの？
　10 少子高齢化が女性にもたらす影響
　11 家庭生活と女性：結婚・妊娠・子育て・
　　 介護
　コラム７：シューカツ，婚活，妊活，保活：
　　　　　　まだ走り続けないといけないの？
Ⅷ　外国人労働者 
　１ 外国人労働者問題とは何か
　２ 国際労働力移動の動向
　３ 現代日本の外国人労働者
　４ 日系人労働者
　５ 外国人技能実習生
　６ 「不法就労」外国人労働者
　７ 外国人看護師・介護福祉士
　８ 専門・知識労働者受け入れの動向
　９ 「定住化」と外国人住民問題
　10 外国人労働者と多文化共生
　コラム８：国際社会における
　　　　　　移住労働者政策
さくいん 
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◎ 最新の制度改革と課題を鋭くとらえ詳解
◎ １ページ見開き体裁で，充実の用語解説とクロスリ
　 ファレンス



基礎用語や概念を整理しながら，ケーススタディな
どを通じ学生やビジネスマン自身が独学できる好評
の入門書。

MINERVA TEXT LIBRARY ５

テキスト経営学［第３版］
―― 基礎から最新の理論まで

井原久光 著

第３版の序／まえがき

序　章　現代社会と経営学
　　　　―― 経営学を学ぶ意義

　第１編　経営学と企業の特徴
第１章　経営学とその位置づけ
　１ 経営学とは
　２ 経営学の位置づけ
　３ 経営学と隣接科学

第２章　企業の特徴
　１ 資本主義的な生産単位
　　 としての企業
　２ 営利組織としての企業
　３ 合理的人間組織としての企業
　４ システムとしての企業
　５ ゴーイング・コンサーン
　　 としての企業
　６ 人間プラスアルファの企業
　７ 社会的存在としての企業
　８ 創造・革新機能をもつ企業

第３章　企業の分類
　１ さまざまな分類
　２ 出資と目的による分類
　　 （公企業と私企業）
　３ 公企業の分類
　４ 私企業の分類

第４章　株式会社の特徴と
　　　　仕組み
　１ 株式会社が多い理由
　２ 株主保護の仕組み
　３ 所有と経営の分離

　第２編　経営理論の流れ
第５章　経営学の発生
　１ 経済学とアメリカの誕生

　２ 経済学から経営学へ

第６章　テイラーと
　　　　科学的管理法
　１ テイラーとその時代
　２ 科学的管理法の背景と理論
　３ テイラーの業績と限界

第７章　ヘンリー・フォードと
　　　　フォーディズム
　１ フォードとその時代
　２ フォーディズム
　３ フォード・システム

第８章　ファヨールと管理過程論
　１ ファヨールとその時代
　２ 管理職能の独立と分離
　３ 管理過程論
　４ 管理原則

第９章　メイヨーと人間関係論
　１ メイヨーと初期の研究
　２ 照明実験
　３ ホーソン実験

第10章　行動科学と統合理論
　１ フォレット
　２ リッカート
　３ アージリス
　４ マズロー
　５ マグレガー
　６ ハーズバーグ

第11章　近代管理論から
　　　　コンティンジェンシー
　　　　理論へ
　１ バーナード革命
　２ サイモンの意思決定論
　３ 数値的意思決定論

　４ コンティンジェンシー理論
　５ 組織間関係論

　第３編　経営組織の特徴と
　　　　　理論
第12章　組織とは何か
　１ 近代化と官僚制
　２ 伝統的組織論
　　 （古典的組織論）
　３ 新古典的組織論
　４ 近代組織論

第13章　基本的な組織形態
　１ ライン組織（直系組織）
　２ ファンクショナル組織
 　　（職能組織）
　３ ライン・アンド・スタッフ組織

第14章　さまざまな組織形態
　１ 職能部門制組織と
　　 事業部制組織
　２ ブランド・マネージャー制
　　 とプロジェクト組織
　３ マトリックス組織
　４ 戦略的事業単位（SBU）
　５ 情報革命と組織

　第４編　個別の管理論および
　　　　　経営論
第15章　経営戦略論
　１ 経営管理論から
　　 経営戦略論へ
　２ 競争戦略論
　３ 戦略のフレームワーク
　４ 創発型戦略論

第16章　人事管理と
　　　　リーダーシップ論
　１ 人事管理とは

　２ 人事管理の実際
　３ 教育とジョブ・
　　 ローテーション
　４ リーダーシップ論
　５ 人材開発と組織開発

第17章　マーケティング論
　１ マーケティングの誕生
　２ マーケティング・
　　 コンセプトの変遷
　３ マーケティング戦略
　４ 個別戦略
　　 （個別のマーケティング活動）

第18章　生産管理論
　１ 生産管理論の変遷
　２ 生産管理に含まれる
 　　個別管理

第19章　財務管理論
　１ 財務諸表
　２ 財務分析
　３ 損益分岐点分析
　４ 資本構成とレバレッジ
　５ 企業評価と投資計画

第20章　日本的経営論
　１ 日本的経営論とは
　２ 日本的経営の特徴
　３ 日本的経営の長所と短所
　４ 日本的経営の成功と変質

第21章　現代社会と企業
　１ 企業の国際化と結合
　２ 情報化と新しい
　　 ビジネスモデル
　３ 成熟社会と企業

人名索引／略語索引／事項索引

A5判美装/368頁　定価：3,520円（本体3,200円＋税）
ISBN 978-4-623-05129-8　2008年3月刊行
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◎ 累計５万部のベストセラーテキスト!!　「経営学とは何
　 か」をわかりやすく紹介！



やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる現代経営［第７版］

「よくわかる現代経営」編集委員会 編

経
営
学

新　刊

B5判美装/232頁　定価：2,970円（本体2,700円＋税）
ISBN 978-4-623-09549-0　2023年3月刊行

経営学を学び始めるために必要な基礎知識を網羅。
企業を取り巻く様々な現象を，具体的にわかりやす
く解説。各章では語句解説やクロスリファレンスを
充実し理解を助け，各章末には，設問や推薦図書を
掲載。最新の動向を盛り込んだテキスト。

◎ 経営学の基礎科目を体系的に学ぶ
◎ 事例を豊富に取り入れ経営を身近に感じつつ学ぶ
◎ 丁寧な側注語句解説とクロスリファレンスで理解を助
　 ける
◎ 第 7 版では，最近話題のデジタル・マーケティングや
　 共創 ( コ・クリエーション）について考える

ここが

ポイント
!!

はじめに

序　現代経営とは
　１ ビジネスを知る
　２ 変化するビジネスとその経営
　３ グローバリゼーションと現代経営
　４ 企業形態の発展過程
　５ 株式会社：現代の中心的な企業形態
　６ 企業の社会的責任

Ⅰ　企業の歴史を知る
　１ 経営史を学ぶ
　２ 経営史の体系
　３ 近代企業の形成
　４ 組織は戦略に従う
　５ 国際比較経営史
　６ 国際関係経営史
　７ 21 世紀の経営史分析

Ⅱ　コーポレート・ガバナンスを知る
　１ コーポレート・ガバナンスって何？
　２ コーポレート・ガバナンスの体系
　３ 監査役会設置会社におけるコーポレート・
　 　ガバナンス改革
　４ 各種委員会設置会社導入による
　 　取締役会改革
　５ 株主総会と株式所有構造の変容
　６ 株主の行動変化：
　 　株主による積極的発言
　７ 株主中心型コーポレート・ガバナンス
　 　の問題点

Ⅲ　ビジネスのマネジメントを知る
　１ 企業と社会
　２ 市場とマネジメント
　３ 組織とマネジメント
　４ 変化とマネジメント
　５ イノベーションとマネジメント
　６ 価値づくりとマネジメント
　７ 共創とマネジメント

Ⅳ　企業の組織を知る
　１ 組織とは何か
　２ 組織構造と環境適応

　３ インセンティブとモチベーション
　４ 組織における人々の相互作用
　５ 組織文化

V　企業の戦略を知る
　１ 企業の成長を左右する経営戦略
　２ 経営戦略の様々なフレームワーク
　３ ポジショニング・アプローチ
　４ 経営資源アプローチ
　５ ハイパー・コンペティション下の
　 　経営戦略
　６ 経営戦略としてのイノベーション
　７ ＧＡＦＡとプラットフォーム戦略

Ⅵ　ヒトの活かし方を知る
　１ 人的資源管理論とは
　２ 採　用
　３ 能力開発
　４ 評価・昇進
　５ 国際人的資源管理
　６ 人材の多様化
　７ ワーク・ライフ・バランス

Ⅶ　モノのつくり方を知る
　１ モノづくりと生産システム
　２ イノベーションとは
　３ イノベーションと企業業績との関係
　４ イノベーションにおけるユーザーの役割
　５ モノづくりとデジタル技術

Ⅷ　デジタル・マーケティングを知る
　１ デジタル・マーケティングとは
　２ デジタル・マーケティングの背景
　３ デジタル・マーケティングの特徴
　４ デジタル・マーケティングの発展段階
　５ デジタル・マーケティング・マネジメント

Ⅸ　サービスの管理を知る
　１ サービスの基礎と特性
　２ サービスの分類と交換関係
　３ 消費者と従業員
　４ 消費者と企業
　５ 従業員と企業

Ⅹ　ビジネスのサービス化を知る
　１ ビジネスモデルと事業システム
　２ 価値創造の仕組みをつくる時代へ
　３ いろいろな事業システム
　４ サービス志向のビジネス
　５ サービス・イノベーション
　６ 顧客関係管理とは
　７ 新たな顧客関係管理へ

Ⅺ　ベンチャーを知る
　１ ベンチャーとは
　２ 日本のベンチャーとアントレプレナー
　３ アントレプレナーの素顔
　４ 新事業創造とマネジメント
　５ ベンチャーの戦略
　６ ベンチャーの組織運営
　７ 新しいベンチャーの動き

Ⅻ　データの活かし方を知る
　１ 測定のない経営は危険である
　２ 理論のない測定は空疎である
　３ 誤差の性質を知る
　４ 新商品を企画する

ⅩⅢ　経営問題に対する科学的アプローチを
　　知る
　１ 経営科学とオペレーションズ・リサーチ
　２ 問題解決のためのアプローチ
　３ モデル化と解法
　４ 実際にどうやって解くか

ⅩⅣ　情報技術の利用を知る
　１ 経営情報論では何を学ぶのか
　２ ビジネスにおける情報システム
　３ 情報と知識
　４ 新しい知識を発見する

企業経営関連年表
人名・事項索引



シリーズ・ケースで読み解く経営学 1

ゼロからの経営戦略
沼上 幹 著

四六判美装/296頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-07832-5　2016年12月刊行

企業経営者の成功事例から「明確な企業戦略」はい
かに導き出されたかを学ぶ。勝つための戦略的思考
法とは何か。次の十年を見据えるための経営戦略の
ケーススタディとなる一冊。

はじめに

序　章　これからの時代に「戦略的思考法」は
　　　　強力な武器になる
　１ 航海の道筋を教えてくれる「羅針盤」を
　　 手に入れよう
　２ 常識を疑い，考え抜くクセをつける
　３ 良循環の環をいかに生み出すか

第１章　市場をつかみ，狙いを定める
　ケース１　ストライプインターナショナルの事例
　　　　　　──ヨーイドンで走り出せ！
　　　　　　　　「白地の探究」企業
　１ ビジネス・モデルの「白地」を探す
　２ 店員の立居振る舞いまで「設計」する
　３ リソースは後からついてくる
　４ 良きマーケターは人の気持ちがわかる

　ケース２　すかいらーくの事例
　　　　　　──ファミリーレストランの雄の
　　　　　　　　没落と再生
　１ 高度成長期の「人々の夢」を捉えた時代
　２ 過剰供給が引き起こしたカニバリゼーション
　３ カニバリゼーションはなぜ放置されたのか
　４ 店に来る顧客は毎日少しずつ変化する

第２章　成熟した社会で自社の強みを見直す
　ケース３　TOTO の事例
　　　　　　──リモデル事業で V 字回復を果たす
　１ 需要が頭打ちになった製品をどう売るか
　２ リモデル事業の数字を見つけ出せ！
　３ 調査で得た２つの「気づき」
　４ 新興国も「ゆっくり」攻める

第３章　個人事業主から「経営者」に脱皮する
　ケース４　幸楽苑の事例
　　　　　　──サービス業から製造直販業への
　　　　　　　　大転換
　１ 店が増えるほど苦しくなる
　　 「スパン・オブ・コントロールの罠」
　２ これはサービス業でなく，製造直販業である
　３ 成長の限界から脱出する

　ケース５　ハイデイ日高の事例
　　　　　　──お客さんを追いかけて
　　　　　　　　システムができた
　１ 30の職業を経て見つけた天職
　２ 「屋台と弁当」のニーズを追いかける
　３ 「1杯390円」で何を狙ったか
　４ 失敗したときにこそ「考える力」が
　　 問われる

第４章　先手を取り，進化を続ける
　ケース６　パーク24の事例
　　　　　　──駐車場ビジネスのパイオニアと
　　　　　　　　２代目の功績
　１ 「三方よし」を実現した先代の緻密な
　　 ビジネス・モデル
　２ 駐車場が増えれば増えるほど現場が
　　 見えなくなる
　３ ＩＴ化で稼働率を上げ，さらにほかの
　　 ビジネスを乗せる
　４ イメージにとらわれて，
　　 ビジネスチャンスに気づけない人々

第５章　最初の意図を超えて広がる
　　　　イノベーション
　ケース７　コマツの事例
　　　　　── IoTの先駆けモデルをつくった
　　　　　　　「気づき」と「決断」
　１ イノベーションは“小さな気づき”
　　 から生まれる
　２ システムを広める段階での卓越した決断
　３ サプライ・チェーン全体で好循環が始まる
　４ ブレイクスルーだけでは
　　 イノベーションは起きない

第６章　業界の中でニッチャーとして生きる
　ケース８　富士重工業の事例
　　　　　　──北米市場への集中で良循環を回す
　１ 地味で小粒なメーカーが躍進企業に化けた
　２ 北米市場のためにクルマをつくる
　３ 言葉の力で社員を一つに結びつける
　４ 「ぶつからないクルマ？」で国内が
　　 息を吹き返す
　５ ニッチャーの成功要因

第７章　経営資源を何に投じるか
　ケース９　富士フイルムの事例
　　　　　　──製品の背後にあるコア・
　　　　　　　コンピタンスを洗い出せ！
　１ 戦略　構想の基盤としての経営資源
　２ 経営資源の横展開による多角化成長
　３ 「本業が消える」危機にいかに経営資源
　　 を使ったか
　４ 経営資源についての２つの視点

第８章　業界の構造変化を見通し，勝ち残る
　ケース10　ヤマトホールディングスの事例
　　　　　　──ネット通販時代に「オンリーワン」
　　　　　　　　でいられるか
　１ ネット通販の市場はどこまで広がるのか
　２ 需要の変化
　３ 各プレーヤーのポジションを整理する
　４ 「アマゾンか，グーグルか」で
　　 ヤマトグループの将来も変わる
　５ 成長市場に直面しつつ利益をとれない
　　 のはなぜか

第９章　イノベーションをめぐる諸問題
　ケース11　ソニーの事例ほか
　　　　　　　──コツコツと努力し続けることが
　　　　　　　　　「正解」ではない
　１ イノベーションによる競争を考える
　　 ためのフレームワーク
　２ 突然，登場したミラーレス機という
　　 「下らない技術」
　３ まじめな技術進化がイノベーションを
　　 遠ざける
　４ 途上国で生まれる独自のイノベーション

おわりに──経営戦略論を通じて社会科学を学ぶ

さらに学びたい人のための図書案内
参考文献
索　引
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◎ 最新の企業経営についてのケース（事例）をストーリー
　 として取り上げ，そこから優れた戦略論を学べる一冊
◎ 企業で働いているすべての人々にとって考える意義の
　 ある経営戦略論を提示する



新・公共経営論
―― 事例から学ぶ市民社会のカタチ

樽見弘紀／服部篤子 編著

A5判美装/256頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-08474-6　2020年9月刊行

社会とともに変遷していく公共のカタチを，非営利
セクターなどの担い手たちに焦点を当て学ぶテキス
ト。ソーシャルベンチャー，インパクト投資など，
社会の課題を市民の力で解決するためのノウハウが
詰まった1冊。

ここが

ポイント
!!

◎ 様々なケースを取り上げ，公共経営の理論と実際を
　 学ぶ
◎ クラウドファンディング，インパクト投資など，社
 　会的企業の新たな資金の潮流にも注目する

序　章　新しい公共経営論

　第Ⅰ部　新しい公共経営を学ぶ
第１章　市場の失敗，政府の失敗，ＮＰＯの失敗
　１ 経済社会で活動するプレイヤーが公共経営において
　　 果たす役割
　２ 市場の機能と限界
　３ 政府の役割と問題
　４ 新しいプレイヤーの登場：ＮＰＯ
　５ これからの公共経営におけるプレイヤーの可能性

第２章　社会起業家とソーシャル・イノベーション
　１ 社会課題とソーシャル・イノベーション
　２ 社会起業家の役割
　３ ソーシャル・イノベーションへのアプローチ
　４ ソーシャル・イノベーションの実践
　　 ――銀座ミツバチプロジェクト
　５ 持続可能な社会に向けたプロセス

第３章　社会課題の解決を促す資金の流れ
　１ 事業収益を増やすＮＰＯ法人
　２ 存在感が大きい補助金・助成金
　３ 世界で注目集めるインパクト投資
　４ 期待が大きいＳＩＢ事業

第４章　企業が解決する社会的課題とマネジメント
　１ 企業による社会的課題の解決への国際的な期待
　２ 企業と社会の関係変化
　３ 社会課題の解決方法
　４ 企業内における社会的課題解決に向けた活動の意思決定
　５ 社会的課題解決に向けてこれからの企業に求められること

第５章　不確実性と公的・非営利組織のマネジメント
　１ 組織の捉え方はどのように変わってきたか
　２ どのような組織がどのようなサービスを提供しているか
　３ 安定性に関する仮定が組織思考にどのように影響したか
　４ 不確実性と意思決定
　５ 不確実性を受け入れる：
　　 組織の意思決定および計画への非線形アプローチ
　６ 不確実性と予測不能性を受け入れるツールと方法
　７ 線形アプローチを改善しようとする新しい管理ツール
　８ まとめ

第６章　学生のソーシャル・ベンチャー
　１ 何をしたいのか：その１ 参入型と創発型
　２ 何をしたいのか：
　　 その２ 「社会的」企業と普通の企業，非営利目的と営利目的
　３ リスク，そして学生の起業について
　４ あるソーシャル・ベンチャー：Ｎさんの例
　５ 最後のメール

　第Ⅱ部　公共経営と市民社会・ＮＰＯの四半世紀
第７章　変わりゆく行政
　１ 自治体経営の背景
　２ これからの自治体経営

第８章　アートプロジェクトと地域経済
　１ 地域再生とアートプロジェクト
　２ 海の復権と瀬戸内国際芸術祭
　３ なぜ瀬戸内国際芸術祭は生まれたのか
　４ 瀬戸内国際芸術祭は何をもたらしたのか
　５ 瀬戸内国際芸術祭が示唆するもの

第９章　市民の資金をつなぐＮＰＯバンク
　１ ＮＰＯバンクが生まれた背景
　２ 北海道ＮＰＯバンクの事例
　３ ＮＰＯバンクを取り巻く環境の変化とＮＰＯバンクの
　　 経営戦略

第10章　ソーシャルメディアと市民放送局
　１ ソーシャルメディアとは何か
　２ ソーシャルメディアの歴史と種類
　３ パブリックアクセス
　４ 市民ジャーナリズム
　５ 非営利組織のメディア戦略
　６ ソーシャルメディアとしての市民放送局
　７ 事例 ＦＭわぃわぃの決断
　８ 伝送路とメディアの多様性

第11章　あらためて考えるＮＰＯ中間支援と市民社会
　１ ＮＰＯ萌芽期と中間支援への注目
　２ 時代の変遷
　３ ＮＰＯの危機意識
　４ これからの中間支援に求められる機能

あとがき
索　引
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる経営管理
高橋伸夫 編著

B5判美装/248頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-06104-4　2011年10月刊行

本書で学ぶ経営管理は，組織が動かす現代を理解す
るために必須の学問である。組織をどう統制し，他
の組織と連携させるか？　戦略はどう策定するか？
経営組織の理論と実際を平易かつ網羅的に解説した
必読の入門書。

はしがき

序　経営管理を学ぶ人のために
　１ 経営管理の役割
　２ 託す仕組みとしての会社
　３ システムとしての組織，境界としての企業
　４ 託されし者の責務

Ⅰ　経営戦略論の基礎
　１ 戦略計画
　２ 戦略の階層性
　３ アンゾフの成長ベクトル
　４ シナジー効果（相乗効果）
　５ ルメルトの多角化戦略
　６ ドミナント・ロジック
　７ コア・コンピタンス
　８ 創発的戦略
　９ 戦略の形成プロセス
　10 組織能力
　コラム　知的財産マネジメント

Ⅱ　全社戦略論
　１ PPM（Product Portfolio Management）
　２ 企業ドメイン
　３ バリューチェーン（価値連鎖）
　４ 垂直的な事業範囲の選択/make or buy
　５ 事業システム戦略
　６ 統合化の優位
　７ オープン・モジュラー化の優位
　８ デファクト・スタンダード獲得における
　　 協調の戦略
　９ プラットフォーム戦略
　10 戦略的提携
　コラム　サプライヤーとの長期的取引関係

Ⅲ　国際経営論
　１ 国際戦略
　２ グローバル市場での競争
　３ 海外直接投資論
　４ プロダクトサイクル仮説と本国優位性の移転
　５ 海外進出企業の組織形態
　６ 国際的な活動の配置と調整
　７ 海外子会社の役割
　８ グローバル・イノベーション・マネジメント
　９ 国際人的資源管理①：海外駐在員の問題
　10 国際人的資源管理②：現地人材の活用
　コラム　ダイバーシティ・マネジメント

Ⅳ　事業戦略論
　１ ＳＷＯＴ分析
　２ ポジショニング戦略／ファイブ・フォー
　　 ス分析
　３ ＲＢＶ（Resource Based View）
　４ ＶＲＩＯフレームワーク
　５ 競争戦略の基本型
　６ 基本型①：コスト・リーダーシップ戦略
　７ 基本型②：差別化戦略
　８ 業界標準の獲得競争
　９ 製品ライフサイクルに応じた戦略
　10 後発企業の戦略
　コラム　普及理論（イノベーションの普及）

Ⅴ　マーケティング論
　１ ＳＴＰマーケティング
　２ マーケティング・ミックス
　３ 製品
　４ 製品の価格設定
　５ 流通チャネル
　６ マーケティング・コミュニケーション戦略
　７ 消費者行動モデル
　８ ＣＲＭ（Customer Relationship 　　
　　 Management）
　９ インターネット・マーケティング
　10 ブランド
　コラム　マーケティング・リサーチ

Ⅵ　製品開発論
　１ 製品開発とは
　２ コンカレント・エンジニアリング
　３ フロント・ローディング
　４ 研究と開発のベクトル合わせ
　５ 製品アーキテクチャ
　６ アーキテクチャと組織能力
　７ 製品開発組織の構造
　８ アーキテクチャの位置取り戦略
　９ アーキテクチャのダイナミズム
　10 業界標準とコンセンサス標準
　コラム　深層の競争力／競争力の階層性

Ⅶ　イノベーション論
　１ イノベーションとそのタイプ
　２ ドミナント・デザイン
　３ 生産性のジレンマ
　４ イノベーションの誘因と源泉
　５ ゲートキーパー
　６ ＮＩＨ症候群

　７ イノベーターのジレンマ
　８ イノベーションと企業間分業
　９ オープン・イノベーション
　10 技術の社会的構成（ＳＣＯＴ）
　コラム　機能的価値と意味的価値

Ⅷ　経営組織論の基礎
　１ テイラーの科学的管理法
　２ ファヨールと管理過程論
　３ 官僚制とその逆機能
　４ 組織の定義
　５ 組織均衡
　６ 限定された合理性と組織
　７ 一体化と権威
　８ 組織ルーチン
　９ 組織学習
　10 ゴミ箱モデル
　コラム　囚人のジレンマと未来傾斜原理

Ⅸ　マクロ組織論
　１ 組織デザイン
　２ コンティンジェンシー理論①
　３ コンティンジェンシー理論②
　４ 不確実性に対応する組織の理論
　５ 資源依存理論
　６ 取引コスト理論
　７ 組織の個体群生態学
　８ 社会ネットワーク理論
　９ 新制度派組織論
　10 組織文化論
　コラム　組織アイデンティティ・組織イメージ

Ⅹ　ミクロ組織論
　１ ホーソン実験と人間関係論
　２ 人間資源アプローチ
　３ 外発的動機づけ
　４ 内発的動機づけ
　５ リーダーシップの二つの次元
　６ リーダーシップのコンティンジェンシー理論
　７ グループダイナミクス
　８ 集団の意思決定
　９ 組織化とセンスメーキング
　10 管理者行動論
　コラム　アリソンの決定の本質

あとがき
モデル対応表
さくいん

ここが

ポイント
!!

◎ 重要な概念を見開き２ページで解説
◎ 経営組織の成り立ちと，そのマネジメントを掘り下げ
　 て解説する　
◎ 経営管理論以外にも，マーケティング論，経営組織論，
　 国際経営論，経営戦略論，製品開発論などの授業でも
　 活用できる

経
営
学
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる組織論
田尾雅夫 編著

経営学，社会学，社会心理学など幅広い分野を含む
「組織論」の基礎概念や理論，構造と現代における
課題などを，明快に初学者から理解できるように構
成，記述した教科書。

はじめに

　第１部　組織論の枠組み
Ⅰ　組織とは
　１ 組織と組織論
　２ ビュロクラシー
　３ 権限と権威
　４ 組織均衡
　５ 組織目標
　６ ライフサイクル
　７ 有効性
　８ ポスト・モダンの組織論

Ⅱ　組織のダイナミックス
　１ オープン・システム
　２ 環境適合
　３ 技術と規模
　４ 限定合理性
　５ 組織化
　６ 組織慣性
　７ パワー・ポリティックス
　８ 制　度

　第２部　個人レベル
Ⅰ　モチベーション
　１ モチベーションとは
　２ 行動科学とマズロー
　３ 内容理論
　４ 二要因理論と内発的動機づけ
　５ 過程理論
　６ コミットメント
　７ 目標による管理（MBO）
　８ ホイッスル・ブロワー
　　 （内部告発者）
　［コラム］ 
　　チャップリンの「モダンタイムス」

Ⅱ　キャリア
　１ キャリアとは
　２ 社会化
　３ キャリア発達

　４ 企業戦士・会社人間
　５ ガラスの天井
　６ プロフェッション
　７ ピーターの無能の法則

Ⅲ　ストレス
　１ ストレスとは
　２ 心理学的アプローチ
　３ 組織ストレス
　４ よい組織，悪い組織
　５ コーピング（対処行動）
　６ 社会的関係
　７ 組織的介入
　８ バーンアウト（燃え尽き症候群）

　第３部　集団レベル
Ⅰ　グループ・ダイナミックス
　１ 集団凝集性
　２ 人間関係
　３ 帰属と所属
　４ 斉一性への圧力（同調と逸脱）
　５ アイヒマン実験
　６ チーム・ビルディング

Ⅱ　リーダーシップ
　１ リーダーシップ
　２ 特性説
　３ 役割分化
　４ 状況適合モデル
　５ 代替モデル
　６ ライフサイクル・モデル
　７ カリスマ
　８ アントレプルナー

Ⅲ　意思決定
　１ 意思決定モデル
　２ 個人の意思決定
　３ 集団の意思決定
　４ 意思決定における情報共有
　５ 集団浅慮
　６ 会議法

　第４部　組織レベル
Ⅰ　組織デザイン
　１ ラインとスタッフ
　２ 事業部制
　３ ビュロクラシーの問題点
　４ パーキンソンの法則
　５ ミンツバーグの組織論
　６ ルース・カップリング
　７ コミュニケーション
　８ ルーモア・ポリティックス
　９ 柔構造化
　10 ネットワーク
　11 ネットワーク組織

Ⅱ　組織文化
　１ コーポレート・カルチャー
　２ ガバナンス
　３ 学習する組織
　４ 日本的経営
　５ エクセレント・カンパニー
　６ 倫理（エシックス）／
　　 企業倫理 （ビジネス・エシックス）
　７ ITによる影響

Ⅲ　組織戦略
　１ 構造は戦略に従う
　２ 競争優位
　３ SWOT分析
　４ ニッチ
　５ プロダクト・ポートフォリオ・
　　 マネジメント（PPM）
　６ コア・コンピタンス
　７ 戦略ポジション
　８ 価値連鎖
　９ 多角化戦略

　第５部　組織変革
Ⅰ　危機管理
　１ 危機管理とリスク・マネジメント
　２ リスク・コミュニケーション
　３ 組織スラック

　４ 安全管理とヒューマン
　　 ファクター
　５ コンプライアンス

Ⅱ　人的資源管理
　１ 人的資源管理
　２ 人事評価（人事考課）
　３ 研修
　４ 経営参加
　５ エンパワーメント
　６ メンタリングとコーチング
　７ エイジズムと高齢者雇用
　８ ジョブ・デザイン

Ⅲ　変革の理論と実際
　１ 組織改革とは何か
　２ アカウンタビリティ
　３ 顧客満足
　４ 組織開発
　５ TQM
　６ ダイバーシティ・マネジメント
　７ 自己組織化
　８ 組織事故とヒューマンエラー
　［コラム］
　　センシティビティ・トレーニング

さくいん

ここが

ポイント
!!

組
織
論

◎ ２頁見開きで１項目をわかりやすく解説
◎ 各項目の関連をクロスリファレンスで明示
◎ 側注部分でさらに詳細な用語を補充解説
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やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるコーポレート・ガバナンス
風間信隆 編著

社会から企業に求められる役割や責任への期待は高
く，その範囲もますます拡大している。いかに企業
価値を高め，ステークホルダーとの関係を保ち発展
する経営を実現するか，企業統治に不可欠な理論と
知識を，体系的・網羅的に解説。

はじめに
prologue コーポレート・ガバナンスとは何か
　第１部　株式会社とコーポレート・ガバナンス論
Ⅰ　株式会社とは何か
　１ 企業形態と法律形態
　２ 株式会社の歴史
　３ 株式会社の特徴
　４ 株式会社の区分
　コラム１：第四次産業革命のもたらすユートピア？
Ⅱ　巨大株式会社と会社機関構造（日本･米国･ドイツ）
　１ 株式会社と会社機関
　２ 日本の巨大株式会社と会社機関⑴：
　　監査役会設置会社
　３ 日本の巨大株式会社と会社機関⑵：
　　委員会設置会社
　４ 米国の巨大株式会社と会社機関
　５ ドイツの巨大株式会社と会社機関
Ⅲ　株式会社と経営者支配
　１ 株式所有構造の変容と専門経営者
　２ 経営者支配論の展開
　３ 経営者支配論とコーポレート・コントロール論争
　４ 経営者支配論からの理論的展開
Ⅳ　経済の金融化と新制度派経済学
　１ 経済の金融化の背景
　２ 新制度派経済学とコーポレート・ガバナンス
　３ エージェンシー理論に依拠した
　　コーポレート・ガバナンス
　４ コーポレート・ガバナンスの新制度派
　　経済学的アプローチの限界
Ⅴ　マルチステークホルダー・アプローチ
　１ ステークホルダー論の論点
　２ マルチステークホルダー・プロセス（MSPs）の理念
　３ ステークホルダー分析と経営における「総合」
　４ 現代の経営と見える化
　コラム２：企業グループとグループ・ガバナンス
　第２部　日本におけるコーポレート・ガバナンスの
　　　　		動向と課題
Ⅵ　戦後の経済発展とインサイダー型ガバナンス
　１ 戦後の経済発展と「会社中心主義」
　２ 日本的経営
　３ 日本的企業結合
　４ 株主・株式市場による規律の不在と
　　インサイダー型ガバナンス
Ⅶ　企業不祥事とコーポレート・ガバナンス
　１ 1970年代までの状況
　２ 1990年代の状況
　３ 2000年前後の状況
　４ 問われる「企業は誰のものか」
Ⅷ　外部監視とコーポレート・ガバナンス
　１ 外部監視と内部統制
　２ 外部監視の制度的展開

　３ 外部監視の多様化
　４ 利害多元的社会と企業統治
Ⅸ　経営者報酬とコーポレート・ガバナンス
　１ 世界と日本の経営者報酬額と仕組み
　２ 経営者報酬の種類
　３ 経営者報酬と報酬委員会
　４ 経営者報酬の情報公開
Ⅹ　同族企業とコーポレート・ガバナンス
　１ 同族企業の特徴
　２ 株式上場と同族経営の維持
　３ 同族企業の経営者
　４ 同族企業と長寿企業
　コラム３：イノベーションとコーポレート・ガバナンス
　第３部　コーポレート・ガバナンスの国際比較
Ⅺ　米国のコーポレート・ガバナンスの動向と課題
　１ 米国のコーポレート・ガバナンスの歴史
　２ 米国のコーポレート・ガバナンスと企業不祥事
　３ 米国のコーポレート・ガバナンスの特徴
　４ 米国型コーポレート・ガバナンスの限界と課題
Ⅻ　ドイツのコーポレート・ガバナンスの動向と課題
　１ ドイツ企業のコーポレート・ガバナンスの特徴
　２ 機関志向的コーポレート・ガバナンスの変容
　３ 市場志向的視点のコーポレート・ガバナンス
　４ コーポレート・ガバナンス改革の動向
ⅩⅢ　英国のコーポレート・ガバナンスの動向
　１ 英国企業とコーポレート・ガバナンス
　２  コーポレートガバナンス・コード
　３ 民間部門における取締役会改革
　４ 公的部門におけるトップ・マネジメント改革
ⅩⅣ　北欧のコーポレート・ガバナンスの特徴とその意義
　１ 北欧のコーポレート・ガバナンスの特徴⑴：
　　支配的株主の存在
　２ 北欧のコーポレート・ガバナンスの特徴⑵：
　　二層型と従業員代表
　３ 北欧のコーポレート・ガバナンスの動向
　４ 企業支配の手段とその意義
ⅩⅤ　韓国のコーポレート・ガバナンスの動向と課題
　１ 韓国のコーポレート・ガバナンスの歴史的展開
　２ 韓国企業の倫理的環境
　３ 韓国企業の外部監視
　４ 韓国企業の内部監視
ⅩⅥ　中国のコーポレート・ガバナンスの動向と課題
　１ 中国経済とコーポレート・ガバナンス
　２ 中国のコーポレート・ガバナンス構造
　３ 中国型コーポレート・ガバナンスの特徴
　４ 中国のコーポレート・ガバナンスの課題
　コラム４：ベンチャービジネスとコーポレート・ガバナンス
　第４部　資本市場とコーポレート・ガバナンス
ⅩⅦ　コーポレート・ガバナンスと資本コスト
　１ 株主・投資家が重視する財務３表（財務諸表）
　２ 資本コストとは何か

　３ 資本コストを意識したEVA
　４ 資本コスト削減のための施策
ⅩⅧ　コーポレート・ガバナンスと事業投資
　１ 事業投資とは何か
　２ 事業投資の評価方法
　３ 事業投資と企業価値
　４ 投資評価のための経営指標
ⅩⅨ　コーポレート・ガバナンスと資本政策
　１ 資本政策と株式発行
　２ 新たな種類株の台頭
　３ 自社株買いと株主還元
　４ コーポレート・ガバナンスと株主総会
ⅩⅩ　Ｍ＆Ａ（合併･買収）とコーポレート・ガバナンス
　１ Ｍ＆Ａの概念と類型
　２ Ｍ＆Ａの目的
　３ 敵対的企業買収と買収防衛策
　４ 米国・欧州・日本のM&Aの動向比較
ⅩⅩⅠ　機関投資家とコーポレート・ガバナンス
　１ 株式所有構造の変化
　２ 機関投資家の運用手法
　３ コーポレート・ガバナンス原則と機関投資家
　４ ＳＲＩ投資とＥＳＧ投資
　コラム５：ガバナンスのグローバル化
　第５部　「株主受託者責任」と「社会受託者責任」
　　　　		の両立可能性
ⅩⅩⅡ　コーポレート・ガバナンスと企業の社会的責任（ＣＳＲ）
　１ コーポレート・ガバナンスとＣＳＲの概念的関連性
　２ ＣＳＲの定義と概念構成
　３ ＣＳＲの歴史
　４ コーポレート・ガバナンスとＣＳＲの統合可能性
ⅩⅩⅢ　コーポレート・ガバナンスとＥＳＧ投資
　１ 企業情報：UN-PRI（国連投資責任原則）と
　　ＥＳＧ投資の潮流
　２ ＥＳＧ投資のアプローチ
　３ ＥＳＧ投資におけるガバナンス要因
　４ ＥＳＧ投資のインパクトと長期的な企業価値の向上
ⅩⅩⅣ　コーポレート・ガバナンスと社会的企業
　１ 社会的企業の活況
　２ ＮＰＯ法人及び財団・社団法人
　３ 社会福祉法人とコーポレート・ガバナンス
　４ 医療法人とコーポレート・ガバナンス
ⅩⅩⅤ　コーポレート・ガバナンスと企業倫理
　１ 経営トップと会社機関
　２ コンプライアンスの実際と不正
　３ 不正の芽を摘む
　４ なぜ人は不正に走るのか
　コラム６：ＣＳＶ：共通価値創造
epilogue コーポレート・ガバナンスと事業の繁栄
さくいん

ここが
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◎ コーポレート・ガバナンス（企業経営・経営管理 etc）
　 のテキストとして学ぶべき理論・テーマを網羅した
　 決定版
◎ 体系的構成でテーマごと見開き 2 頁で収め，重要語
　 句解説や，各テーマ内の関連事項を結ぶクロスリファ
　 レンスが充実
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よくわかる企業論［第２版］

佐久間信夫 編著
ここが

ポイント
!!

企
業
論

◎ ２頁見開きで重要項目を網羅
◎ 丁寧なクロスリファレンスで網羅的に理解する

B5判美装/228頁　定価：2,970円（本体2,700円+税）
ISBN 978-4-623-07650-5　2016年9月刊行

社会からの要求が急速に変化する中で，これからの
企業の理念や経営戦略に何が必要とされているの
か。現代の企業のあり方を基礎から理解する必携の
テキスト。

はじめに

　第１部　企業形態の展開と株式会社

Ⅰ　現代企業の諸形態
　１ 企業の法律形態と経済形態
　２ 企業形態展開の原理
　３ 日本における会社の種類⑴：
　　 個人企業，合名会社，合資会社
　４ 日本における会社の種類⑵：
　　 株式会社，合同会社

Ⅱ　公企業と公益事業
　１ 公企業の定義・役割と経営形態
　２ 公企業の改革と課題
　３ 公益事業の定義と特質
　４ 公益事業の現状と課題

Ⅲ　株式会社の発展と支配，統治
　１ 株式会社の発展と経営機能の分化
　２ 大規模株式会社の経営者
　３ 大規模株式会社の支配
　４ 企業支配から企業統治へ

　第２部　企業と社会

Ⅳ　企業とステークホルダー
　１ ステークホルダーの定義と理論研究
　２ 企業とステークホルダーの
　　 具体的な関係
　３ 社会的課題事項と社会的責任
　４ 日本における企業と
　　 ステークホルダーの関係

Ⅴ　ＣＳＲをめぐる理解⑴：理論編
　１ ＣＳＲとは何か
　２ ＣＳＲの歴史的展開と関連分野
　３ ＣＳＲの理論的視座と実証研究
　４ ＣＳＲの新動向：
　　 社会的課題と企業の役割

Ⅵ　ＣＳＲをめぐる理解⑵：実態編
　１ ＣＳＲの国際的動向
　２ ソフトローとしてのＣＳＲ国際規格
　３ ＣＳＲ報告の現状と課題
　４ ステークホルダー・エンゲージメントの
　　 実践と課題

Ⅶ　企業倫理の理論と実際
　１ 企業倫理の意義

　２ アメリカの企業倫理
　３ 日本の企業倫理
　４ 企業倫理とリスクマネジメント

Ⅷ　ＣＳＲと環境経営
　１ 環境経営の類型と発展
　２ 持続可能型の環境経営とは
　３ エコプロダクツのマネジメント
　４ 環境会計

　第３部　株式会社の機関と
　　　　　コーポレート・ガバナンス

Ⅸ　日本のトップ・マネジメント組織と
　　コーポレート・ガバナンス
　１ 株式会社の機関とコーポレート・
　　 ガバナンス
　２ 株式所有構造の変化と株主総会
　３ 取締役会改革と執行役員制
　４ 指名委員会等設置会社（委員会設置
　　 会社）と監査等委員会設置会社

Ⅹ　アメリカのトップ・マネジメント組織と
　　コーポレート・ガバナンス
　１ アメリカのトップ・マネジメント
　　 組織の構造
　２ 株主総会と機関投資家の活動
　３ 取締役会の特徴と問題
　４ エンロン破綻以降のコーポレート・
　　 ガバナンス改革の特徴

ⅩⅠ　ドイツのトップ・マネジメント組織と
　　コーポレート・ガバナンス
　１ 労資共同決定制度と会社機関構造
　２ 監査役会改革
　３ 資本市場改革とコーポレート・
　　 ガバナンス
　４ 銀行を中心とする企業間関係の解消

ⅩⅡ　市場および監督機関と
　　コーポレート・ガバナンス
　１ 会社支配権市場とコーポレート・
　　 ガバナンス
　２ 機関投資家とコーポレート・
　　 ガバナンス
　３ 証券取引所および金融庁の上場規則
　　 とコーポレート・ガバナンス
　４ 監査法人とコーポレート・ガバナンス

　第４部　新しい価値を追求する企業

ⅩⅢ　ＢＯＰビジネス
　１ ＢＯＰビジネスの概要
　２ ＢＯＰの特徴
　３ インドにおけるＢＯＰビジネスの
　　 方法と事例
　４ 日本企業ＢＯＰビジネスの事例

ⅩⅣ　社会的企業
　１ 社会的企業とソーシャル・
　　 イノベーション
　２ ソーシャル・ビジネス：
　　 社会的企業の事業領域
　３ 社会的企業の組織形態
　４ 社会的企業の資金調達手段

ⅩⅤ　長寿企業のビジネスモデル
　１ 日本の長寿企業
　２ 近江商人の三方よし経営
　３ ファミリービジネスの永続性
　４ 伝統を受け継ぐ長寿企業

ⅩⅥ　長寿企業の進化
　１ リビングカンパニーの概念
　２ リスクマネジメントの最適化
　３ 新たな競争軸と誠実な経営
　４ 持続的発展企業の組織能力

ⅩⅦ　ＮＰＯ経営
　１ ＮＰＯとはなにか
　２ ＮＰＯの類型とＮＰＯ法人の活動
　３ ＮＰＯ法人の経営
　４ ＮＰＯ法人のパートナーシップ戦略

ⅩⅧ　新しい出資形態と企業
　１ 公共サービスの民営化とＰＦＩ
　２ コンセッション方式：
　　 新たなＰＦＩの方式
　３ クラウドファンディング：
　　 群衆からの資金調達
　４ プロボノ：
　　 専門知識を活かした社会貢献活動

　第５部　経営戦略の理論と実際

ⅩⅨ　経営戦略
　１経営戦略とは何か
　２ 経営環境と企業の関係

　３ 企業ドメイン
　４ 経営資源と事業の多角化

ⅩⅩ　競争戦略
　１ 競争を優位に進める視点
　２ 業界を分析する
　３ ３つの基本戦略
　４ 市場地位別の競争の定石

ⅩⅩⅠ　Ｍ＆Ａ戦略
　１ Ｍ＆Ａの概念と類型
　２ Ｍ＆Ａの目的
　３ 敵対的企業買収と買収防衛策
　４ Ｍ＆Ａの動向と特徴

ⅩⅩⅡ　戦略的提携
　１ 戦略的提携の意義
　２ 戦略的提携の類型
　３ 多国籍企業の戦略的提携
　４ 戦略的提携の課題

　第６部　中小企業とベンチャービジネス

ⅩⅩⅢ　日本の中小企業の現状と課題
　１ わが国における中小企業
　２ 戦後の中小企業の歴史的背景
　３ 中小企業の多様性
　４ 問題性中小企業と完全機能型
　　 中小企業

ⅩⅩⅣ　日米のベンチャービジネス
　１ ベンチャービジネスとは
　２ アメリカのベンチャービジネスの特徴
　３ 日本のベンチャービジネス
　４ ベンチャービジネスとイノベーション

ⅩⅩⅤ　中小企業とＩＴ
　１ 中小企業にとってＩＴとは何か
　２ 発展段階説から見た中小企業のＩＴ
　３ ナレッジマネジメントと中小企業
　４ ビッグデータ時代への展開

さくいん



日本の企業の実に99％以上を占める中小企業に関わ
る多様なテーマを網羅。的確な解説と充実したクロ
スリファレンスで現代中小企業の全体像を理解す
る。学生，中小企業診断士，企業振興に関わる行政
実務担当の方にも必携の書。

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる中小企業
関 智宏 編著

はじめに
Ⅰ　中小企業の本質を知る
　１ 中小企業とは何か
　２ 中小企業のイメージ
　３ 中小企業の存立実態
　４ 多様な中小企業とその視点⑴：
　　 特徴，ヒト，活躍の場
　５ 多様な中小企業とその視点⑵：
　　 部落産業，エスニシティ，社会的弱者を守る
　６ 中小企業の統計
　７ 中小企業の理論：経済学の古典
Ⅱ　中小企業の歴史を知る
　１ 明治期から戦時期の中小企業
　２ 戦後の高度成長と中小企業（1950，60年代）
　３ 安定成長期の中小企業（1970，80年代）
　４ 低成長期からこんにちまでの中小企業
　　 （1990年代以降）
Ⅲ　中小企業政策を知る
　１ 中小企業政策とは何か⑴：中小企業対策費
　２ 中小企業政策とは何か⑵：
　　 中小企業政策の実施主体
　３ 中小企業庁
　４ 中小企業基本法
　５ 中小企業政策の展開⑴：1990年代まで
　６ 中小企業政策の展開⑵：1990年代以降
　７ 中小企業憲章と新しい中小企業政策
　８ 地方自治体の中小企業政策
　９ 公設試験研究機関と中小企業
　10 小規模企業振興
　11 商工会議所と商工会
　12 中小企業診断士
Ⅳ　中小企業経営を知る
　１ 中小企業経営の特徴⑴：生産的側面
　２ 中小企業経営の特徴⑵：財務的・金融的側面
　３ 中小企業に求められる社会的責任
　４ ファミリー・ビジネスと中小企業
　５ 生業的経営の特徴と課題
　６ 事業の承継と発展
　７ 中小企業の会計
　８ 中小企業の税制
Ⅴ　中小企業労働の実態を知る
　１ 中小企業で働く
　２ 中小企業の経営者
　３ 中小企業の労働者
　４ 中小企業とキャリア教育
Ⅵ　中小企業金融の実態を知る
　１ 日本の金融システム
　２ 中小企業金融の実態

　３ 地域金融の実態
　４ 新しい中小企業金融・地域金融の潮流
Ⅶ　中小企業の情報化を知る
　１ 中小企業における情報化の進展⑴：電子化時代
　２ 中小企業における情報化の進展⑵：
　　 ME化時代・高度情報化時代
　３ 中小企業における情報化の進展⑶：
　　 ネットワーク化時代
　４ ものづくり中小企業における生産現場の
　　 デジタル化
　５ ＩＴ化の進化と新しい創業の形
　６ ＩｏＴと中小企業
Ⅷ　下請中小企業を知る
　１ 下請とは何か
　２ 下請をめぐる議論⑴：
　　 1940〜50年代／藤田・小宮山論争
　３ 下請をめぐる議論⑵：1950〜80年代
　４ 下請をめぐる議論⑶：
　　 1980年代以降／サプライヤー論との接点
　５ 下請中小企業の存立と存立展望
Ⅸ　中小企業のネットワークを知る
　１ 中小企業とネットワーク
　２ 中小企業ネットワーク⑴：
　　 企業組合，異業種交流
　３ 中小企業ネットワーク⑵：
　　 新連携，農商工連携，地域資源活用プログラム
Ⅹ　中小製造企業を知る
　１ 製造分野における中小企業
　２ 大企業の生産体制と中小企業
　３ ものづくり中小企業の生産性向上の取組み
　４ 大企業の調達革新と中小企業の対応
　５ 中小企業とタイミング・コントローラー
　６ 町工場の存立と操業環境
Ⅺ　中小商業・サービス企業を知る
　１ 商業分野における中小企業
　２ 商店街の現状と役割
　３ 大規模店舗の出店の影響
　４ 日本の商習慣と流通制度
　５ チェーン店と中小企業
　６ サービス業における中小企業：
　　 生活衛生関連業種のケース
　７ 観光産業と中小企業
ⅩⅡ　地域中小企業を知る
　１ 地域における中小企業
　２ 地域における企業集積⑴：日本
　３ 地域における企業集積⑵：海外
　４ 地域開発と中小企業⑴：国土総合開発

　５ 地域開発と中小企業⑵：
　　 外来型開発の失敗と地方の時代
　６ 地場産業と伝統的工芸品
　７ 企業城下町と地域社会
　８ 震災復興と地域市民としての中小企業の役割
　９ 地方創生と中小企業
ⅩⅢ　中小企業の海外展開を知る
　１ 中小企業の国際化とグローバル化
　２ 国際化のプロセスと中小企業
　３ 中小企業の輸出
　４ 中小企業の海外直接投資
　５ 中小企業のグローバル化と人的資源
　６ 中小企業の海外展開支援
ⅩⅣ　中小企業のイノベーションを知る
　１ 中小企業のイノベーション／経営革新
　２ イノベーションのタイプと中小企業⑴：
　　 中小企業の強み
　３ イノベーションのタイプと中小企業⑵：
　　 製品アーキテクチャ
　４ 中小企業の研究開発
ⅩⅤ　中小ベンチャー企業を知る
　１ ベンチャー企業とは
　２ ベンチャー・ブーム
　３ ベンチャー企業のタイプと実態
　４ アントレプレナーシップ
　５ アントレプレナー
　６ ベンチャー企業の経営
　７ ベンチャー企業への支援
ⅩⅥ　中小企業研究を知る
　１ 中小企業の研究方法
　２ 中小企業関連の学会
　３ 中小企業の研究ジャーナル
資料編
　１ 『中小企業白書』（1972年版）における
　　 中小企業のイメージ
　２ 産業別規模別企業数（民営，非１次産業，
　　 2009年，2012年，2014年，2016年）
　３ 中小企業関連主要国際ジャーナル
　４ 中小企業憲章
　５ 中小企業基本法（1963年）
　６ 中小企業基本法（1999年）
　７ 中小企業基本法（2013年）
　８ 小規模企業振興基本法
　９ 中小企業庁設置法
人名・事項索引
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◎ 入門として必須のキーワードを網羅し，丁寧に解説
◎ 中小企業の発展から様々な変容要因，現在の実態に
　 至る全体像を基礎から理解する
◎ 充実した側注とクロスリファレンスで，学び始めの
　 段階で全体像を俯瞰し，多様な事項の連関も理解す
　 る



A5判美装/232頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09174-4　2021年5月刊行

経営学や会計学とともに現代企業に欠かせないファ
イナンスとはいかなるものか。本書では，企業金融
や証券市場との関わりなどの基礎から，リスク・マ
ネジメントやフィンテックといった応用領域まで紹
介する。

学問へのファーストステップ 3

ファイナンス入門
代田 純／小西宏美／深見泰孝 編著

はしがき

序　章　ファイナンスとは何か
　　　　――経済学，商学，経営学を繋ぐ視点
　１ 経済学，商学，経営学とファイナンス
　２ 日本における商学の成立・発展とファイナンス
　３ ファイナンス論の構成

　第Ⅰ部　ファイナンスの基礎　
第１章　ファイナンスと企業金融
　　　　――資金を仲介するファイナンス
　１ 資金循環と企業金融
　２ ファイナンスにおける企業金融
　３ コーポレート・ファイナンス

第２章　企業財務とファイナンス
　　　　――財務諸表で資金需要を読む
　１ 財務諸表とは何か
　２ 企業の資金需要
　３ 企業の資金調達とファイナンス

第３章　企業と銀行
　　　　――新時代の銀行像を描き求めて
　１ 企業金融と金融機関
　２ 銀行の基本業務
　３ 銀行の種類

第４章　企業と証券市場
　　　　――証券市場の役割と証券会社
　１ 有価証券とは
　２ 証券発行市場とは
　３ 証券流通市場とは
　４ 証券会社
　コラム１ 株主提案権はなぜ少数株主権なのか

第５章　企業金融とコーポレート・ガバナンス
　　　　――コーポレート・ガバナンスからＥＳＧへ
　１ 株式会社に特有の諸問題
　２ 企業金融と株式市場の役割
　３ 機関投資家の台頭
　４ コーポレートガバナンス・コードとスチュワードシップ・コード
　５ ＥＳＧ投資と企業
　コラム２ ＪＲ九州と「モノ言う株主」
　コラム３ イギリスのスチュワードシップ・コード

　第Ⅱ部　ファイナンスの応用　
第６章　企業とリスク・マネジメント
　　　　――企業はリスクにどのように対応しているのか
　１ リスクとは
　２ 保険とリスク・マネジメント
　３ デリバティブとリスク・マネジメント
　コラム４ Ｐ２Ｐ保険

第７章　企業金融と中央銀行
　　　　――日銀が金利を下げると，企業は借入れを行うか
　１ 中央銀行の金融政策
　２ 金融自由化の進展と金融政策・企業金融
　３ 超低金利下の金融政策・企業金融

第８章　企業の海外進出
　　　　――多国籍企業の企業金融
　１ 多国籍企業と直接投資・間接投資
　２ 日本の対外投資
　３ 日本向け対内投資
　４ 外国投資と企業金融

第９章　企業金融と税制
　　　　――節税はファイナンス
　１ ファイナンスと税制
　２ 法人税と課税所得
　３ グローバル（多国籍）企業の税務戦略

第10章　企業金融の理論
　　　　――企業の価値って何？
　１ 割引現在価値と配当割引モデル
　２ 企業価値を測る
　３ 資本構成と企業価値

第11章　企業の決済とフィンテック・仮想通貨
　　　　――金融のイノベーション
　１ 企業と決済
　２ フィンテック
　３ 仮想通貨

人名索引
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◎ 経営学や会計学とともに現代企業を考える際に欠か
　 せないファイナンス，とりわけ企業金融の分かりや
　 すい入門書
◎ 普通科高校卒業の初学者でも分かりやすい内容
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◎ 主要事例の詳解を軸に理論と実践を理解する
◎ 企業・商品・サービスなどに大きな影響をもつブラン
　 ドの意義を的確に把握する
◎ 「どのような社会をつくっていくのか」マーケティング
　 3.0 のコンセプトを踏まえて今後の展開も展望する B5判美装/180頁　定価：2,420円（本体2,200円+税）

ISBN 978-4-623-07975-9　2017年6月刊行

あらゆる企業が様々な分野で繰り広げるマーケティ
ング戦略を，主要な事例を軸にわかりやすく解説。
企業・商品・サービスのマーケティングに大きな影
響を及ぼすブランドの意義を踏まえ，現代の企業が
展開する戦略の理論と実践を詳解する。

はじめに
　
序　マーケティングとは何か
　１ 企業経営とマーケティング
　２ マーケティング概念の変遷と本質的定義
　３ 「需給斉合」とマーケティング
　４ 流通とマーケティング

　第１部　マーケティング・パラダイムと
　　　　　ブランド
Ⅰ　マーケティングのパラダイム革新
　１ 無印良品のケース
　２ マーケティング環境の変化
　３ ポストモダンのマーケティング
　４ リレーションップ・マーケティング
　５ マーケティング・ネットワークと
　　 ブランド
　６ マーケティングのパラダイム革新

Ⅱ　消費者行動とマーケティング
　１ コカ ･ コーラウエストのケース
　２ 消費者行動とその概念モデル
　３ 購買意思決定プロセス
　４ 外的影響要因
　５ 個人差要因
　６ 消費者行動とブランド

Ⅲ　マーケティングのＳＴＰ
　１ タカラｃａｎチューハイのケース
　２ マーケティングにおけるＳＴＰ
　３ セグメンテーション
　４ ターゲティング
　５ ポジショニング
　６ ブランド再活性化戦略

Ⅳ　ブランドとは何か
　１ 江崎グリコ「ポッキー」のケース
　２ ブランディングの始まり
　３ 使用者拡大とブランド評価
　４ 競争優位とブランド
　５ ブランドの構成要素
　６ ブランドのメカニズム

Ⅴ　ブランド・ロイヤルティとコミュニティ
　１ じゃがり校のケース
　２ ブランドへの態度・行動
　３ ブランド・リレーションシップ
　４ ブランド・リレーションシップの
　　 構築とその測定
　５ ブランド・コミュニティ
　６ ブランド・コミュニティの管理

　第２部　ブランド構築のマーケティング
Ⅵ　製品戦略
　１ パナソニック ｢GOPAN｣ のケース
　２ 便益の束としての製品
　３ 製品ミックスと製品差別化
　４ 新製品開発のプロセス
　５ 製品ライフサイクル
　６ 製品とブランド

Ⅶ　価格戦略
　１ マクドナルドのケース
　２ コスト志向価格戦略
　３ 競争志向価格戦略
　４ 消費者志向価格戦略
　５ 消費者の価格受容範囲と推定法
　６ ブランドと価格戦略

Ⅷ　チャネル戦略
　１ 資生堂の中国進出のケース
　２ 流通とその担い手
　３ マーケティング ･ チャネルの構築
　４ マーケティング ･ チャネルの管理
　５ 流通におけるパワーシフト
　６ オムニチャネルの時代

Ⅸ　マーケティング・コミュニケーション戦略
　１ クラブツーリズムのケース
　２ マーケティング・ミックスと
　　 コミュニケーション・ミックス
　３ 広告取引とメディア ･ プランニング
　４ コミュニケーション ･ プランニングと
　　 表現戦略
　５ 広告効果
　６ ブランド・コミュニケーション

　第３部　マーケティングの
　　　　　新しいアプローチ
Ⅹ　マーケティング・リサーチ
　１ カップヌードルのケース
　２ データとは
　３ マーケティング・リサーチの進め方
　４ マーケティング・データの分析方法
　５ ビッグデータの活用
　６ テキストデータの活用

Ⅺ　グローバルブランドのマーケティング戦略
　１ ユニクロの中国進出のケース
　２ 経済社会のグローバル化と企業経営
　３ グローバルブランドとその価値
　４ グローバルブランド構築の課題と標準化
　５ グローバルブランド管理における
　　 現地適応化

Ⅻ　サービスのブランド戦略
　１ スーパーホテルのケース
　２ サービスの分類と特性
　３ サービス品質
　４ サービスのマーケティング活動
　５ サービスにおけるブランド
　６ サービスブランド戦略の新たな展開

ⅩⅢ　都市・地域のブランド戦略
　１ 新幹線開業で活気づく北陸のケース
　２ 都市・地域のマーケティング
　３ ブランド戦略における都市 ･ 地域の
　　 位置づけ
　４ “ブランド創造都市”の構築
　５ 観光・物産と「地域ブランド」

人名・事項索引
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実践的グローバル・マーケティング
大石芳裕 著

四六判美装/268頁　定価：2,200円（本体2,000円+税）
ISBN 978-4-623-07833-2　2017年2月刊行

製品を「誰に，何を，どのように」売っていくのか
を戦略的に考えるためのノウハウを，ヤクルト，ハ
ウス食品，コマツなど，世界市場においてもブラン
ドを確立している企業のマーケティングにおける成
功事例通じて紹介する。

はじめに

序　章　日本企業よ，グローバル・マーケティングを強化せよ

第１章　私たちを必要とする顧客は海外にいるだろうか
　ケース１　ヤクルト本社の事例
　　　　　　――シンプルなコンセプトで予防医学・
　　　　　　　　健康ニーズに応える
　ケース２　会宝産業の事例
　　　　　　――気づきを得て，地方の解体業からグローバルな
　　　　　　　　静脈産業へ
　Ｃｏｌｕｍｎ　ベンチャー企業のグローバル・マーケティング
　ヘッドウォータース――理念型ＩＴベンチャーの海外展開

第２章　マーケティング・リサーチ　市場への理解を深める
　ケース３　花王の事例
　　　　　　――徹底したリサーチを“よきモノづくり”に
　　　　　　　　生かす

第 3 章　参入市場の決定　どこで何を売るか
　ケース４　ハウス食品の事例
　　　　　　――ＳＴＰを国ごとに柔軟に変化させて運用

第４章　市場に足がかりを得る参入手法の決定
ケース５　ＬＶＭＨの事例
　　　　　――顧客を絞り，多様なブランドのアイデンティティを
　　　　　　　生かして差別化
ケース６　日本電産の事例
　　　　　――技術力はあるが経営の悪化している会社を
　　　　　　　Ｍ＆Ａで再生し，相乗効果を出す

第５章　販売ルートの確保，流通チャネルの開拓
　ケース７　ダイキン工業の事例
　　　　　　――国ごとにターゲットに合わせ，チャネル戦略も
　　　　　　　　変えて進出

　ケース８　フマキラーの事例
　　　　　　――知見のあるチャネルを強い人材に任せて
　　　　　　　　販路を開拓
　Ｃｏｌｕｍｎ 異色のグローバル・マーケティング
　Ｊリーグ――企業のアジア進出をＪリーグがアシスト

第６章　地域ごとにやり方を変えるか，変えないか
　ケース９　コカ・コーラの事例
　　　　　　――社長交代とともに揺れ動いてきた標準化と
　　　　　　　　適合化
　ケース10　資生堂の事例
　　　　　　――世界標準化・地域標準化・現地適合化の
　　　　　　　　各製品でポートフォリオを構築

第７章　実際にビジネスを動かす「人」を育てる
　ケース11　コマツの事例
　　　　　　――コマツウェイを浸透させ，マネジメント層の
　　　　　　　　現地化を推進
　ケース12　イトーヨーカ堂の事例
　　　　　　――ゼロからの人材育成で中国において外資系で
　　　　　　　　最も成功した小売業に

第８章　現地で愛され，支持されるために
　ケース13　ユニリーバの事例
　　　　　　――成長とサステナビリティの両立で全世界に
　　　　　　　　ブランドをアピール
　ケース14　ＩＢＭの事例
　　　　　　――Ｂ to Ｂ企業ながら，ブランドランキングで
　　　　　　　　常に上位をキープ
　Ｃｏｌｕｍｎ　Ｂ to Ｂビジネスのグローバル・マーケティング
　マイクロソフト
　　――Ｂ to Ｃでの強みも生かして独自のＢ to Ｂ事業を展開

おわりに
さらに学びたい人のための図書案内
参考文献／索引
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◎ 世界でブランドを確立している企業の事例を豊富に掲
　 載
◎ 各章ごとに事例の解説を付記



サービス・マーケティング概論

神原 理 編著

A5判美装/244頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-08590-3　2019年4月刊行

サービス・マーケティングの基礎的な概念や理論を
紹介するとともに，サービスの生産から消費に至る
までのプロセスを包括的な視点で解説。スポーツビ
ジネスや NPO のサービスなどケーススタディも充
実した役立つ教科書。

はじめに

　第Ⅰ部　サービス・マーケティングの
　　　　　基礎的概念
第１章　サービス・マーケティングとは
　１ サービスの概念
　２ マーケティングと需要，市場
　３ マーケティングの４P・７P
　４ サービス・マーケティングの全体像
　５ サービス・マーケティングの STP

第２章　サービス経済の諸特性
　１ サービス経済（Service Economy）
　２ サービス経済化の要因

第３章　サービスの概念
　１ モノとサービス
　２ サービスの本質的要素
　３ 商品としてのサービス特性
　４ サービスの可視化・触知化

　第Ⅱ部　サービス・マーケティングの
　　　　　研究アプローチ
第４章　サービス・デザイン
　１ サービス・デザインの概念
　２ マルチユーザー型サービス・システム
　３ サービスのコンセプト
　４ サービス・デリバリー・プロセスの
　　 設計と管理
　５ サービスの価値連鎖

第５章　サービス・クオリティ・
　　　　マネジメント
　１ サービス・クオリティの特徴と
　　 調査上の課題
　２ サービス・クオリティの調査手法
　３ サービス・クオリティ・
　　 マネジメントの方法

第６章　サービスの経験価値
　１ 経験価値とは何か

　２ 経験価値の測定
　３ 経験価値のマネジメント

第７章　サービス・リカバリー
　１ サービスの失敗と顧客の苦情行動
　２ サービス・リカバリーの方法と効果
　３ サービス・リカバリーの実践を
　　 支える組織的取り組み

第８章　ヒューマン・サービスにおける
　　　　感情労働
　１ ヒューマン・サービスと感情労働
　２ 感情労働の研究手法
　３ 感情労働のマネジメント

第９章　非営利組織のサービス・
　　　　マーケティング
　１ 非営利組織とは
　２ 非営利組織とサービス
　３ 非営利組織のサービス・
　　 マーケティング

　第Ⅲ部　サービス・マーケティングの
　　　　　ケーススタディ
第10章　飲食業におけるサービス・
　　　　マーケティング
　１ 日本の飲食業の概要
　２ 飲食業のサービス・デリバリー・
　　システム
　３ 飲食業のセグメンテーション
　４ 飲食サービスの機械化・工業化

第11章　保険業における
　　　　サービス・マーケティング
　１ 保険業のしくみ
　２ 保険業の概要
　３ 保険の複雑性
　４ バックヤードのアクチュアリー

第12章　スポーツビジネスにおける
　　　　サービス・マーケティング
　１ 浦和レッドダイヤモンズの経営状況

　２ 観客に焦点化したサービス・デザイン
　３ サービス・デリバリーに合わせた組織
　４ ファンのマネジメント
　５ カスタマー・ジャーニー・マップの活用
　６ ファンへのクレーム対応
　７ 駒場から埼玉へ
　８ スポーツにおけるクオリティの
　　 ジレンマ

第13章　小売業におけるサービス・
　　　　　マーケティング
　１ なぜ，サービス・リカバリーに
　　 着目するのか
　２ 小売業におけるサービス・
　　 リカバリーの事例
　３ 小売業における苦情の実態

第14章　コミュニティにおける
　　　　外食サービスのマーケティング
　１ リレーションシップ・マーケティング
　２ カフェの起源と役割
　３ ダブリューズカンパニー流の
　　 カフェづくり
　４ CAFE；HAUSの開発事例
　５ カフェビジネスによる
　　 コミュニティづくりの仕組み

第15章　非営利のサービス・
　　　　マーケティング
　１ 地球環境問題と再生可能エネルギー
　２ 北海道グリーンファンドによる
　　 エネルギー問題解決のための
　　 サービス・マーケティング
　３ 少子化と育児問題
　４ フローレンスによる育児問題解決
　　 のためのサービス・マーケティング

おわりに
索　　引
執筆者紹介
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◎ サービスの生産から消費に至るまでのプロセスを包括的
　 な視点で解説
◎ 外食サービス，スポーツ，非営利組織などサービスのケー
　 ススタディが充実
◎ アクティブラーニングに対応した練習問題が各章末に
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B5判美装/196頁　定価：2,640円（本体2,400円+税）
ISBN 978-4-623-08118-9　2017年11月刊行

本書はスポーツマーケティングの基礎理論と応用事
例をわかりやすく解説する。スポーツやスポーツビ
ジネスが担うべき社会的役割をふまえた「これから
のスポーツマーケティングに必要な情報と基本的考
え方」を学ぶための入門書。

◎ スポーツマーケティングの理論と実際をわかりやすく解説
◎ 「スポーツマーケティング論」の全体像が把握できる一冊
◎ 世界標準の研究体系と最新の研究動向を踏まえた構成
◎ 初学者から大学院修士レベルまでの学生・院生，スポー
　 ツやスポーツビジネスに関心のある一般読者に必携の入
　 門書

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかるスポーツマーケティング
仲澤 眞／吉田政幸 編著

ここが

ポイント
!!

はじめに

　第Ⅰ部　スポーツマーケティングとは何か
１　スポーツビジネスの使命
　1 スポーツ文化の維持と向上
　2 文化の担い手の育成
　3 スポーツの公共性・公益性への配慮
　4 顧客志向と社会志向

２　スポーツの社会的機能
　1 スポーツのコミュニティ形成機能
　2 スポーツにおける地域貢献活動
　3 スポーツ消費者の向社会的行動
コラム１：アスリートのロールモデル論

３　スポーツマーケティングの特性
　１ スポーツマーケティングの誕生
　２ スポーツマーケティングの定義
　３ スポーツマーケティングの本質
　４ スポーツマーケティングの理念・倫理

４　スポーツ市場の理解
　１ スポーツ産業の特性
　２ スポーツ市場の構造と規模
　３ スポーツプロダクトの種類
　４ スポーツ消費者の類型

５　戦略的スポーツマーケティングのプロセス
　１ スポーツマーケティングと市場志向
　２ スポーツマーケティングにおける環境適合
　３ SWOT 分析によるアプローチ
　４ スポーツマーケティングプロセス
コラム２：国際競技力とスポーツマーケティング

　第Ⅱ部　マーケティングの基礎
６　スポーツマーケティングにおけるプロダクト論
　１ 有形プロダクトと無形プロダクト
　２ スポーツプロダクトの構造
　３ スポーツマーケティングにおけるサービス特性
　４ スポーツプロダクトの管理

７ スポーツマーケティングにおける価格政策論
　１ 価格形成のメカニズム
　２ 値頃感と消費者心理
コラム３：プレミアムモデル

８　スポーツマーケティングにおける
　　プロモーション論
　１ コミュニケーションの原理
　２ スポーツと広告
　３ スポーツ組織における広報
　４ スポーツ組織のプロモーションミックス
コラム４：メディアトレーニング

９　スポーツマーケティングにおける流通政策論
　１ マーケティングチャネル
　２ 仲介業者の種類と役割
　３ 流通チャネルとしてのスタジアム
　４ 流通チャネルとしてのメディア

　第Ⅲ部　スポーツ消費者の理解
10 スポーツ消費者行動モデル
　１ スポーツ消費者の特性
　２ スポーツ消費者の意思決定過程
コラム５：スポーツマーケティングと女性のスポーツ

11 参加型スポーツの消費者
　１ 参加型スポーツの分類
　２ エスカレーターモデル
　３ スポーツ参加における心理的要因
　４ スポーツ参加における社会的・環境的要因

12 観戦型スポーツの消費者
　１ 観戦型スポーツの分類
　２ 心理的連続モデル
　３ スポーツ観戦動機
　４ スポーツ観戦者と社会的アイデンティティ

　第Ⅳ部　マーケットリサーチの視座
13 スポーツマーケティングにおけるＳＴＰ
　１ セグメンテーションの基礎
　２ セグメンテーションの種類
　３ 標的市場の設定と評価
　４ ポジショニング／リ・ポジショニング

14　スポーツマーケティングとマーケットリサーチ
　１ マーケットリサーチの手順
　２ 量的調査研究のデザイン
　３ 質的調査研究のデザイン
　４ 調査の実施，分析，報告

　第Ⅴ部　スポーツマーケティングの展開
15 スポーツ・スポンサーシップ
　１ スポーツ・スポンサーシップのこれまで
　２ スポンサー企業の視点
　３ スポンサーシップの効果
コラム６：ＪＦＡスポンサーシップの概要

16　スポーツ・ブランドのマーケティング
　１ ブランドとブランディング
　２ ブランド価値の創出
　３ アスリート・ブランディング
　４ ブランドとスポーツ組織の社会的責任

17　スポーツの権利ビジネス
　１ スポーツビジネスにおける権利
　２ 放映権ビジネス
　３ 商品化権ビジネス
　４ 命名権ビジネス
コラム７：アメリカ大学スポーツの取り組みから

18　顧客満足，顧客ロイヤルティ，顧客価値
　１ 試合の勝敗と顧客満足
　２ 見せかけのロイヤルティと真のロイヤルティ
　３ スポーツにおける顧客価値の創造
　４ スポーツマーケティングと経験価値

19　関係性マーケティング
　１ マーケティングの枠組みの変化と
　　 関係性マーケティング
　２ 顧客関係管理
　３ ロイヤルティプログラムの役割

20　ＷＯＭ（クチコミ）マーケティング
　１ ＷＯＭマーケティングの台頭
　２ ＷＯＭマーケティングの倫理と課題
　３ e クチコミ：
　　スポーツ消費とソーシャルメディア
　４ e クチコミ：マーケティングメトリクス

　第Ⅵ部　これからのスポーツマーケティング
　１ 地方行政とスポーツ
　２ 人権・格差への配慮
　３ ビジネス価値の向上と社会支援
　４ スポーツマーケティングの未来像

おわりに／さくいん
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社会状況の変化とともに様変わりしているフードビ
ジネスの現状や課題をわかりやすく解説。生産から，
流通，小売り，消費の現場までを丹念に追い，過疎
地のフードアクセスや食品ロスなど現代の身近な問
題もとり上げる。

フードビジネス論
―― 「食と農」の最前線を学ぶ

大浦裕二／佐藤和憲 編著

序　文　フードビジネスの考え方
　１ フードビジネスとは
　２ フードビジネスの特徴
　３ 本書の構成

第１章　食料経済の基礎理論
　１ 食品選択の経済理論
　２ 食品需要の弾力性とエンゲルの法則
　３ 食料経済の新潮流：行動経済学
　４ 食料経済とフードビジネス

第２章　食に関する消費形態の変化
　１ 食料消費傾向に関する問題意識
　２ 消費志向及び食事形態の変遷
　３ 食料の品目ごとの消費傾向
　４ 年間収入階層別にみた食料消費傾向
　５ 消費形態とフードビジネス

第３章　食行動の特徴
　１ 食行動とは
　２ 店舗選択
　３ 商品選択
　４ 加工・調理行動
　５ 保存・廃棄行動
　６ 食行動とフードビジネス

第４章　食生活と食育・食農教育
　１ 食生活の変化
　２ 私たちの食をめぐる諸問題
　３ 食料自給率と食育・食農教育
　４ 食生活と食育関係の施策
　５ 食育・食農教育とフードビジネス

第５章　食品製造業・食品卸売業・食品
　　　　小売業の構造上の特徴
　１ 食品産業の構成主体
　２ 近年における食品産業の構造上の特徴
　３ 食品産業とフードビジネス
　　 ――2020年代の展望に向けて

第６章　外食産業の構造変動
　１ 外食市場の規模
　２ 多店舗展開（チェーンレストラン）と　
　 　それを支える“調理の外部化”
　３ 業種と業態――業態開発の必要性
　４ 外食企業における食材調達
 　　――業務用市場
　５ 経営管理――FLコストと人材育成
　６ 外食企業の海外進出（海外事業展開）
　７ 外食産業とフードビジネス

第７章　流通構造の変化
　１ 市場流通と市場外流通
　２ 生鮮食料品の流通
　３ 米の流通
　４ 農畜水産物流通の課題と展望

第８章　食品マーケティング
　１ マーケティング・コンセプトとマーケ
　　 ティング環境
　２ ターゲットを定める
　３ マーケティング・ミックス
　４ ブランド形成とフードビジネス

第９章　農業のビジネス化
　１ はじめに
　２ 地産地消と農業のビジネス化
　３ 農産物直売所
　４ ６次産業化
　５ 農商工連携
　６ 農業とフードビジネス

第10章　スマート農業
　１ スマート農業をめぐる背景
　２ 土地利用型農業におけるスマート農業
　　 技術の展開
　３ 園芸作物生産・流通のスマート化
　４ スマートフードチェーンシステム

第11章　食料品アクセス問題
　１ 食料品アクセス問題とは
　２ 食料品アクセスマップの推計
　３ 日本のアクセス困難人口と動向
　４ 高齢者の買い物の実態と自立度，食品
　　 摂取
　５ 食料品アクセス問題解決の対策
　６ 食料品アクセスとフードビジネス

第12章　食品安全問題
　１ 食品の安全性確保の考え方
　２ 食品の安全性確保のためのシステム：
　　 リスクアナリシス
　３ 包括的なリスク管理措置としての　　 
　　 HACCP
　４ 危機管理とトレーサビリティ
　５ 食品表示と食品の安全性
　６ 食品リスク知覚と風評被害
　７ 食の安全とフードビジネス

第13章　食をめぐる環境問題
　１ フードビジネスをめぐる環境問題
　２ 食品ロス・食品廃棄物
　３ プラスチック製の食品容器包装
　４ 環境問題とフードビジネス

第14章　食料貿易と国際問題
　１ 食料貿易に関わる制度
　２ 貿易の国際ルール
　３ 国際ルールと食料貿易
　４ 日本の食料の輸出入と輸入食料品の
　　 タイプ
　５ 日本の食料自給率
　６ 日本の農林水産物輸出政策
　７ 食料貿易とフードビジネス

引用・参考文献
索　引

ここが

ポイント
!!

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

◎ 食料経済学の基礎を学べる
◎ フードビジネスに関わる現状や課題がわかる
◎ 生産から，加工，流通，小売り，消費の現場まで，フー
　 ドビジネスの一連の流れを把握できる
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いま流通では，小売，卸，消費者の有り様の変化，様々
な産業における改革の波間で，これまでの仕組みに
大きな変革が求められている。本書では流通に関す
る理論的な基礎知識と，現代の主要テーマを網羅し
て平易に解説する。

◎ 基本２頁見開きでわかりやすい解説
◎ 最新の動向と現代の主要テーマを網羅

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる流通論
番場博之／大野哲明 編著

ここが
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はじめに
　Ⅰ　流通・商業の理論
第１章　流通の基礎理論
　１ 流通とは何か？
　２ 経済的懸隔
　３ 流通機能
　４ 流通システム
　５ 流通政策
第２章　商業の役割と機能
　１ 商業の分化と統合
　２ 商業の機能と卸売業
　３ 小売業の役割と機能
　４ 小売業の諸形態
　５ 小売業の組織化とチェーンストアシステム
第３章　商業の基礎理論
　１ 商業の存在根拠
　２ 商業の両義的性格
　　 ――商業経済論と流通サービス論
　３ 商業の品揃え形成活動と消費生活
　４ 小売業態とは何か？
第４章　流通・商業の経済理論
　１ 商業経済論体系Ⅰ――商業資本の自立化論
　２ 商業経済論体系Ⅱ――自由競争段階の商業
　３ 商業経済論体系Ⅲ――独占段階の商業
　４ マーケティングと商業
　　 ――現代流通法則の解明
第５章　マーケティングの経済理論
　１ 寡占とマーケティング
　２ 企業的マーケティング論と社会経済的
　　 マーケティング論
　３ マーケティングの展開
　４ マーケティングと現代社会
　Ⅱ　現代流通の展開
第６章　流通の経済史
　１ 大規模小売店舗法（大店法）成立の背景
　２ 大規模小売店舗法（大店法）の成立と
　　 その影響
　３ 大店法の改正――大型店出店の規制強化
　４ 日米貿易摩擦の激化と大型店規制政策の
　　 転換
第７章　流通の経営史
　１ 経営史における流通，流通企業の経営史
　２ 小売業の経営史
　　 （百貨店，スーパーマーケットなど）
　３ 総合商社の経営史
　４ 個別産業の流通経営史

第８章　流通システムの発展
　１ メーカー主導型流通から小売起点型流通へ
　２ 延期型流通システムの展開
　３ 現代流通の調整機構
　　 ――市場・階層組織・ネットワーク
第９章　現代消費とマーケティングの展開
　１ マーケティングと消費の相互関係
　２ 消費欲望とマーケティング
　３ マーケティングの基底と規範
　４ 偶有性とブランド
　Ⅲ　現代流通の諸側面
第10章　情報化と流通
　１ 情報化と流通
　２ インターネット社会の流通
　３ 求められる流通制度の革新
第11章　マーケティングと消費者行動
　１ マーケティングの発展と高度化する消費分析
　２ 消費者行動のミクロとマクロ
　３ 消費パターンの歴史的変化
第12章　流通活動と法
　１ 流通活動と法
　２ マーケティング活動と競争の確保
　３ マーケティング活動と消費者保護
　４ 新たな流通課題への対応：
　　 優越的地位の濫用について
第13章　消費経済と流通
　１ 消費活動における家計消費と所得の役割
　２ 日本の低い完全失業率と非正規雇用の増加
　３ 格差の拡大
　４ 人手不足の現状と流通業界
　Ⅳ　流通論の新しい潮流
第14章　フードデザート問題と流通
　１ フードデザート問題とは何か？
　２ フードデザート問題の発生要因と流通論の
　　 重要性
　３ 日本におけるフードデザートの性質
　４ フードデザート問題対策の課題と流通の役割
第15章　食品ロスと流通
　１ 食品ロスとは何か？
　２ フードサプライチェーンにおける食品ロス
　　 の発生原理
　３ 外食産業の食品ロス問題
　４ 食の過剰性と貧困問題
第16章　環境問題と流通
　１ 地球環境問題と法整備

　２ 流通論における環境問題の位置づけ
　３ 流通業における環境対策とその意義
　４ 流通に関する新しい環境ビジネス
第17章　まちづくりと流通
　１ 流通政策の展開とまちづくり
　２ 流通論とまちづくり
　３ まちづくり三法
　４ 地域商業とまちづくり
　Ⅴ　海外の流通事情
第18章　フランスの流通
　１ フランスの小売業の特徴
　２ フランスの流通企業
　３ フランスの流通政策
第19章　アメリカの流通
　１ 巨大市場と流通の特徴
　２ チェーンストアと商取引・制度
　３ 熾烈な小売競争と市場動向
第20章　台湾の流通
　１ 台湾の流通の特徴
　２ 流通政策および新旧小売業への影響
　３ 台湾の主要小売業態および小売企業の概況
第21章　韓国の流通
　１ 韓国の流通の進化と特徴
　２ 韓国の流通政策の変遷
　３ 韓国の小売業態の特徴
索　引
コラム
　１ 現在に続く定期市
　２ コミュニケーション資本主義における消費者
　３ クリティカル・マーケティング
　４ 高度成長期における日用品小売商業の展開
と「買物バス」の運行
　５ 近江商人の経営遺産
　６ フィンテックで進む電子決済
　７ 変革を迫られるアパレル業界
　８ ウォルマート化と「格差社会」
　９ 日本における欧米型フードデザート
       問題発生の可能性
　10 日本の「チラシ」文化と食品ロス
　11 レジ袋有料化とライフスタイルの変化
　12 小売業の海外進出
　13 低価格競争に打ち勝つイギリス食品小売業
       のown brand戦略
　14 激変する中国の小売流通20年

流
通
論

新　刊
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新しい時代の観光学概論
―― 持続可能な観光振興を目指して

島川 崇 著

一冊で基礎からしっかり学べるテキスト。「様々な
学問の寄せ集め」からの脱却を図り，単著で体系的
かつ俯瞰的な視点のもと構成。経済，政治，社会・
文化的側面を包括する真に持続可能な観光振興の実
現へむけ，新しい時代の観光学を構築する。

はじめに
序　章　観光リーダー列伝
　１ セザール・リッツ
　２ 山口仙之助・正造
　３ 岩切章太郎
　４ 松下幸之助
第１章　観光の意味
　１ 「観光」とは──国の光を観る
　２ 観光と旅行の違い
　３ 観光研究の潮流
第２章　観光の功と罪
　１ 観光地化のメリット
　２ 観光は両刃の剣──負のインパクト
　３ 観光に蔓延する一見さん商法と
　　 ブーム至上主義
　４ 観光客・地域住民・観光事業者
　　 の三方一両得
第３章　観光で実現する持続可能な
　　　　発展
　１ SDGsと観光の関係
　２ サステナブル・ツーリズムが
　　 生まれるまでの経緯
　３ サステナブル・ツーリズム概念
　　 の定着
第４章　日本の観光発展史
　１ 開国，そして不平等条約改正と
　　 観光の関わり
　２ 喜賓会からジャパン・
　　 ツーリスト・ビューローへ
　３ 外国人観光客誘致の受難と克服
　　 そして戦争の時代へ
　４ 力強い戦後復興と旅行会社の
　　 相次ぐ誕生
　５ 東京オリンピックを契機に
　　 加速した観光基盤整備

　６ 旅行代金の低廉化による
　　 アウトバウンド全盛
　７ 旅行の流通革命
　　 ── HISとAB-ROAD
　８ 再び，アウトバウンドから
　　 インバウンドへ
第５章　観光産業論Ⅰ：旅行業
　１ 旅行業の類型
　２ 企画旅行における旅行業の
　　 6 つの義務
　３ 旅行業のさらなる活用
第６章　観光産業論Ⅱ：旅行業の流通
　１ 旅行業界の複雑な流通
　２ 添乗（旅程管理）業務を担う
　　 派遣添乗会社の存在
　３ OTAの台頭とそのビジネスモデル
　４ OTAとホテルの最低価格を
　　 めぐる攻防
第７章　観光産業論Ⅲ：
　　　　交通機関と宿泊機関
　１ 航空
　２ 鉄道
　３ バス
　４ 船舶
　５ その他の交通
　６ ホテル・旅館
第８章　ホスピタリティ論
　１ ホスピタリティ＝おもてなし？
　２ 安心保障関係
　３ 相互信頼関係
　４ 新たな関係性としての
　　 「一体関係」
第９章　観光行政・政策論
　１ 観光政策が重要政策課題と
　　 なるまで

　２ 観光政策を取り巻く現状
　３ 観光を担当する組織
　４ 観光プロモーションの様々な手法
　５ 観光まちづくりの力
　６ MICE
第10章　観光資源論Ⅰ：
　　　　人文観光資源と自然観光資源
　１ 観光資源の類型
　２ 人文観光資源
　３ 自然観光資源
第11章　観光資源論Ⅱ：
　　　　その他の観光資源と世界遺産
　１ 複合観光資源
　２ 社会観光資源
　３ 無形観光資源
　４ 世界遺産と観光
　５ 観光の光と影の資源
　　 ──被災地観光，戦跡観光
結びにかえて　観光のこれから
参考文献／人名・事項索引
コラム
　１ 横浜市民が誇る震災復興の象徴：
　 　ホテルニューグランドのサービス
　２ 杉原千畝から繫いだ JTBの命の
　　 リレー：大迫辰雄
　３ モルディブ旅行をモルディブ
 　　専門の旅行会社にお願いして
　 　大満足だった話
　４ 三陸復興のシンボル：三陸鉄道
　５ 沖縄の特色あるバスガイド
　６ おかげ犬
　７ 台湾に生きる国立公園設立に
　　 向けての日本人の志

ここが

ポイント
!!

◎ 初学者にもわかりやすく平易な言葉で解説
◎ 新時代の観光を担う人材を育成するため，観光を取り
 　巻く新しい事象も扱う
◎ 単著の強みを活かした，体系的でバランスのよいテキ
 　スト

観
光
学
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近　刊

A5判美装/予300頁　予価：3,080円（本体予価2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09574-2　2023年12月刊行予定

観光学の基礎的な理論を網羅するとともに，ウィズ
コロナ時代を見据えた，新しい動向もカバーしたス
タンダードテキスト。本書は初学者，観光学を専門
としない学生にも分かりやすい記述で，一冊で観光
学の全体像が見通せる。

◎ ウィズコロナ時代を踏まえた内容を追加
◎ 新たな動向，統計のデータを最新にした，スタンダー
　 ドテキスト

ここが

ポイント
!!

本チラシの情報は2023年9月時点のものです

はしがき

序　章　観光学を学ぶために
　１ 観光とは何か
　２ 観光教育の展開
　３ 本書の特徴と構成

　第Ⅰ部　観光学の基礎
第１章　観光の歴史
　１ 世界の観光史
　２ 日本における観光前史
　３ 日本の観光時代
　　 ――観光の国際化と大衆化

第２章　観光と旅行者の行動
　１ 観光サービスと観光行動
　２ 観光対象の分類
　３ 消費者行動論と観光行動

第３章　観光と産業・経済
　１ 訪日観光の現状
　２ 観光産業の定義
　３ 観光統計

　第Ⅱ部　観光産業論
第４章　旅行産業
　１ 旅行産業の特質 
　２ 旅行産業の形態
　３ 旅行産業の現状と展望

第５章　宿泊産業
　１ 宿泊産業の現状
　２ 宿泊施設の運営
　３ コロナ禍の影響と宿泊産業の今後の展開

第６章　運輸産業
　１ 運輸産業の特質
　２ 航空会社の経営戦略
　３ ＬＣＣの発展
　４ パンデミックの影響

第７章　テーマパーク産業
　１ 遊園地・テーマパークの歴史
　２ テーマパーク産業の市場環境と特性
　３ テーマパークのこれから

第８章　文化施設と観光
　１ 文化施設をめぐる動き
　２ 博物館・美術館と観光
　３ 博物館・美術館の展望

第９章　観光産業とホスピタリティ
　１ サービスと観光
　２ ホスピタリティの論理
　３ 観光の本質とホスピタリティ

　第Ⅲ部　観光政策論
第10章　観光立国と国際観光
　１ 観光政策と観光立国の推進
　２ 近年における国際観光の動向
　３ 国際観光と社会変容

第11章　諸外国の観光政策
　１ 諸外国の特徴的な観光政策
　２ シンガポールの特徴
　３ シンガポールの観光政策

第12章　地域観光とまちづくり
　１ 国内観光の変化
　２ 岡山県矢掛町における観光まちづくり
　３ 静岡県熱海市における観光まちづくり
　４ 地域資源を活用した観光まちづくり

　第Ⅳ部　応用観光論
第13章　コンテンツツーリズム
　１ コンテンツとコンテンツツーリズム
　２ コンテンツツーリズムとまちおこし
　３ 大阪市船場地区にみる
　　 コンテンツツーリズム

第14章　ブライダルと観光 
　１ ブライダルの推移と現状
　２ 観光要素を含むブライダル 
　３ ブライダルツーリズムの可能性 

第15章　メディカルツーリズム
　１ メディカルツーリズムの現状
　２ アジアにおけるメディカルツーリズム
　　 の勃興 
　３ 日本のメディカルツーリズム
　４ これからのメディカルツーリズム

第16章　ダークツーリズム
　１ ダークツーリズム概念の登場と拡散
　２ ダークツーリズムの種類と特徴
　３ 世界のダークツーリズムの実際
　４ 日本におけるダークツーリズムの特徴
　　 と展望

第17章　フードツーリズム
　１ 観光と食
　２ 各国における食と観光
　３ フードツーリズムによる地域活性化 

第18章　祭礼文化と観光
　１ 日本の祭り
　２ 観光資源としての祭り――祇園祭など
　３ 祭りと地域
　４ 祭りと観光の政策課題

コラム１ 温泉と観光
コラム２ 観光と世界遺産
コラム３ 観光と景観
コラム４ 観光と環境
コラム５ 観光とものづくり
コラム６ 観光と福祉

索　引
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B5判美装/244頁　定価：3,080円（本体2,800円＋税）
ISBN 978-4-623-09187-4　2022年3月刊行

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる観光コミュニケーション論
須藤 廣／遠藤英樹／高岡文章／松本健太郎 編著

ツーリズム・モビリティはデジタルコミュニケーシ
ョンと結びつき，社会や文化を急速に変容させつつ
ある。観光学の基礎概念に加え，「バーチャル観光」

「インスタ映えスポット」等，最新の研究対象をも
網羅した入門書。

ここが

ポイント
!!

◎ １テーマにつき見開き２頁でコンパクトに解説
◎ ＳＮＳ普及後の新しい観光学の論点を網羅
◎ 観光学だけでなく，社会学，史学，記号学など様々な
 　専門家が執筆者として参加
◎ コロナ禍における観光についての論考も収録

観
光
学

はじめに
 　第１部　観光コミュニケーション論とは何か
Ⅰ　問い直される観光，問い直される
　　コミュニケーション
　１ ポストモダンツーリズム
　２ ツーリズム・モビリティ
　３ ネットワーク
　４ デジタル革命
Ⅱ　新しい観光コミュニケーション論のための
　　キーワード
　１ パフォーマンス
　２ アフォーダンス
　３ マテリアリティ
　４ 再帰性
　５ アイデンティティ
　６ 虚構的リアリズム
Ⅲ　観光コミュニケーションがもたらすイシュー
　１ 権力
　２ 空間
　３ 文化
　４ 貨幣
　５ 交通
　６ 監視社会
　７ ジェンダー
　８ 恋愛ツーリズム
　９ エスニシティ
　10 身体
　11 ローカリティ
 　第２部　コミュニケーションする観光
Ⅳ　ホスト／ゲスト論の新展開
　１ ホスト／ゲスト論
　２ ホスト／ゲスト論の理論的展開
　３ 地域社会
　４ 都市
　５ 農村
Ⅴ　ツーリスト・コミュニケーション
　１ 音楽フェス
　２ コンテンツ・ツーリズム
　３ 音楽ライブ
　４ ピースボート
　５ バックパッキング
　６ パッケージツアー
　７ ゲストハウス
　８ バー

　９ 銀座のクラブ
　10 宗教観光
　11 まちなか観光
　12 ホスピタリティ
　13 おみやげ
　14 ぬい撮り
　15 ライフスタイル移民
　16 ワーキング・ホリデー
　17 ビーチ
　18 Airbnb
Ⅵ　再帰的な観光
　１ ディスカバー・ジャパン
　２ ディズニーランド
　３ サンリオピューロランド
　４ テーマ化する都市環境
　５ インバウンド
　６ 観光まちづくり
　７ がっかり名所
　８ 渋谷スクランブル交差点
　９ パワースポット
　10 インスタ映えスポット
　11 ダークツーリズム
　12 オーバーツーリズム
 　第３部　観光するコミュニケーション
Ⅶ　観光コミュニケーション「を」つくるもの
　１ トランスナショナル的状況
　２ 認知資本主義
　３ メディアミックス
　４ アクセス
　５ コード
　６ 高コンテクスト性／低コンテクスト性
　７ ゲーミフィケーション
　８ モバイルメディア
　９ エゴセントリック・マッピング
　10 アテンションエコノミー
　11 データ・ダブル
Ⅷ　観光コミュニケーション「が」つくるもの
　１ ドラマツルギー
　２ 異文化理解と文化摩擦
　３ コト消費
　４ コミュニケーションのコンテンツ化
　５ 多孔化
　６ パフォーマティブ労働
　７ ソーシャルメディアの写交性

　８ ハイブリッド消費
　９ コンタクトとコンタクト・ゾーン
　10 プラットフォーム
　 第４部　観光コミュニケーションの臨界
Ⅸ　新たな「テクノロジー」が問いかけるもの
　１ ＡＩコミュニケーション
　２ ロボット
　３ ＶＲ
　４ ビッグデータ
　５ ＧＩＳ
　６ ＵＧＣとＵＤＣ
　７ ウィキペディア
Ⅹ　新たな「文化」が問いかけるもの
　１ 文化産業
　２ レトロ観光／ノスタルジア観光
　３ e スポーツ
　４ 『Pokémon GO』
　５ 演劇
　６ アート
Ⅺ　「新型コロナウイルス感染症以降」の
　　観光コミュニケーション
　１ パンデミック
　２ 贈与
　３ リスク
　４ バーチャル観光
　５ 親密性
　第５部　観光コミュニケーション論の
　　　　　先駆者たち
ⅩⅡ　ツーリズム・モビリティ研究の先駆者たち
　１ ジョン・アーリ
　２ ティム・エデンサー
　３ アンソニー・エリオット
　４ ヨーナス・ラースン
ⅩⅢ　メディア・コミュニケーション研究の
　　先駆者たち
　１ ベルナール・スティグレール
　２ ダニエル・ブーニュー
　３ デヴィド・ライアン
　４ ジョナサン・クレーリー
人名索引
事項索引



B5判美装/224頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-06037-5　2011年4月刊行

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる観光社会学
安村克己／堀野正人／遠藤英樹／寺岡伸悟 編著

いまや観光という社会現象の広がりを見ずに現代社
会を考えることはできない。本書は観光社会学を学
ぶ際に必要とされる概念を整理し，観光を社会学的
に捉えるとはどういうことか，その全体像を体系的
かつ平易に説明する。

ここが

ポイント
!!

◎ 観光社会学の全体像を体系的に示す
◎ 観光社会学のこれからの研究の方向性を具体的に示す

観
光
学

　第１部　観光社会学とは
Ⅰ　観光社会学の輪郭
　１ 社会学と観光
　２ 観光社会学の現状と課題
　３ 観光社会学の射程
　４ 現代観光の理論と実践

Ⅱ　社会現象としての観光の構造と変遷
　１ 観光の構成要素と構造
　２ 観光研究の土台からみる現代観光の　
　 　 変遷
　３ マス・ツーリズムの出現とその弊害
　４ 持続可能な観光の模索と実践

　第２部　現代観光のかたち
Ⅲ　新しい観光のかたち
　１ 新しい観光の登場
　２ エコツーリズム
　３ コミュニティ・ベースド・ツーリズム

Ⅳ　多様化する観光 
　１ スペシャル・インタレスト・ツーリズム
　２ グリーン・ツーリズム
　３ 産業観光
　４ 都市観光
　５ フィルム・ツーリズム
　６ 巡礼観光
　７ アニメと観光

　第３部　観光社会学の体系
Ⅴ　観光社会学の視座
　１ 観光経験
　２ 感情労働
　３ 文化資本
　４ 擬似イベント
　５ 観光客のまなざし
　６ 真正性
　７ シミュラークル
　８ パフォーマンス
　９ 観光における文化の商品化
　10 伝統の創造
　11 聖－俗－遊

　12 ポスト・コロニアリズム
　13 ディズニーランド化
　14 構築主義
　15 ツーリスティック・ソサイエティ

Ⅵ　観光社会学の領域
　１ メディアと観光
　２ 文化と観光
　３ 産業と観光
　４ ジェンダーと観光
　５ 家族と観光
　６ 宗教と観光
　７ 環境と観光
　８ 政治経済と観光
　９ 福祉と観光
　10 まちづくりと観光
　11 エスニシティと観光
　12 遊びと観光
　13 ポストモダン社会と観光
　14 社会構想と観光
　15 社会調査と観光

Ⅶ　隣接する学問領域
　１ 人類学における観光
　２ カルチュラル・スタディーズにおける観光
　３ 地理学における観光
　４ 経済学における観光
　５ 歴史学における観光

　第４部　事例を読み解く
Ⅷ　観光施設の社会性
　１ ホテル
　２ 博物館・美術館
　３ 動物園・水族館
　４ ショッピング・モール
　５ 映画館
　６ テーマパーク・遊園地

Ⅸ　観光の文化装置
　１ Ｂ級グルメと郷土食
　２ ツアー・ガイド
　３ 旅行記

　４ ガイドブック――その変遷と可能性
　５ みやげ
　６ 写真
　７ 温泉
　８ 博覧会
　９ 音楽イベント
　10 スポーツ
　11 ホスピタリティ
　12 鉄道
　13 世界遺産・文化遺産

Ⅹ　観光社会学の舞台
　１ 秋葉原・池袋・日本橋――「おたく」　
　 趣味の観光パフォーマンス
　２ 沖縄――海のイメージ，観光のまなざし
　３ 京都――庭園，文化遺産
　４ 高知・札幌――鏡の中の地域アイデ　
　 ンティティ
　５ 遠野——ふるさとイメージと語り部
　６ 奈良――古代イメージの卓越
　７ 由布院――まちづくりの批判的読み解き
　８ 横浜――創られる観光の都市空間
　９ インド――聖地巡礼，聖－俗－遊
　10 韓国――分断の観光化
　11 グアム――マス・ツーリズムの「楽園」
　12 タイ
　　 ――トレッキング・ツアー，エスニシティ
　　　　 と観光
　13 ニューヨーク――場所のパフォーマンス
　14 ベトナム――文化の商品化
　15 香港――ポスト・コロニアリズム，ホテル

Ⅺ　研究者紹介
　１ ダニエル・ブーアスティン
　２ ヴァーレン・スミス
　３ ディーン・マキャーネル
　４ エリク・コーエン
　５ ジョン・アーリ
　６ エドワード・ブルーナー
　７ バーバラ・キルシェンブラット–ギンブレット

さくいん



A5判美装/266頁　定価：2,860円（本体2,600円＋税）
ISBN 978-4-623-08796-9　2021年6月刊行

MINERVAスタートアップ経済学 11

統計学
溝渕健一／谷﨑久志 著

本書は，データ整理から仮説検定，区間推定までを
学ぶ統計学テキストである。確率を使わず，平均と
標準偏差，そして中学レベルの数学で実例を多く取
り入れ，理解を助ける。わかりやすい入門テキスト。

はしがき

序　章　統計学は「説明のための技術」
 　　　  である

　第Ⅰ部　データの整理とその特徴の
　　　　　読み取り
第１章　データに含まれる不確実性を
　　　　「見える化」する
　　　　――度数分布表とヒストグラム
　１ データを読み解く
　２ データの分布特性を「見える化」する
　Column① 自動車の燃費規制は
　　　　　  車両重量を増加させるのか

第２章　誰もが知ってる平均値
　　　　――中心の尺度
　１ 統計学における代表値の役割
　２ 中心を表す３つの代表値
　Column② 平均値はヒストグラムを
　　　　　  バランスさせる――重心

第３章　標準偏差（S.D.）はとても大事な
　　　　統計値――バラつきの尺度
　１ データのバラつき具合を捉えたい
　２ 標準偏差で何が分かるのか
　Column③ 偏差だけでは，全体の
　　　　　  バラつきを表せない
　　　　　  ――数学コラム①
　　　　 ④ 偏差値の平均と標準偏差
                 ――数学コラム②
　　　　 ⑤ チェビシェフの不等式
　　　　　  ――数学コラム③

第４章　世の中は正規分布だらけ
　　　　――最もよく見かける分布の形
　１ 「正規分布」って，聞いたことは
　　 あるけれど……
　２ 正規分布を使って何ができるのか
　３ 標準正規分布
　Column⑥ フランスの徴兵制度に
　　　　　  おける不正

　第Ⅱ部　推測統計――大標本のケース
第５章　入手したデータの背後にあるもの
　　　　――「部分」から「全体」を
　　　　　　  推測する
　１ 1,800万世帯の行動を，
　　 たった900世帯から推測する
　２ 回答者の選び方が大切
　Column⑦ 世の中の標本調査は，
                 どれくらい信頼できるのか

第６章　統計的推論に不可欠な分布
　　　　――標本分布を理解しよう
　１ 母集団から出てきたデータの分布
　２ もし何度も標本をとることが
　　 できるなら
　３ 標本分布のバラつきの程度を
　　 どのように評価するのか
　Column⑧ 標準偏差の推定量

第７章　正解はこのあたりなのか
　　　　――母平均の区間推定
　１ 日常的に使われる「点推定」と，
　　 あまり使われない「区間推定｣
　２ 実際に区間推定をしてみる
　３ 区間推定の的中率
　Column⑨ ＭＰＧイリュージョン

第８章　本当に差はあるのか
　　　　――仮説検定の基本
　１ こうなってほしくない結果を否定する
　２ 棄却されずに残った母数の集まりが
　　 信頼区間
　Column⑩ 有意差と有意水準

第９章　ふんわりアクセルは
　　　　燃費を向上させるのか
　　　　――２グループの平均の差の検定
　１ ２グループの差を客観的に検証する
　２ 実際に差があるのか検定してみる
　Column⑪ ランダム化比較実験

　第Ⅲ部　推計統計――小標本のケース
第10章　どのくらいバラつきそうか
　　　　 ――カイ２乗分布と母分散の
　　　　　　 区間推定
　１ もう１つのバラつきの指標
　２ 母分散を推定してみる
　Column⑫ 統計量Vはどうして
　　　　　  自由度（n－1）の
　　　　　  カイ２乗分布に従うのか

第11章　入手できるデータが少ない
　　　　ときの分布―― t分布
　１ データが少なくても統計的推論は
　　 できる
　２ T統計量とt分布
　３ T統計量を使った「区間検定」と
　　 「仮説推定｣
　Column⑬ 「t分布」を発見したのは，　
　　　　　　ギネスビール社の社員

第12章　データが少なくても比較はできる
　　　　 ――２グループの平均の差の検定
　１ 標本データが少ない場合は
　　 「t分布」を使う
　２ ２グループの平均の差の検定
　　  ――「対応なし」の場合
　３ ２グループの平均の差の検定
　　  ――「対応あり」の場合
　Column⑭ 平均の差の検定における
　　　　　  注意点――等分散性

終　章　むすびにかえて

付表１　カイ２乗分布表
付表２　t分布表
索　引

ここが

ポイント
!!

統
計
学

◎ データ整理から，経済学の初歩研究に必須な仮説検定
　 と区間推定を学ぶ
◎ 学ぶべき内容を絞り，明快な説明で「分かった」とい
　 う感覚を届けるテキスト



A5判美装/252頁　定価：3,080円（本体2,800円+税）
ISBN 978-4-623-07658-1　2016年3月刊行

経営のための統計学入門

福田公正 著

高校までの数学が苦手な学生へのアンケート調査結
果をもとに，初歩から始めて短期間に優れた研究レ
ポートを書くために必要な経営統計学の理論と実践
を解説した教科書。

はじめに
本書を読むにあたっての留意点

第１章　アンケート結果が語る統計学への期待
　１ 受講者の不安
　２ 調査結果の概要
　３ 統計学への期待
　４ 本書の概要

第２章　データと統計学
　１ 家計調査
　２ データの９分類
　３ 統計学とは何か

第３章　代表値と散らばり指標
　１ データの可視化と変数変換
　２ 度数分布表とヒストグラム
　３ 代表値
　４ 散らばり指標

第４章　データの相関
　１ 散布図と分割表
　２ 共分散と相関係数

第５章　確率の復習
　１ 場合の数
　２ 確率の利用

第６章　確率変数と確率分布
　１ 確率変数
　２ 確率分布

第７章　母集団と標本分布
　１ 母集団と標本
　２ 大数の法則と中心極限定理
　３ 母数と統計量の関係

第８章　正規分布における推定と検定
　１ 正規分布表

　２ 点推定と区間推定
　３ 仮説検定
　４ 母比率の推定と検定

第９章　その他の分布における推定と検定
　１x2 分布における推定と検定
　２ t 分布における推定と検定
　３ F 分布における推定と検定
　４ その他の検定

第10章　回帰分析入門
　１ 単回帰分析と最小二乗法
　２ 単回帰分析と検定
　３ 重回帰分析と検定
　４ 回帰分析における注意点

第11章　回帰分析応用
　１ パネルデータ分析
　２ ダミー変数と交差項
　３ トービット分析
　４ ロジット分析

第12章　多変量解析
　１ 実験計画
　２ 分散分析
　３ 主成分分析
　４ 因子分析
　５ 共分散構造分析

付録１ 「統計入門」アンケート調査票
付録２ 学術論文作成の技法
付録３ Excel による統計分析
付録４ フリーソフトウェア「R」の使い方
付録５ R のスクリプト
付録６ 数学的補足
付録７ 項目別補足
付　表 確率分布表

参考文献／索　引

ここが

ポイント
!!

統
計
学

◎ R によるプログラムを掲載
◎ 数学が苦手な学生をはじめ，統計を勉強したいビジネ
　 スマンに最適
◎ つまづきやすい「統計の落とし穴」にも留意



B5判美装/200頁　定価：2,860円（本体2,600円+税）
ISBN 978-4-623-06111-2　2011年10月刊行

やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる統計学 Ⅰ基礎編 ［第２版］

金子治平／上藤一郎 編

記述統計から数理統計までていねいに解説し，直感
的に理解できるよう図表も豊富に取り入れた一冊。

はじめに

　第１編　記述統計編
Ⅰ　統計データとは
　１ 統計データとは

Ⅱ　比率と指数
　１ さまざまな比率　
　２ 静的比率
　３ 動的比率――変化率
　４ 動的比率――指数

Ⅲ　分布とその特性
　１ 度数分布表とヒストグラム
　２ 代表値
　３ 散布度
　４ 歪度・尖度と特性値の総括

Ⅳ　相関と回帰
　１ 二次元データ
　２ 相関係数
　３ 回帰分析

　第２編　数理統計編
Ⅴ　確率の基本
　１ 順列
　２ 組合せ
　３ 確率とは何か

Ⅵ　確率変数と分布
　１ 確率変数と分布
　２ 期待値と分散

　３ ２項分布
　４ 正規分布

Ⅶ　母集団と標本
　１ 母集団と標本とは
　２ 標本平均や標本比率のちらばり
　３ 統計的推測で用いる数学記号
　４ 有限母集団からの標本平均の平均
　　 と分散
　５ 確率化，非復元抽出と復元抽出
　６ 無限母集団からの標本平均の平均
　　 と分散
　７ 大数の法則
　８ 中心極限定理

Ⅷ　統計的推定
　１ さまざまな統計的推定
　２ 不偏性――良い推定量の基準
　３ 一致性と有効性
　　 ――良い推定量の基準
　４ ２項分布での最尤法
　５ 一般的な最尤法
　６ 平均の区間推定
　７ 分散の区間推定
　８ 比率の区間推定

Ⅸ　統計的検定
　１ 統計的検定とは
　２ 統計的検定の手順
　３ 第１種・第２種の過誤と両側・片
　　 側検定
　４ χ²分布，t分布，Ｆ分布と標本分布

　５ 母平均μに関する検定
　６ 母平均 p に関する検定
　７ 分散比の検定
　８ 母平均の差に関する検定
　９ 適合度のχ² 検定
　10 独立性のχ² 検定

Ⅹ　回帰モデル
　１ 回帰モデルと t 検定
　２ F検定と自由度調整済み決定係数

Ⅺ　標本調査法
　１ 単純無作為抽出法
　２ 標準誤差と標準誤差率
　３ 無限母集団を対象とする標本の大
　　 きさの決定
　４ 有限母集団を対象とする標本の大
　　 きさの決定
　５ 標本調査のいろいろ

付　表
　標準正規分布表
　χ²分布表
　t 分布表
　Ｆ分布表

練習問題 解答
さくいん

ここが

ポイント
!!

統
計
学

◎ 見やすくわかりやすいレイアウト（原則見開き２頁）
◎ 豊富な図表



やわらかアカデミズム・〈わかる〉シリーズ

よくわかる統計学 Ⅱ経済統計編［第２版］ 
御園謙吉／良永康平 編

ここが

ポイント
!!

統
計
学

◎ 関連統計やデータの入手方法も紹介
◎ エクセルにする加工，処理の方法をわかりやすく解説
◎ 豊富な図表

B5判美装/208頁　定価：2,860円（本体2,600円+税）
ISBN 978-4-623-06112-9　2011年9月刊行

主要な経済統計の収集と吟味，その読み方と，収集
したデータの分析方法，コンピュータ（エクセル）
による処理・加工の方法を，図解を交えてわかりや
すく解説する。

はじめに

　第１編　経済統計の作成過程

Ⅰ　経済統計の種類と分類
　１ 何に関する統計か（内容別分類）
　２ 誰が作っている統計か（作成主体
　　 別分類）
　３ 政府が作っている統計
　４ どのように作成した統計か（作成
　　 方法別）
　５ 現実をどのように模写した統計か
　　 （静態と動態）

Ⅱ　統計作成の過程
　１ 経済センサス――基礎調査
　２ 家計調査
　３ 統計調査の作成過程

Ⅲ　統計分類論
　１ 統計分類とは
　２ 質的分類
　３ 量的分類

Ⅳ　統計の真実性
　１ 統計の信頼性
　２ 統計資料の誤差

　第２編　経済統計各論

Ⅰ　人口
　１ 少子高齢化社会の到来
　２ エクセルで将来人口を推計しよう
　３ 人口統計の種類と入手

Ⅱ　家計
　１ 格差と家計
　２ エクセルで「格差の程度」を図示・
　　 算出しよう
　３ 家計に関する統計調査

Ⅲ　食料
　１ 統計で見る食と健康
　２ 食の「平準化」を確かめる
　３ 食料統計の種類と入手

Ⅳ　物価
　１ 身近な物価
　２ 物価指数の作り方
　３ エクセルで「物価指数」を作ろう
　４ 物価・地価の統計の種類と入手方法

Ⅴ　労働
　１ データで見る日本の労働諸事情
　２ エクセルでデータベースを操ろう
　３ 労働統計の種類と入手方法

Ⅵ　産業統計
　１ 変わる産業構造
　２ 特化係数を求めてレーダーチャー
　　 トを作ろう
　３ 主要な産業統計の紹介

Ⅶ　企業
　１ 「企業」と企業経営の概況
　２ エクセルで経営状態を見よう
　３ 企業統計の種類と入手

Ⅷ　国民経済
　１ 経済統計の王様：GDP

　２ エクセルでGDPへの貢献度を計算
　　 してみよう
　３ 経済循環と国民経済計算の諸勘定

Ⅸ　産業連関
　１ 産業連関分析で環境問題を解く
　２ 産業連関表のしくみ
　３ エクセルで波及効果をシミュレー
　　 ション
　４ 産業連関表の種類と入手

Ⅹ　景気
　１ 景気循環と景気統計
　２ エクセルで移動平均を求めよう
　３ 景気統計の種類と入手

Ⅺ　財政
　１ 借金頼みの財政と財政健全化
　２ エクセルでプライマリー・バラン
　　 スを確かめよう
　３ 財政のしくみと統計

Ⅻ　金融
　１ 「デフレ不況」と金融政策
　２ エクセルで株価チャート分析
　３ 金融統計の種類と入手方法

ⅩⅢ　国際収支
　１ 増えるアジアとの輸出入
　２ エクセルで輸入関数を推計しよう
　３ 国際収支と関連統計

付録１　行列計算入門
付録２　エクセルで回帰分析
さくいん
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